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どんな図ﾁf夢の面矛責も
早く キモト・プラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上
に並べ、これを円筒に巻き

簡単につけて定回転きせながら光
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図
形部分のみが反射光となって光冠管に受光
されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累積することによっ

て、図形の面積を平方センチメートルで表

示する商精度のデジタル面談測定機です。

キモト・プラニは、機瀧部、独立同期電源

部および、カウンター部分よりなっており

ます。

本職は地図、地質調垂、土木、建築、腱業
土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト･別ラニ

さ壱と株式会社
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本社束戒都新宿区新宿2-13TEL354-036106
大阪営柴所大阪市市区上本町4-613-3TEL763-0891M6

－や、

フー〆 ドロメータⅡ型(改良型日林協測樹器）’月下旬発売
35,000円（送料共）

主な改良点

重錘4609a.プリズムと接眼孔の間隔を広げてプリズムによる
像を見易くした。
b.樹商測定専用の照準装置をつけた。
C.目臓仮を大きくして見易くし，指標ふり子も長く
して測定糖度の向上をはかった。

膿ご愛顧をいただも､ておりましたデ d・コンパスの代りとして使用できるよう専用の照地
こ改良を加え，機械誤整の軽減によ 装腔をつけ，三脚に着脱が可能なようにした。

まかるとともに，プロット点の測e，任意の水平距離による樹高測定補正表をつけた。

形式

商さ147mm重錘4609
巾150mm

曇さ151mm

概要

この測樹器は，従来ご愛顧をいただも､ておりましたデ
ンドロメーターに更に改良を加え，機械誤埜の軽減によ
る測定箭度の向上をはかるとともに，プロット点の測

鐡，ピッターリッヒカウントの判定，カウント本の樹高

測定，林分の甑斜度および方位の測定など一連の作業が
この一台で測定できるよう設計製作したものです｡
したがってサンプリング調査，ピッターリッヒ法によ
る材獄測迩，林況調査，地況調在，簡易測熾などに鰻適
です。

主な用途

a.ha当り胸商断面積の測定

b.jM木および林分平均樹高の測定
c.ha当り材積の測定

d.傾斜庇測定

e.方位角測定および方位設定
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暮らしの中に燃えない工夫を／ 住いの中に自然の美しさ／
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建設省認定難燃第3011号

〃雛燃卿第3004号
農林省囲定P-201号

、
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◇足立ぺﾆﾔ嫌式会載
取締役会長足立建次
取締役社長藤田敏司

本社・エ場東京都荒川区町屋7-18-8TEL東京(03)892-0111"

刈屋エ場岩手県下閉伊郡新里村刈屋TEL(019372)新里55,56,75

宮古エ場岩手県宮古市磯鶏・TEL宮古(01936)2-3333"
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表紙写真

第17回林業写真

コンクール第3席

「老木」

大阪市東住吉区

上野芳馬

１
２
６
１
４
８

１
１
１

夫
英
勇
夫
司
清

満
綱
和
卓

井
輪
手
村
島
池

蓑
四
野
岡
大
堀

創立50周年に思う．･･･････…・・・

これからの林業･････…････．．･･･・

林業の危機とにない手……．．･･･・

林業の再評価････…･･･････…･･・

日本林業への素朴な疑問････．．･･･・

日本林業と木材工業…････…･･･・

近代林業の先覚渚。その一生と技術的莱綴

熊沢蕃山･･･‘･…････．．････I･･･・

宮崎安貞････…･･････････････・

察温･･･．．､．･･･…･･･…･･・

曽根原六蔵････････…．．…．．・・・・

賀藤景林…････････．．…･････‘

大蔵永常･・・・．．…・・・・・･･･．．・・・

最近10カ年における林業のうつりかわり

林業百科事典新版の刊行にあたって

・山の生活・・・…・・・・・・・・・…・・・・・

目次

会毎

《
竃

『濠、
L一一一一一,.､－－－J

『~~~~~~....~司

豚
L一一．＝ニーニニニニ」

会員証

（日林協発行図懲を御
注文の際に御利用下さ
い）

････・・・･狩野亨二

･･……塩谷勉

…･････天野鉄夫

･････…酒井忠治

････････長岐喜代次

････・・・･佐藤敬二

２
６
９
４
７
１

２
２
２
３
３
４

①
●
由
●
●
。

~

、
口
４
Ｊ●●｡①

坂口勝美･･45

・・・・・・・・・・・・・・・・・・25



創立50周年に思
エ

フ

2

鯵
■
■
■
〕 理 事長簔輪満夫

＝

本年は日本林業技術協会にとってまことに意義深い記念すべき年であります。その昔，大正

10年6月（1921年）にほんのわずかな先輩たちが，時の山林行政のあり方に大いなる疑問をい

だき，団結の力をもってその不条理に立ち向かい，これを矯正しようとして結成されたのが興

林会でありまして，とりもなおさず協会の前身であります。

本年はこの興林会が発足してからちょうど50年を経過したわけでして，その間幾多の粁余

曲折を経ながらも，昭和年代を迎えてからの活動はめざましいものがあり，特に技術者意識の

昂揚，技術革新の気運醸成などその業績はまことに多彩にして輝かしいものでありました。林

業林学関係団体としては他にあまり類を見ない50年の歴史を誇る協会の姿は，いうまでもな

く関係の方左の善意の結晶であり，将来への伸展の礎であろうかと考えます。1日といえども

停滞せず，日食これ新たに脱皮し，前進しつづける姿こそ協会を象徴するものでありましょ

う。関東大震災，第二次世界大戦による災禍に見舞われ，大変な難関に直面しながらも，持ち

萱えの人の和によってこの危機を乗り越え終戦を迎えた協会は，この時を契機に民主主義によ

る運営に徹することを会是とし，社団法人として林業技術に関係のある方なの職能団体で林業

に関する科学技術の発達普及を図り，産業の振興と文化の向上に寄与することを目的として運

営されておりますが，会員各位の信頼と愛情によって今日順調に成長を続けております。50年

という長い歴史を記念するため数なの記念行事を考えでおりますが，一にも二にも，質実で，

惹義深く，後世に長く残ることを主眼に企画を進めております。あるものは年内に終始するも

のもありましょうし，またあるものは本年を中心に前後にまたがるものもあり，幅広い考え

方に即して検討を進めております。

なお協会は創立の精神を主柱に，会員の総意を尊重して民主的に運営されますが，半世紀を

経た今日では，思い切った飛躍があってもいいじゃないかと考えます。協会も現状を礎石に一

思いに脱皮して，大いに羽ばたかねば今日の社会，科学，産業の目まぐるしい変化伸展につい

て行けず，とり残されるおそれさえ感じられます。先誰の方査が常にいましめておられるよう

Wこ林業技術者の連帯感をいっそう強め技術者意識の強い反映を原動力として，職能団体として

の根強い活動力を発揮することが望まれます。このためには協会の運営も若い力を中心にその

能動的でかつ機動的なエネルギーを発揮させ，初心を忘れず，時代に遅れず次の世代への前進

を期待する次第であります。
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＜日本林業のゆくえ＞

れからの林業一
」

四手井綱英

（京都大学教授）

。

動向の変化から本場の長野県すら手をあげている現状な

どもだれが推論しえたであろう。

勝手気ままな林業未来論をぶつのは確かに楽しいが，

その的中率を考えると，そうは簡単に論じられないはず

である。

さらにまったく不思議なことに，森林育成の長期性に

かかわらず，いわゆる林業人は，こうした目先の動向の

変化に非常に敏感であり，だれかがこれがよいと提案す

ると，すぐそれに便乗してしまう。

たとえば戦後特産樹種として，アブラギリやウルシが：

奨励された。各県はこぞって民間に植えさせたが，立派

な林になった時には桐油もウルシもどうにもならなかっ

たり，ココノエギリの成長がよいとなると各地で盛んに

造林され，ユーカリ，アカシア糸なしかりであって，結

局ものにならぬ間に立ち消えになってしまう。

近ごろではスギが売れないとなるとヒノキの造林が盛

んになる。売れないのは現在であって，今行なっている

ヒノキ造林が伐期になるのは少なくとも40年後である

から，その時に果たしてヒノキが現在のように売れるの

かどうかはだれしも適確に推論できないにもかかわら：

ず，たちまちスギの造林がきらわれてしまう。

長期間かかる林業と知りながら目先のできごとに左右

されるのはまったく不思議である。

こうなると，無責任放言もそこそこにしないとはなは

だ危険であろう。炎任をもつといっても実際に持ちよう

のない推論はほどほどにすべきであろう。

とはいえわれわれは常に将来を考えねばならない。そ

うしないと一瞬たりとも生活できないのである。

もっとも，われわれの考えている近い将来は大よそ，

現在がそのまま続くということで，その座標からどれだ

けズレが生じるかが次の問題として考えられている。

そして一般には今よりもより高文化，高文明の世の中

が来て，人間社会はより豊かな幕らしになるであろうと

いう，一種のはかない希望を打ち立てて，それからいろ，

いろなものを推論しているらしい。

近い将来，いや遠い将来でも人間社会が滅びると推定

すれば，われわれの未来予想ははなはだしく灰色のものノ

lはじめに

林業における木材生産には長年月かかる。これは林業

の特徴としてだれでもが認めている事実であるが，これ

を林業という土地産業の最大の欠陥と認め，一時は伐期

短縮論が広く林業界をふうびし，短期育成論，林地肥培

論がこれから生じた。しかし他方林木は特に幹の部分が

長く成長を持続し，年変木質部分の蓄積を生じるから；

素材として必要な形状の材を得ることができるので，同

じ緑色植物でも，1年生，2年生植物ではセルローズの

生産はできても必要な大きさの木質材料を得ることがで

きない。木材組織を作ることは林木の象が持つ特性であ

って，木質材料の蓄積を生かして用いることに林業の特

質がある。

それゆえ木材生産に長年月かかることは決して林業の

欠陥ではないとする論がある。

わたくしも後者の主張者の一人であるが，こういった

永年植物を取り扱う産業では将来どうなるかを推論する

ことにははなはだ危険が多い。

現在めまぐるしく変わる2次，3次産業界と対比し，

その影響をまともに受けるようになったが，こういった

変化に対応するには鈍感な林業では，将来を推論するこ

とそのものには一方では未来学のような無責任な楽し承

もあるが，実際にはすこぶる困難な仕事で，ここ10年

後の林業界を推定することすら，危険きわまりない仕事

なのである。

近年非常に多くの人為によって林業の将来について語

られているが，その的中率はおそらく著しく低いもので

あろう。

戦後木炭生産があんなに急速に衰退するとはだれしも

考えなかったろうし，外材の増加や内地材のマツ材やス

ギ材がこんなに価格が低くなることもだれしも十分には

推察していなかったであろう。

さらに育林関係でも，西日本のマツ林が2度もマツク

イムシといわれる一群の昆虫に激甚な被害を受け,一時

大流行したマツ造林の意欲がまったく失われるとか，北

海道，東北の造林の主要樹種であったカラマツが先枯病

以来まったく問題外になり，そのうえカラマツ材の需要

幻
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となり，滅びないように努力するより，仕方がないとア

キラメル人の方がうんと多くなるであろう。

今まではバラ色の将来を推定した未来学者が多かった

が，近年はその逆の未来学が次第に多くなってきた。人

間は自らの繁栄により滅びるだろうとする人が次第にふ

えている。

特に急激な2次，3次産業の進展による日本人口の都

市集中，農山村過疎化，次いで起こった都市における思

いもよらぬ公害産業による無制限な自然破壊を伴う自

然改悪（開発）は，われわれの夢を次第に灰色に塗り替

えているようである。

こういった現状でこれからの林業界を占うのはまこと

に困難であって，良心的にはやらない方がよいと思う。

しかもあえてやるのは，どんな状態になっても，われわ

れは常にこれからの世の中に一つの想定，仮想をもたな

ければ生きられないからであろう。わたくしたちが生き

ている限り，それを否定しない限り，各人はなんらかの

明日を信じているものである。だからここに書こうとす

ることも，わたくしだけの明日であって，他人の明日で

健ない，もし読む人があれば，決してそれを普遍的に押

しつけているものでないことを記憶してもらいたい。

前記のことはちょっと理解できぬかもしれぬが，たと

えば石油，石炭類（これは大気の炭酸ガス(二酸化炭素）

を緑色植物が光合成により分離し炭素と酸素に分け，炭

素を地中深く温蔵したものといえ詞をふたたびとり出

して燃焼し元の二酸化炭素に返して大気中に放出し，同

時に出てくる硫黄もガス化して大気中へ出し，また各種

の重金属類を生物圏に送り出し，イオン化して水に流し

たりする。これらの中に生物の生活を脅かす物質が多

く，また食物連鎖で濃縮され最終的に人の食物に入り，

人間自体の生命をも脅かす。これらの生物圏外から人間

がとり出し，生物圏へ放出したものの人間社会における

後始末が今後重大問題となるであろう。

われわれはともかく人間社会を生物圏を脅かしながら

発展させて来た以上，いっそう自然の維持に重大な関心

と責任をもたねばならない。

森林も最重要な自然の一部分であるから，森林を木材

牛産工場と考える以前にありのままの自然としての森林

の保護維持，持続を震ず考えねばならないであろう。

b森林の生産物である木材の用途ばやはり建築材

料，特に内装用の美術品として用いられる公算が多いで

あろう：一時は木質材料は，原料材としては繊維等に分

解して用いられるから，形状，大きさは問題なくなり量

産さえすればよいという考え方が強く，ともかく単位面

積当たりの木質材料生産さえ向上すればよいという風潮

が高かつ･た。そして確かに紙・パルプ工業は進展し，大

量の木材を原料材として用いるようになった。燃材，パ

ルプ材，用材が木材の三大別であった時代もあったが，

次の時代にはパルプ材が燃材ほどではないにしても次第

に衰えるのではなかろうか，そして用材の承が残るか，

用材からも建築の骨組，外装材料は鉄骨その他の新しい

材料（耐久性）の進出により，木材は用いられなくなっ

て，内装材に良質材の象が残りそうな気がする。木材の

もつ木理はすぐれた芸術品であり，保温，吸湿等の諸性

質もやほり木材にまさる物理性のものばみつからないで

あろう。

プリント合板などが木理をうつしているかぎりではに

せものであり，よき時代が来れば，本物におきかえられ

るのは当然ではなかろうか。

紙・パルプは人工高分子にかなりの量がおきかわるで

あろう。しかし木材を用いるバルブはそう簡単には消え

ないとしても，原価からいって，自然生えの林木以外に

は到底引きあう原価にはなりえないので，勢い，用材生

産過程で生じる間伐材や，建築材の古材がこれにあてら

れ，木材の良質のものはパルプ化されなくなるであろ

う。そうすれば，原材料が今ほど潤沢ではなくなり，木
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!llわたくしの前提条件

a自然は自然として用いるべきである：森林を木材

生産工場と単純に割り切っている人が多い。こういう意

味からは水体（河川，湖沼，海等）は魚，海藻の生産工

場でもあり，陸地もまた動植物の生産工場でもあるが，

人間と自然の関係は本質的には，自然対人間の関係であ

る。

人間もまた自然生態系の一員であって，たとえ人間社

会が発達して，次第に自然の生産力をコントロールし，

終わりに自然を自由にあつかえるようになり，まったく

自然生態系からはずれて生活しうるようになったとして

も，酸素を吸い二酸化炭素を吐き出して生活している以

上，どうしても自然からば離れられない。

しかも，現在でもそうだが，人間は鉄器を使用し始め

てから，地球上の生物圏（それは地球の大きさからいえ

ばごく表層の一部でしかない）外の場所から非常に多く

の物質をとり出して生活し始め，それら人間により新し

く，地球の生物圏へもたらされたものやそれから化学合

成したもののうちにほ生物の生活に危険窮まりないもの

もたくさん含まれてし､る以上，われわれもまた人間以外

の生物生活に次第に大きな影響を及ぼし始めている点を

考え合わすと，自然を十分に尊重しないでは今後とも生

活を続けえられないわけである。

《
偲

●
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材パルプの総生産盆は下がるに違いない。

結局，われわれが林業として残すものは大径優良材の

生産だけになってしまう。

c 外材の輸入は当分続くが次第に少なくなってくる

であろう :世界を南北に三等分すると，日本を中心にし

て，シベリアと東南アジア(ニュージーランド，オース

トラリアを加える).アメリカをr十:心にしてカナグと南

アメリカ，ヨーロッパを中心にして，スカンジナピア，

ソ連と南アフリカの三区分が考・えられる。そのうちアメ

リカを中心としたグループは今のところ比較的木材が鐙

宮に切り出せるようである。ヨーロッパと日本を中心と

したグループは非常に似た様相を示していて，いずれも

南から熱予告産天然大径広葉樹を ， 北から:rrIT~事務産天然大

径童|禁樹が輸入され，林業国である本国産人工林広針築

樹，特に人工針楽樹材が圧迫を受けている。この輸入は

いつまで続くであろうか，今の輸入訟を見ると資源的に

そう長続きはしないように思う。特に南洋材といわれる

熱帯産広祭大径材の蓄積は決して多くはない。今切られ

ているラワソ芸誌は降雨林内の段上問に点在的に飛び出し

た大径木のうちフタパガキ科に属する ものだけであり，

他の硬材は利用されていないし，上初以下の多j習林構成

樹極はほとんど見捨てられているから，総務:rtiはi援・温

殺;j;j;に比し多くても利用蓄積はきわめて少ないのであ

‘e 
Q。

救近l降雨林地域でも跡地更新が次第に;a剣!に考えられ

始めてはいるが，大部分は略奪的利用である。

しかもこれら利用可能材の成長そのものは熱初だから

といって決してそれほど大きなものとは考えられない

(年紛がほとんど認められないので其の年倫は不明〉。

熱帯では総生産すなわち炭酸同化総誌は総かに大きい

が，呼吸消rt'.(五1:も多しその差の総生産の訟は決して多

林業ではこれに対応して綴械化，ケヰカノレコントロ ー

ノレ等で省力化しようとしているがp 現在の機械化のよう

に大型化，大面積皆伐化による省力化を続ければ，かな

らず森林の持つ保安効果を筈し，国民の非難を受けるに

迷いない。すでに自然保護面から各所で非難を受け始め

ている。理想的には金村地は'ffi・に森林におおわれている

べきで，できるだけ小面積作業が行なわれるのが林業の

本来の姿である。現在のように機械カに追随して， ，休業

の本来の姿を失わすような大型機械による大面積{乍楽は

否定されるべきであろう。さらにケミカノレコントロ ール

三ついては殺虫剤，除草剤とも皆殺し型の薬剤が多く ，

流水と~ミ<1'kJを通じ，食物連鎖に より最終的に人間の健康

に有害となるばかりでなく，自然のパラソスを著しくゃ

ぶり，幾多の有容な影響を及ぼすことから，今後その使

m(t.著しく制限されるであろうe こう考えてくると林業
はこういった方法で省力化することは不可能になり.5J止

の省力化を考えねばならなL、。その残された方法は満度

に自然力を利月]する方法の再検討しかないのではあるま

し、カ為。

目 わたくしの考えるこれからの林業

a 樹磁の多様化 :現在のスギ，ヒノキ，アカマツタ

カラマツ， トドマツ等の少数針業樹造林はもっと適地適

木を主体において多様化しなければならなし、。さらに現

在無視されているといってよい広葉樹林の育林も重要視

されねばならない，特に駁干ff;f，t;のシイ，カシ林，温帯林

のブナ林については針楽樹に改植することのみを林業と

考える現状は改められるべきであろう。

b 長伐期 ・筒蓄積林の実現 :現行の短伐J羽・低蓄積
林は単に成長jJ):からのみを考えられているが，樹木の本

来の性質は幹の部分が長く成長を持続し，その生産され

くないというのが今までの測定結果である。 たものが幹として残存し，次第に大谷1立の木材質が貯え Z 

こうなると，現在のような乱伐に近い伐出はそれほど られることにある。これからは繊維としての木材質では

長くは統かぬであろう。そのうえこれら開発されつつあ なく ，組織としての木材，貴重材としての木材が利用さ

る北方，南方地帯はそのうち自ら木材加工業を起こし， れるとなると，長伐期大径材生産が主目的となるa 短伐 F 

原木の輸出は老:しく制限されるものと思う。，wJのくり返しは地力低下を起こすことは明らかであり，

d 林業労働者は今後も減少するに途いない :現政府 低蓄積は需要の変動に対する抵抗力が弱し安定性が低

の強力な工業化政策や工業独自の進展によって，段山村 いなどの欠点が多く，まったく機械的に成長盆だけで伐

が過疎化しつつあり，長山村人口は急速に減少してしま WJは決定できない。パルプ，チップ等の木質材料として
ったが，この傾向は近ごろやかましくなった都市公害そ の利用は，総裁筏度を考慮することにより初期間伐材で

の他住みにくい部会生活がおまってくると，次第に安定 十分補給できるはす・で，大径材生産過程で間伐材として

の方向に向かう希望がもてるとしても，林業労働がm労 J:llてくる。各組の直径の材をこう した用途に使用すれば

働である上に他産楽に比し低賃金であることから考え よいであろう。

て，山村の過疎化はそう簡単にはおさまらないであろ また長伐JtIl.大径材生産林はし、わゆる美林として各穆

う。 の保安効果も期待できるはずである。
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c わが国の特殊な森林，普遍的なわが国の森林を代 bに記した長伐WJ大径材生産林を広く私有林にも突現

表するような森林は国土の風土を現わすものとして，そ するためには，所有と経営の分離が行なわれ，経営はし

こに生息する大形動物を十分に保護できる広さに全国 っかりした経営技術者の集団により，地域ごとに安定し

土，全気候区にわたって自然保護地として保存せられる た木材の供給ができるよう，全国にわたって経蛍を組織

ようになるし，またそうすべきであろう。 化しなければならないであろ う。

さらにこれ・とは別に国民の休養地としての森林，観光

地としての森林が保存されることになる。自然保護地は IV おわりに

まったく入手を加えぬ自然のありのままの状態を保護管 なんだかあまり基Fのない話に終わったが要するに今よ

理するのであるが，国立公園を含む休養林には必要な道 りもっと自然らしい森林をもった緑の国土の実現が将来

路，緒締設が設けられ，自然の一部は休養-林に向くよう の姿であると信じている。読みかえしてみて気づいたこ

保育されねばならなし、。しかし今日の観光事業により企 とは，わたくしの記したのは予想ではなく ，こうあるべ

業としての観光地ではない。これは自然の破綾者であっ きだという未来論でしかなかった。

て，施設等も決して休養に遜したものとはいえない。 人類の将来が陪いものとすれば，その主原因は人間が

政府，都道府県等の自然組織が営利事業としてではな 自然を磁波し，しかもその破壊がまったく無考えに行な

く施設を国民に提供すべきものである。 われたことであるに違いない。自然を十分に尊重するこ

これらの林地は公共団体が買い上げるべきで私有林地 とこそこれからの林業でなければならない。

はこ ういった目的には不向きである。

i 近刊のお知らせ

農林業百科事典 i 
昭和 36年に林業百科事典初版が刊行されてから 10年になろうとしておりますが，その聞社

会，経済情勢の変化はめざましく林業においても数々の変ネ.が行なわれてまいりました。 新版林

業.百科事典はj祈界の権威200余名の方kをわずらわせ，最新の科学，技術知識に立!肉iした改訂

〈新項目約 150.その他ほとんどの項目を大改訂〉を加え，時代の要望に応ずる十分な内容を備

えております。

1月下旬発行 s5判約 1，200ページ 定価 8.500門

会員特価 分割払制あり

詳細は本月号トジ込み，またはダイレタトメーノレをご参照下さい

発 行丸 善 株 式 会社 編集 日本林業技術協会
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1

＜日本林業のゆくえ＞

林業の危機とにない手
、

野村．勇

(林業試験場・経営部）

口

1奇妙な木材需給の認識

よく次のような表現に出合う。すなわち，「わが国に

おける経済の発展とともに，木材の需要は年を急速に増

加し,1969年には約9,560万nl8に達し,1955年の4,530

万m3に対比して約2倍強の増加を示している。

こう↓､った激しい木材需要の増大に対して国産材供給

は5,000"m3前後に低迷し，したがってこの不足分を外

材輸入に仰いでいる」と。

ここでは次のような算術が行なわれている。

まず外材需給量プラス国産材需給量を総需要量とし，

そこから国産材需給量を差し引いて不足分とし，その不

足分は外材でまかなわれているとする。

この算術とこの背景となる考え方にはなんら変哲もな

く，疑問もないように思われるが，しかし同じ計算を自

動車の場合について行なって蕊れぱ，そこにかなりの相

違があることに気づかれよう。

すなわち，外車需給量プラス国産車需給量イコール，

わが国における総自動車需要量とし，ついでそこから国

産車需給量を差し引いて不足分を出し，そしてその不足

分は外車を輸入する，あるいは輸入しなければならない

と考える。

こういった意見をもしわれわれが一台でも国産車を販

売しようと躍起になっている自動車業界で発言したとし

たならば，おそらく顔を洗って出直せとL､われるのが落

ちであろう。

同じ計算と同じ考え方をしてなぜ，かくも反響が異な

るのであろうか。

それは端的にいえば，林業部門においては国産材供給

および外材供給，それぞれに対応する需要がともに強大

であり，両者の価格はいずれも堅調を示してきているこ

と，いいかえれば両者の間に強烈な競争関係が顕在化し

ていなかったこと，さらに別言すれば国産材は需要の面

でわが世の春を満喫してきたこと，これに対して自動車

部門においては需要をめぐって外車と国産車との間に強

烈な供給闘争が存在しているといった経済事情の相違に

あるといえる。

こう考えてくると，すでに述べた形式的な木材需給の

算式ほ，これまでのところそれなりに正しさがあったこ

とは再認識されようが，しかしこれからも同じ認識をも

って進むことが許されるものであろうか。
ノウ

私見によれば答は否である。

以下，変化を示しつつある木材需給事情について紹介

する。

8

一

2停滞をみせる製材用材需要

スギ，ヒノキの生産を中心とする日本林業にとって最

も関係の深い，したがって関心をもたなければならない
＆

木材需要とは何か。

木材需要は一般にまず製材用，パルプ用，合板用およ

びその他用材(坑木,枕木および電柱等）に大別される。

このうち合板用材は大部分東南アジアから輸入されて

いるラワン材が使用されているのでその需要動向は日本

林業にとって直接関係をもたない（もちろん間接的には

かなりの影響力をもっている)。「またその他用材」はそ

の数量の小さいことによりここでは省略する。

したがって問題となる用材需要としては製材用材とパ

ルプ用材ということになる。そして実際に両者の動向は

日本林業にとって重要であるが，しかしここでは紙幅の

つごう上，いちそう重要度の大きい製材用材の承につい

てふれる。

製材用材需要は昭和44年に例をとると，総需要量

9,553万Xn3のうち約62%とおおむねを占めている。

製材用材の内訳を統計調査部資料によって承ると，建

築用材74％,土木建設用材5％，木箱仕組板こんぽう材

8％，家具建具用材7％，造船両用材1％，およびその

他5％となっており圧倒的に建築用材が多い。

したがって製材用材需要を大きく規定するものは建築

着工面積であり，さらにそれを強く左右するものは一般

経済動向ということになる。

一般経済動向は実質国民総支出の変動により代表させ

るとして，それらの関係を図示して挙ると図1のとおり

となる（資料は表1)。

まず，基本的な規定要因である国民総支出とそれから

誘発される建築着工面積との関係についてであるが，年

戸
土
日

5
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表1実質国民総支出，建築潜工面積および製材
用材需要
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章~運§|実質国民総支出|建築着工面斌|製材胤赫需要
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13,888.
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15,801.

17,257.

19,698.

22,765.
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図1実質国民総支出，建築着工面積

および製材用材需要

次動向として蝋るとまさに一目|僚然，国民総支出曲線よ

りも建築着工曲線の方がいっそうシャープになってきて

いる。

これは，国民総支出の変化率に対する建築着工面積の

変化率，これを建築着工面積の所得弾力性というなら

ば，その値が年を追うにつれて大きくなってきているこ

とを示すのである。

これをさらに平たくいえば，国民総支出が一定の割合

で増大していくと仮定した場合，それからもたらされる

建築着工面積は一層大幅な割合をもって増大していくこ

とを示しているのである。

次に，建築着工面積とそれから誘発される製材用材需

要との関連についてふる。

これも図1より端的に知られるように年次動向として

ゑると，建築着工面積曲線よりも製材用材需要曲線の方

が傾斜が漸次ゆるやかになってきている。

これば前の場合と同じように考えれば，建築着工面積

の製材用材需要弾力性は，年次別に逓減傾向を示してき

ており，同じく平たくいえば建築面積が一定の割合で増

大していくと仮定した場合，そこから誘発される製材用

材需要の増加率は減少していくこと（薪炭用材需要にお

けるごとく負値で朧ないが）を卒直に物語って、るので

ある。

こういった製材用材需要にふられる暗雲は，わが国の

経済が高度成長を示している間はまだ深刻な事態として

さわがれないとしても，将来，経済成長が沈静化してい

った場合，おそらく重大な問題として顕在化する可能性

をもっている。

しかも皮肉なことにも高度経済成長が続けば続くほど

その病勢はいや霞すことであり，いまや高度経済成長の

永続的持続を期待する反面，一方，その沈静化をも期待

9
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301.6

323.5

405.1

473.1

538.8
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注）実質国民総支出；昭和40年価絡，経済企画庁「国民
所得総計」単位10億円

建築着工面積：建設省「建築統計年報」
製材用材：林野庁「木材需給逓」

しなくてはならないといったジレツマに逢着してきてい

るのである。

かくて現在，直面している上述の製材用需要動向も日

本林業腫とって一つの陰影ということができる。

3こういった需要動向の原因

こういった最近の製材用需要動向に翠られる陰影の原

因として，大きく二つの理由，すなわち，①建築構造の

変化と②木材（もちろん外材も含む）競合材の経済

的，物理的優秀性をあげることができる。

まず前者よりふれる。

建築着工面積の年次別推移については表1に見られる

とおりであるが，これを非木造建築面菰と木造建築面積

とに分けて承ると，昭和30年には前者が18％，したが

って後者の木造が72％，その後，非木造のシェアーが漸

増し，ついに38年には非木造が50.3％とやや木造割

合を凌駕し，さらに増大して44年にほ57％と切然と

優位を占めるにいたった。

こういった建築溝造の変貌は明らかに上述した製材用

材需要の建築面積弾力性を逓減させる有力な原因の一つ

であろう。

ところでこういった建築構造の変化をもたらした原因

はなんであろうか。

主なるものとして，①地価，とりわけ都市周辺部にお

一
一

￥

で

､
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ける地価の高鵬と，②都市化を背景としての建物の堅牢

性と耐火性への要求，とを指摘できる。

次に最近の製材用材需要に象られる暗雲の，第二の原

因としての，木材競合材の経済的，物理的優秀性につい

ていささか説明する。

このことは実は前述の建築椛造変化の一つの有力な原

因でもあるが，そればかりでなく非木造および木造建築

の単位面積あたり木材使用単位の漸減傾向における有力

な原因として，究極的には需要に承られる陰影に寄与し

ているのでここでば別個に取り上げることにしたのであ

る。

ともあれ，木材競合材の経済的，物理的優秀性につい

てば，便宜上次のように3点に分けて説明する。

①相対的に安価であること

木材競合材としては鉄，アルミ，セメントおよびプラ

スチック等があげられるが，いずれも，その需給量の飛

躍的増大（たとえば建設用アルミに例をとると昭和35年

を100として42年には1,400と14倍にもなっている。

同じ期間において木材は90％の増にずぎない）にもか

かわらず，相対的にいって価格は激しい上昇を象せてい

ない。

この原因嫁端的にいって，マスプロダクションによる

合理化の可能な，それらの産業の近代的生産構造に起因

している。

もっと具体的にアルミの窓枠を例にとって比較して承

ると，1970年5月現在における漂準物（6尺×4尺5

寸）の価格はアルミサッシュの場合，8,000円であり，

これに対して木製の場合には（アルミサッシュと同じ加

工度を想定ルて)，ラワンで6,000円，スギで7,000円，
ヒノキで10,000門程度である。

アルミに対応する木製品はなにかということばむずか

しいが一般に使用されるスギをとればいくぶん木製の方

が安いともいえる。しかし木製枠の場合には大工さんと

しては別に建具屋さんを頼まなくてはならず，時に繁雑

さが加わる可能性も考えられるので，この点も参酌する

と，すでに価格の点ではトントンの状態にまできている

といえる。

したがってこのうえにアルミサッシュの軽便さなどを

考えてみると相対的には安価であるともいえるし，もし

現在の段階では，これらの点を参酌して両者はトントン

であるとしても，アルミサッシュ価格が低減を示してい

る昨今の動向としては将来，相対的に安価になる可能性

があることは否定されない。

②規格製品の大鐘，安定供給

すでに述べた木材競合材は加工製品であるので木材と

異なり一定の規格製品を大量腫供給しうるといったメリ

ットをもっている。

もちろん木材といっても外材はこういった点では国産

材ほどではないが，しかしそれでも木材鏡合材よりも劣

ることは明白であろう。

③労働力の節約に好適

端的な具体例をあげれば，アルミサッシュは窓を入れ

る枠もついてセットになっており，木製窓の場合より取

り付けが簡便であることなどによっても知られるように

木材競合材は，すでに述べたように加工材であるので，

かなりの程度まで加工度を高めて生産することができる

わけである。

したがってその使用は労働力の節約に好適であるとい

える。

以上，製材需要動向に染られてきている陰影とその原

因についてみた。
●●●■

ところで，ここでの主題である，国産材の製材用材需

要について結論をだすには，これまでの考察では不一|-分

であり，製材用材として使用されている国産材と外材と

の関係についてさらに承なくてばならない。

2

一
垣
副

4外材の激しい進出と原因

国産材にとって最も重要な需要先である，製材用材に

おいても外材の進出は顕著である。

1963年腱は，総製材用材のうち国産材が80％と大半

を圧していたが，1968年には57％にまで落ち，代わっ

て外材が20％から43％と躍進を示してきている。

おそらく都市ならびにその周辺部に鏑いてはその進出

はいっそう顕著であり，その地歩は国産材よりおしなべ

て強力であると考えることができる。

もはや，国産材価格の動向を考える場合，外材は無視

できないといった段階にまできている。

こういった激しい外材の進出原因は一体なんであろう

か。

それは端的にいって，外材の安価，大通，安定供給と

積極的な商社金融にあるということができる。

このうちまず外材が国産材に対比して相対的に安価で

あることについてであるが，これは，国産材と効用の面

でそれぞれの国産材に対応すると思われる外材の価格を

表示した表2をみることによって端的に知為ことができ

る（日付けは昭和42年12月現在でいささか古いともい

えるが，両者の相対的関係を知るにはなんら支障が厳い

であろう)｡

次に大量，安定供給についてであるが，それは一言に

していえば零細な土地所有に悩まされない，そして相対

畠
二
４

宙
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表2建築用国産製材品を中心とした代替の価格関係

Ｉ
‐

外材

碗｜品等．形景｜価

圃産材

繊｜品等｜価格｜髄
形 錘（･純）材種

桧耐

群
嬢
小
無
等

〃
″
″
″
〃
〃
″
〃
″
〃
〃
″
″
〃

１
三
上
三
１

５
５
６
６
３
３

入
等
蘂
小
寒
等
×
等
×
等

注
遁
加

剤
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
×
×
一
豚

腐
５
５

防
１
三
上
三
１

銅
１
認
１

１
１

円叩
叩
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
一
叩
叩

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
７
０
０

り
９
９
ゆ
り
■
９
ｐ
ｒ
９
Ｐ
？
■
か
り

Ｆ
Ｄ

９
５
０
３
３
３
０
０
０
８
８
２
２
２
２
０
０

２
３
５
２
２
２
０
０
３
２
２
２
２
２
２
０
５

１
１
１

43，000円

39，000

56，000

39，000

50，000

35，000

250，000

130，000

蝋;:：

米ツガ

米ヒノ雫

米桧

米ツガ
〃

〃

米 桧

台桧

米ツガ

米松

ﾆｭー ジー ﾗﾝド松

エ、／マツ

米ツガ

エゾマツ

〃

アピトン

米桧
スプノレース

０
０
０

０
０
０

４
３
０
‐
３
０
０
５
５
５
５
０
０
５

郡
抑
認
識
蔀
郵
郵
需
郵

×
×
”
×

５
５
×
５

●

毎

０
〃
０
〃
０
〃
０
〃
〃
１
０
４
５
９
狙
浬
症
”
〃

１
１
１
１
２
３
４
×
×
×
×
×

率
奉
宰
×
５
２
８
４
４

×
×
×
×

兵
》
真
》
ｎ
〕
一
、
。
。
◇
。
。

．
１
↓
１
１
３
４
１
１
１
３
３

①

０
０
０

１
１
１

角
角
梁
き
材
板
材

台
″
〃
”
〃
〃
”
〃
〃
ろ
〃
〃
〃
呉
〃

土
柱
桁
た
種
床
建

キ
バ
キ
ギ
キ
ギ
キ
ギ
ツ
ギ

ノ
ノ
ノ
ノ
″
〃
〃
〃

ヒ
ヒ
ヒ
ス
ヒ
ス
ヒ
ス
マ
ス

多
】

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

０
１
０
１
０
０
０
０
０
７
９
０
０

０
《
⑨
９
，
》
ｆ
一
Ｂ
Ｔ
９
０
－
◆
。

、
龍
諦
溺
溺
露
窃
釦
叩

■
Ｌ
１
４

１
Ｇ
１
△

ザ

＝ ヒ ノキ

プナ

木曾桧

秋田スギ

(備考）林野庁林産課調

語でいえば需要の価格および所得弾力性のいっそうの減

少ということを意味するのである。

以上のごとく国産材にとって，最も重要な需要部門で

ある製材用材需要に承られる深い陰影が結論としてここ

で木材競合材および外材生産に対比しての日本林業のも

つ劣弱的生産椛造（すでに紹介した）に起因していると

いう認識に立つとき，その陰影は，より深刻な日本林業

にとっての「危機」に変わ為のである。

的に豊富な森林資源をもつ外材の生産構造にあるといえ

る。これを国産材供給側についていえば，相対的にいっ

ての森林資源の不足と，よしんぱ地域的に豊富な森林資

源をもっていたとしても大量，安定供給を期待できない

土地所有の零細性を対照的性格として指適できる。

次に商社金融についてであるが，商社が原木問屋とか

大手製材ないし合板会社等に原木を販売する場合，一般

に120日手形の決済を行なっている。

この決済がいかなる意味をもっているかが問題となる

のは，この場合，国産材に対比してである。

こういった意味において国産材の場合について蟻る

と，普通，契約時に三分の一，入山時に三分の－，そし

て伐採完了時に残りの金額を支払っている。したがって

国産材の場合，ほぼ現金支払いに近く，金融的には購入

側にとっては著しく不利であるということができる。

6もう一つの危機一にない手の不在一

日本林業にとって,いっそう陰影を深めるものとして，

上述したごとき需給動向以外に労働力の不足とか労賃の

高|騰といったこともあげうるが,より深刻な問題として，

わたくしはにない手の不在をあげたい。

まず木材生産において主体をになう，あるいはになわ

なくてはならない民有林についてであるが，おしなべて

いえば林業を主業とする中，大規模林業（以下，専業林

業とI略称する）と農業の兼業として営なまれる，一般に

零細な森林面積を所有している農家林業の二者に分けら

れる。

これも論しなくての議論としていえば，専業林業およ

び農家林業とも，日本林業全体の動向についての関心は

乏しい。

専業林業とりわけトーチカのごとく堅牢な，すぐれ

た森林蓄積をもつ人為はまさ淀泰然としてどこ吹く風で

あり，むしろ林政の干渉を嫌う性向すらもっている。

一方，農家林業は，その中心があくまで豊業であり，

一

畠

5国産材需要にみられる陰影が日本林業の危機に

かわる時

ともあれ，以上のごとき理由を背衆にして，製材用材

部門においても国産材は外材に地歩を奪われつつある。

そして，木材需要の年次別上昇傾向とほ反対に現われ

てきている国産材価格の最近の低迷は，国産材需要の

「本質的な」狭少化を反映しているのかもしれない。

ここで「本質的な」と特に強調したのは，よしんぱ少

しぐらい価格が下がっても木材需要はそれほど喚起され

ないこと,さらによしんぱ国民所得がかなり増加しても，

それほどには需要は増加されないこと，これを経済学用

■
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1

I

したがって自分の林業経営については一応の関心を示す

者はいるとしても日本林業全体にとっての関心はない。

米価については時にむしろ旗を立てて政治的行動にで

るとしても，木材価格については，そんなことはない。

考えて承れば彼らに及ぼす緊迫度からいってけだし当然

かもしれないが，日本林業全体からいえば，「けだし当

然」と納得し終わるわけにはいくまい。

次に国有林についてであるが，本質的に官僚機構とい

うもの臓非効率性をもつといわれているが，どう考えて

も現在の体質と現状では日本林業のにない手たるべきか

もしれないが，残念ながらにない手として認めるわけに

ほゆかない。

以上のように，主要な日本林業のにない手たるべきも

のば，いずれもにない手としての機能を欠損しており，

したがってそういったうえに組織づけられる林政が血の

でるようなビジ室ンの作成とその実現への努力に欠けて

いることは，けだし必然といわざるをえまい。

日本林業におけるにない手不在こそ，日本林業を底な

しの深淵にずるずると引き込んでいく鰻も悪質な危機か

もしれない。

7この危機のかなたに

日本林業の発展を切願するあまり，いささか危磯感を

強調しすぎているともいえないことはないが，しかし薪

炭，坑木，電柱および枕木等と現にその衰退をこの目で

承てきた，われわれにとっては決して誇張であるとは思

えない。

だが木材需要は増大し，そして国産材需要もその所得

弾力性は逓減を示してきているとはいえ，まだ決定的で

はない現在において，日本林業はその勢力の結集と努力

のいかんによっては十分この苦難に耐え，それを克服す

るバイタリティを内包しているということができる。

この苦難をむしろ踏象台として，危機のかなたに，よ

りいっそうの日本林業の発展を築いていくことができる

のであろうし，またいかねばなるまい。
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＜日本林業のゆくえ＞

‘

林業の 再評価
|I

岡和夫

（林野庁・計画課）

、
一
》

底においた林業施策ほ，これからほ社会的条件に対応し

えなくなるのではないだろうか。森林は，林産物生産と

いう経済的機能をもつと同時に，もう一つ，公益的機能

として一般に理解されている水資源かん養，国土保全そ

の他の環境保全機能を持っているが，この公益的機能の

重要性が，近時の高度経済成長のなかから，にわかに高

まり，これをも林業政策の基調にすえなければならない

社会的条件が醸成されつつあるからである。もちろん林

業政策の範嶬では，明治期以降一貫して森林のもつ公益

的機能と，林産物生産に具体化される経済的機能との総

合調整を理念にしてきており，林業に対する各種助成携
置には，公益的機能の体現者としての森林の造成が強く

意識されている。そのかぎりでは，最近にわかに顕著に

なった公益的機能に対する要請は，あえて驚くほどのこ

とでばないのかもしれない。ただ第二次大戦以降は，日1

本経済が戦後の復興期および三十年代以降の経済高度成

長期において膨大な量の木材を必要とし，かつ数年前ま

では，その大部分を国内生産に依存せざるをえなかった

ことにより，わが国の林政の重心は，どちらかというと

木材需給的観点に傾斜して展開されてきたということも

また否定しえない事実である。しかるに高密度社会の出

現によって，森林に対する要請が多面化し，．とりわけ森

林のもつ水資源かん養ならびに環境保全の機能に対する

期待が強まってきた。すなわち

①経済の発展に伴い，水の需要が増大しているが，

森林の有する洪水調節，渇水緩和の機能の重要性が，こ

のため従来以上に高まってきた。

②所得の向上，都市化の進展に伴い戸外レクリエー

ション需要が著しく増大し，森林は，それのかっこうの

場として重要性を増した。

③下流都市部において蓄積される社会資本が，多額

になるにつれ，森林のもつ国土保全機能の比重が従来以

上に高まった。

④自然生態系の維持が，健康的な生活環境維持の見

地から重視されはじめたが，森林がもつ野生鳥獣保護機

能が，この見地から重視されることになった。

⑤その他，産業活動の隆盛に伴い，最近にわかに桂

国民所得統計，産業別就業者統計等ば，わが国経済に

占める林業の相対的地位が，年盈低下していることを示

している。残念ながらこの事実は，だれしも認めないわ

けにはいかないのであり，林業の苦悩を，これら統計請

表によってまざまざと見せつけられるような気がする。

もちろん第一次産業の比重低下は，一国の経済発展，と

りわけ工業化過程で必然的に生ずる現象であり，林業の

地盤沈下も，いわば経済法則の現われであり，やむをえ

ないことではある。しかし，それにしてもこのところ沈

下の速度が激しい。なんとかしなければというあせりに

かられるのは，おそらくわたくし一人のことではなく，

すべての林業人の心の底には，そのことが重く沈澱して

いることであろう。林業人にとって寂しいこの傾向を，

経済法則なりとして手をこまねいて座していてよいもの

であろうか。法則とはいえ，それは経済現象である。経

済は，元来人の営象であって，自然現象ではなくそのい

う法則性は，自然科学的法則とは，かなり趣を異にする

ものである。したがって林業人の知能を結集するなら

ば，林業の地盤沈下を食い止め，浮上させ，林業の社会

的評価を高めることは，決して不可能事でほな↓､であろ

う。いうなれば日本林業の再建であるが，その再建構想

が，この小論の骨子である。

日本経済における林業の相対的地位を推し測る方法と

して，一般的には林業の生産額によって行なう方法が用

いられる。しかもその生産額は，交換市場で把握される

木材その他の林産物の販売価額によって測定されたもの

である。すなわち交換市場を通過する林産物の価額によ

って林業の評価をしてきたわけであるが，これだけで林

業の社会的意義が，正しく把握できるであろうか。この

反省のなかから，わたくしは，日本林業の将来に対し

て，主とし政策的アプローチの立場からであるが，一つ

の展望を行なうものである。

これまでわれわれは，森林を，林業生産の単なる物的

手段の一つとして理解しがちであった。とりわけ林業の

経済的側面を問題にする場合はそうであった。確かに林

産物生産という経済的側面で承るかぎり，森林は，生産

のための物的施設である。しかしそのような森林観を基
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会的関心の的になった環境汚染に関連して，森林が光合

成の過程でもたらす酸素供給機能，樹木の呼吸作用によ

る有害物質吸着現象に着目した大気浄化機能が，新しく

注目されはじめ，叢た気候緩和機能，騒音防止機能等に

も目が向けらればじめた。 I

ここにみるとおり森林は，林産物生産という本来的機

能を果たすべきはもちろんとして，それ以外にも実にさ

まざまの機能の高度発揮が要請されはじめたのであり，

しかもこの傾向は，わが国の社会経済の発展の方向より

して，今後ますます強重ると思われるが，このような気

運のなかから，われわれは，改めて林業のもつ社会的意

義について考えなおす契機をもつことになったのであ

る。たとえば水資源かん養機能を例にひいて考えて承よ

う。周知のように適正に施業された森林は，主として森

林土壌の働きによって渇水緩和，洪水調節の機能をもっ

ているが，河Jil水は，農業用水，工業用水，生活用水等

として利用されているのであるから，森林は，社会的，

経済的に有用な価値物を生産していることになる。とす

るとその森林の生産物は，木材等の林産物だけではない

ことになる。もっとも木材等は，交換市場における取引

価額によって，その生産価額を把握することができる

が，水については，交換市場を経ないたゐ，現実の経済

社会におし､てほ，森林の生産額として認識される機会を

もたない。しかし森林が，社会的に有用な価値物を生産

しているとするならば，よしんぱその価値物が市場での

取引対象にならないとしても，それをも森林の生産物の

一つとして理解すべきであろう。

森林のもつ水資源かん菱機能を，以上のように理解す

る場合は，考え方として，その機能を受益する者と，森

林所有者とが異なる場合は（通常は相違する)，受益者

は森林所有者に対し，機能受益の程度に応じた適正な対

価を支払うべきであろう。もっとも，個埼の森林所有者

ごとに受益者を特定することは，きわめて困難であり，

実際には，機能を受益する地域が，森林の所在する地域

に対して対価を支払うというかたちになるであろう。ま

たその対価の支払いも，森林の所在する地域が要費した

森林造成および森林管理にかかる金額の一部を，受益地

域が分担するという形式がとられることになるであろう

が，ともあれ水は，森林によって生産されたものである

とする認識をもつことが必要なのである。この認識は，

すでに一部の地域では実際に制度の上に反映されてい

る。たとえば昭和44年に発足した木曽三川水源造成公

社については，水源地域である岐阜県に対し，下流の受
益地域である愛知県，三重県，名古屋市が，森林造成に

要する経費のかなりの部分を分担金として支出し，また

その水を発電に利用してい溌電力会社も，相応の支出を

岐阜県に対して行なっているが，これによって木曽三川

（木曽川，揖斐川，長良川）の水源地帯の造林が円渦に

進められることになったという。また滋賀県に設立され

ている造林公社についても同様の経費分担が行なわれて

おり淀川を工業用水，生活用水等の水源にしている大阪

府，大阪市，兵庫県も，この公社の会員になり，分担金

の負担を行なっている。そして，その場合の分担額は，

淀川より取水する水麓を基礎にして算定されているとい

う。これら事例には，明らかに水を森林の生産物として

観念する思考が認められるのである。

以上は，水資源かん菱機能を例にひいて述べたもので

あるが，そのほかの公益的機能についても，内容こそ異

なれ同じような生産的価値を認あることができる。もち

ろんその生産物は，交換市場を経由しないので，現実の

経済社会においては，生産物として扱われないし，また

その生産価値を利用する者を特定することができない場

合が多いであろう。その意味で森林の公益的機能に由来

する生産的価値は，社会資本が提供するサービスときわ

めて類似している。というよりは，公益的機能の観点で

捕えた場合のその森林は，社会資本として理解されてい

ると考えるべきであろう。しかし森林を社会資本として

理解したからといって，森林のもつ経済的機能を止揚す

るものではないし，また林業の経済的評価を低下させた

ことにはならない。なぜかというと，森林の造成は，森

林所有者の経済行為として行なわれるものであり，かつ

森林の経済的機能と公益的機能は，同一森林が，まった

く不可分のかたちで併有するものであるということ。さ

らに合理的な林業経営にささえられて，初めて健全な森

林は造成されるということなどよりして，そこでいう社

会資本は，生産資本としての森林を造成することの，い

わば影として形成されるからである。したがって森林の

公益的機能の拡充は，経済的機能の充実を通じて，初め

て達成されるのである。つまり林業の合理的発展があっ

て，初めて社会的要諦に対応した公益的機能の発揮が可

能になるのであり，林業を，まさにそのようなものとし

て理解することが，これからの新しb､林業観でなくて

はならない。もっともそのような林業観が成り立つため

には，森林のもつ経済的機能の要諦が，今後とも存続す

るという前提がなければならない。論者によってば，日

本の森林は，木材生産を二義的にして，公益的機能の発

揮にその意義を見いだすべきであるとする者もいる。た

しかに当面の木材需給に対して外材の果たす役割ば大き

く，それだけ国内林業のウエイ1,は低下している。しか

し海外の森林資源の状況，木材輸出国の輸出規制強化の
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傾向等を考え合わせると，安易な海外資源依存は，日本

経済の健全な発展を図る上から適当でなく，国内林業の

生産力向上は，依然として林政の基本的課題である。そ

してなによりも，合理的林業経営のないかぎり健全な森

林は成立しないのである。したがって経済的機能を基礎

にして，初めて公益的機能の充実が可能になるという発

想，あるいは林業の合理的発展があって，初めて公益的

機能に対する社会的要請に対応しうるという発想は，十

分に現実性があるのである。

さて以上のように考えてくると，林業に対して，新た

な社会的評価が下されなければならないであろう。なに

はさておき，林業によってもたらされる生産的価値は，

交換市場的生産価額（一般に国民所得として把握される

のは，この価額である）だけで判断することは，実情に

合わないといわなければならない。交換市場で把握され

ない生産的価値をも考慮に入れると，林業が国民経済に

対して果たしている役割は，予想外に大きいのではない

だろうか。もしこのような市場外的生産価値を無視して

林業を論ずる場合は，誤った判断を下すおそれが多分に

あるわけで，市場外的生産価値をも考慮に入れ馬なら

ば，外材によって日本林業を否定ないし軽視する考え

は，出てくる余地がないはずである（林業を止揚して森

林の機能だけを追求する論もまた誤った判断を導く恐れ

がある。森林の成立は，林業にささえられるものである

とする認識が，この場合きわめて重要な意味をもつ)。

森林の公益的機能に対する社会的要請の高まりを契磯と

する日本林業の再評価こそ，新たな装いで林業を再建す

る手がかりを与えるものであり，そのなかから政策体系

の重要な構成原理が導かれるのでばなかろうか。

ところで以上に述べたような，林業のいわば付加的生

産価値は，しばしばいうように交換市場をもたないた

め，生産物として認識される契機がないし，またその価

額を客観的に測定する機会がない。したがってこの種の

市場外的生産価値は，別途に計量し，林業が付加的に生

産している価値として，それを社会に明示する必要があ

る。つまり観念的に森林の公益的機能をあげつらう時期

は過ぎ，いまやその機能の社会的有用性を生産価値とし

て経済量で現わし，これを通じて林業について新たな社

会的評価を獲得すべき時期にきているのである。しかる

に従来，森林の公益的機能についての定性的解明は，研

究も進翠，かなり明らかにされているが，定量的把握に

ついては，主だその方法体系が十分に確立されていな

い。しかし今後の日本林業を展望した場合に，公益的機

能の計量化は，緊要不可欠であり，特に時代の要請に沿

った林業政策の展開を図る上からほ，何をおいてもまず

やらなければならないことである。林野庁に諸いて森林
の公益的機能計量化調査の必要を認めたのも，日本林業

の今後の発展の糸口を，以上に述べたような，林業のも
たらす生産価値を総体として把握することに求めたから

である。

それからもう一つ。これは技術的問題であるが，今後
の日本林業は，森林のもつ経済的機能の拡充強化を通じ
て，公益的職能についても社会的要請に対応できるよう

な施薬技術体系を早急に確立しなければならない。なぜ
かというと，経済的機能か公益的機能かというような二

者択一的思考の中からは，林業発展の瀧図が描かれえな
いからである。すなわち公益的機能の立場から染ても，
森林の造成，管理は，森林所有者の営む林業生産活動の

なかで行なわれるものであるため，森林のもつ経済的機
能を止揚する場合には，森林の成立する基盤を喪失する
ことになり，二者択一的思考は，不適当である。森林の
成立をささえているのは，あくまでも森林所有者の経済
的動機であり，それの助長によってこそ，森林の充実が
結果されるのである。そのため経済的機能の追求が’そ
く公益的機能の発揮につながるという関係を，現実の森
林施業のなかに定着させなければならない。そしてその
ような施業技術は，おそらく生態系の法則性をふまえ，

森林生態学に基礎づけられたものであろう。というの
は，森林の環境下にあるもろもろの生物集団によって構
成されている生態系が均衡を保つ場合に，土壌構造その
他の林木生育条件は最良の状態になり，森林の経済的機
能が高まるが，森林の公益的機能もまた生態系の均衡に
胚胎するものであるからである。林野庁が計画した公益

的機能計量化調査のプロジェクトにおいては，自然植生
調査が重要な調査項目として位置づけられているが，理
由は，自然植生調査によって，地域ごとの生態的法則性
を明らかにしようとしているからで，経済的機能と公益
的機能を二つながらに矛盾することなく満足させうる施
業技術体系の確立が，日本林業の再評価をかちとるため
に，どうしても解決しなければならない前提条件と考え

られているからにほかならない。
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以上がわたくしの展望する日本林業のゆくえである。

公益的機能を再評価し，これを踏み台にした林業の再発

見に今後の発展を託したわけである。かなり大胆かつ荒
っぽい立論になったが，意のあるところをくみとってい

ただければ幸いである。
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＜日本林業のゆくえ＞

日本林業への素朴な疑問

大島卓司

(アラスカパルプKK.監査役）

わが国経済の著しい伸展が世界各国の注視を集めてい

ることは，改めてここに記すまでもあるまい。この日本

経済の高度成長が，産業設備投資のあいつぐ増大や，建

築着工面積の大幅な増加に伴って，木材需要をきわめて

旺盛なものにしていることも，すでに周知のとおりであ
る。

需要の増大は必然的に価格の高騰を招来する。木材に

あってもその例外ではない。木材価格の騰勢は，すでに

他の物価指数の上昇率をはるかに上回っているが，木材

という商品の特殊性から見て，この脇勢は一時的な低落

や季節的な変動はあっても，原則的には今後もなお継続

するのではないかと思われる。

これば，約言すれば，あまりにも急激な経済の伸展が

もたらした木材需給の窮迫に基づくものであって，当然

予想される一次産業に現われた経済成長のひずゑと見ら

れないこともない。しかし，この木材の給源である，日

本の森林，ある1,,は，日本の林業自体の中にも問題が残

されていないであろうか。今や，日本の林業は，まずそ

の生産物の需給の窮迫から，鼎の軽重を問われているの

であるが，果たして今後，日本の林業はどうなって行く

のか。一体，どこへ行こうとするのか。筆者はここで，

おそらくは多分に独断的な推論に終わるかも知れない

が，筆者の持つ素朴な疑問の2，3を提出して見たい。

その一つは，木材の自給自足は可能なのか？という

問題である。

この数年，7,000万台から9,000万台にまで急墹して

来た木材の需要は，1970年には，1億Xn3を越えるもの

と予想されている。この旺盛な木材需要の伸びに対し

て，国内から供給される量はおそらく5,000万Xn3を割

るであろうと見られているが，これは需要の半ば以上を

外国材の輸入に待たざるをえないということであって，

経済成長の具体的な動向としての農山村からの人口の流

出，したがって林業における労働力の不足，労銀の高勝

等を考え合わせると，ここ当分，国内木材自給率を高め

ることは不可能に近いのではないかと思われる。

ところで，政府の長期見通しによると，戦時中，成長

愛を越える伐採が行なわれたが，戦後年々 40万ha近い

造林が進められており，今のところ，まだ利用期にはほ

ど遠い幼齢林が大部分ではあるが，昭和90年ごろには，

約90％は需要に応じえる給源となりうるのではないか

と見ていたようである。しかし，現在の全産業を通じた

長期的展望に立つならば木材需要の増勢は，ここ当分，

不可避であるように思われ，その後中期的な見通しの一

部修正も行なわれているが，わが国森林資源の今後の供

給力にはいろいろな問題が残されているので，この見通

しに疑問を持つ向きも少なくないようである。

日本の森林面菰ほ2,521万ha,国士の68%を占めて

いるという。しかも，その国土は温暖多湿，林業に適し

た国がらであるといわれてきた。

しかし，果たして日本の森林面積は2,.521"haもあ

るであろうか。これは日本アルプスの絶頂や，草も生え

ない砂丘地帯をも含めた面積ではないのか。全体の国土

面積から，農地や，工場敷地や，宅地面積を差し引いた

残りの面積でばないのか。

少なくとも，筆者には，真の林業適地とじて考えられ

る面積妹，その半ばにも満たないのではないかと考えら
れてしかたがない。他の目的に利用できない土地を「森

林原野」と総称するならば，これは決して林業，あるい

は森林面積に数えらるべきではないように思われるので

あるが，果たしてどうであろうか。

しかも，現在ある程度，森林が生立しているとして

も，ある海抜高以上の高山地帯，あるし､は，東北，北海

道等,北部日本のある部分は,その成長率から見て,その

うちのどれだけの面積が企業としての林業の対象となり

うるかについて少なからぬ疑問があるように思われる。

もちろん,いわゆる「林野面積｣のうち,林業の対象と

して考えられる面積はどれほどか,また,そのうちで,企

業としての林業の対象になるのほどの程度なのか，－

は，多分に流動的であろう。一般経済情勢の変動に伴っ

て，この限界は常に変わって行くに違いない。しかし，

少なくとも2,500万haもの面積が，木材生産の対象と

なるであろう森林地でないことだけは確かであろう。ま

た，現在の森林地帯だけを集計してゑても，そのうち，

I

一
歩

ー

【
《
一
Ｊ

f

－14－



これからの企業としての林業の対象となりうるのは，決

してその全部でないことも確かであるように思われる。

このように考えてくると，日本の森林，日本の林業か

らの生産材だけで現在のような彪大な木材需要をまかな

うことは，その絶体的な面積の上から考えても，無理で

あるように思われる。

仮に，今後，木材価格が数倍にも騰貴した場合を考え

ると，林業における伐出ならびに育林の両部門におけ

る，生産意欲を増大せしめるであろうから，これが将来

の国内産材の自給率を高めるであろうという想定が行な

われるかも知れない。しかし，この木材価格の独歩的な

上昇は，一面において，非木質材料，木材代替製品の登

場を促す結果となるであろうから，木材需要を他の代替

品に転換せしめるかも知れない。かくして木材･の自給自

足が可能かどうかという問題砿，供給力の問題としてよ

りも，需要そのものの内容に左右されることとなってく

る。したがって，今後の木材価格の動きが，非木質代替

材の供給力と，企業的林業の成立限界を規定することと

なり，こ.れが木材需給を支配する結果となろう。

このことは，ひとり日本国内においてのみならず，世

界的にも天然林資源の供給能力に限度がある以上，世界

を通じて，育成林業への転換がさほど遠くない時代に来

ていることを考えると，究極的に，ある限界生産費の範

囲においての承，企業的林業は成立することを示唆して

おり，企業としての林業に大きな転換期が来ていること

を物語っている。

天然林の減少は必然的に育成的林業への要請を生む。

かくして林業は，採取的なものから育成的な林業へと移

って行ったのであるが，この場合，その低利性と生産期

間の長期性とは，製品価格の高騰，あるいは貨幣価値の

変動にささえられて，かろうじて企業としての成立を見

ていたのではなかったろうか。

しかも，林産物の需要の伸びは，予想以上に急速であ

った。需要の伸びは当然の結果として，価格の高騰につ

ながる。林産物価格の騰貴は，慢性的なインフレ一一貨

幣価値の下落とともに，次第に企業としての林業の基礎

をある程度，固めて行ったかに見えた。

しかし，それは，すべての育成的林業が採算的な基礎

を得たということではない。前述の，公益性のための保

護施策による支持と，限定された立地条件によるもの

が，大部分ではなかったであろうか。換言すると，育成

的な林業は，経済的なインフレにささえられ，地理的条

件と技術的な向上と，豊富であった兼業労務者のバラン

スの上に，公益性のための保護施策としての後援を得

て，タイトロープを渡ってきたのではなかったろうか。

したがって，最近における鍵山村の人口の流出‘林業

労働力の低下は，労銀の高騰による人工造成意欲の減

退，ならびに伐出費の増嵩による木材の生産価絡の騰貴

と，残された海外資源からの木材輸入，および大量生産

によってコスト。ダウンの予想される非木質代替材価格

との較差，等から次第に宿命的ともいえる企業的林業の

危機を強あてきているように思える。

明治以来行なわれてきた造林事業に対する助成政策の

うちに「補助金交付」というものがあった。これは，多

分に森林の公益性に対する保護対策でもあったが，一面

において，産業助成の意味合いが含まれていたのではな

かったか。これば，農林省が伝統的に続けてきた農民保

護の政策の一翼でもあったろう力;，これを森林という資

源に対する政策と考えるとき，この造林補助，あるいは

林業税制のあり方には，根本的に検討されねばならぬ多

くの問題を包蔵しているように思われる。端的にいえ

ば,林業対策か,森林政策か，という問題であって，しか

も企業としての林業には,元来,企業的経営としての悉意

性という問題も残されている。果たして現在の経営形態

のま霞で企業としての林業が存立しうるものかどうか。

タイトロープほ，今，危機にさらされているのではな

かろうか。

つ
か
』

■

＝

そこで，疑問の第二は，林業は基本的に企業として成

立しないものなのではないか？という問題である。

わが国の林業，あるいは林政の歴史をふり返って気づ

くことの一つに，それが常に「保存」であり，「育成」

であり，究極するところ「保護」ということで貫かれて

いたという事実がある。狭|溢な国士，急峻な脊陵山脈，

毎年決まったように来襲する台風，－これらは日本の

国民に，いわば「生活の知恵」として，治山治水の重要

性を教えてきたように思われる。森林ば，いわばその公

益性のゆえに，保護され，育成されてきたのでばなかっ

たろうか。

しかし，一面において，文化の発達は当然のように天

然林の伐採を進めて行く。林産物の需要が，この森林に

対する要請を，次第に「保護｣から「生産｣へと移して

行った。ここに，前近代的であるとはいえ，企業として

の林業の出発があったのである。しかし，これはあくま

で「天然産物」の「採取的事業」にすぎない形で発達し

て行ったのではなかったか。

へ

＆

ザ

そこで，もう一つの疑問，林業の生産性に高めうる余

地があるのか？という問題を提出するが，企業的林業

がこのような危機に直面しつつあるとすれば，これが打
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1

開方策の一つとして，林業の生産朧をいかにして高める

かという問題が考えられる。

同じ一次産業のうちで，農業に関しては，その技術的

改善の跡が著しいように見える。たとえば，米の増産は

その作付反別の減少にもかかわらず，食樋管理法自体の

検討が要請されるほどの過剰米を生んでいる。農業技術

には，明らかに進歩の跡が認められるといえるのではな

いであろうか。

果たして林業技術にこのような進展があづたといえる

であろうか。

採取的林業，いわゆる木材利用の面では，この十数年

の間に，相当の進歩があったといえなくもない。たとえ

ば，素材の搬出について雪檎や木馬に代わって森林軌道

が採用され，そしてそれが今ではトラック輸送に大部分

が置き換えられてきている。また，機械鋸や集材機の利

用は現在でばすでに常識である。さらに，パルプエ業，

合板加工，繊維板，集成材，と考えてくると，木材の利

用面に鈴ける発達が，明らかに広い意味の林業技術の改

善に大きな貢献をしていることは疑いないであろう。

しかし，育成的林業，いわゆる造林面の技術に果たし

てどれだけの進歩があったといえるのであろうか。たと

えば，人工植栽における省力化である。また，天然更新

論択伐作業論，等，造林技術の上にいろいろの論議は

あったが現実の林木成長量の上にどれだけの効果が現わ

れているか，である。

さらに，早期栽培，林地肥培，病害防除，等煮につい

て，種だの研究が進められていることは承知している。

けれども，それが現実の林木の成長率の上に，どれだけ

示されているか，はなはだ懐疑的であるのは果たして筆
著の承であろうか。

もちろん，林業には，その生函､間の「超長期」とい

う宿命的な課題が背負わされている。したがって，その

効果が一朝一夕に，目に見えるというようなものでない

のはいうまでもない。しかも，その生産手段が大部分，

太陽熱と雨量に待つという点では艇業と同様であるにし

ても，地理的条件という運命的な支配にゆだねられてい

る部分が余りにも多いことを考えると，技術的な介入の

余地がきわめて乏しいことは否定しえないであろう。

とはいえ，林業の生産性を高めるためには，技術的な

進歩改良を進めて行くかほかはない。だとすれば，林業

技術の上に，どれほどの余地が残されているのであろう

か。

一方に需要の減退という理由があったにせよ，過剰米

を生むほどの技術的な躍進を見せた日本の農業にも，今

大きな転換期がきているという。日本の林業も，重大な

転換期を迎えているといわれる。しかし，この二つの転

換期の意味には，まったく異なったニュアンスが含まれ

ているのではなかろうか。

果たして林業技術は進んできているのか？

誉た，今後進んで行く可能性を持っているのか？

何か林業技術の進展には，ある限界が存在するように

思われるのであって，仮に日本の林業に，その宿命的な

条件からの離脱力窪難であるとするならば，今後は，進

んでより有利な立地条件を求めて，海外への進出をも考

えねばならないのではなかろうか。

このように考えてくると，木材の給源としての森林，

企業としての林業の成立に朧，今，大きな危機が訪れよ

うとしてきていることは否定できないように思われる。

しかし，木材生産の母体である森林は，「米」の場合

における農業とは異なって，その存立自体が持つ公益的

な性格が考えられなければならない。その社会的な価値

は経済成長，文化向上に伴ってますます多面的にその価

値を高めてきている。これは過去において日本の林業が

受けてきた保護施策の根拠でもあった治山治水上の要請

はもとよりであるが，たとえば，国民のレクリエーショ

ンはそれ自体が森林の存立を条件にしている場合が多い

とか，今，論議の的になっている「公害」問題に対して

も，大気汚染の根本的な対策である酸素の給源が森林の

よ･うな植物群に待つほかない，といったような森林に対

する国民の社会的要請が，その評価を急激に高めてきて

いるのである。

したがって,仮に木材が,将来,寡小均衡への道をたど

ろうとも，森林はその公益性のためだけにも，これを保

護し育成して行くことが要請されるのであって，わが国

林政のあり方として,「どこへ向かうべきか｣を考える場

合，「林業政策」から｢森林政策｣への大きな重点指向の

転換が考えられなければならないことを示唆している。

これを具体的にいえば，まず「土地利用区分」の明確

化であり，現在の森林あるいは林業の実態を明らかなら

しめるような統計の整備であり，将来における社会的要

請に応じえるがごとき森林育成への施紫を念頭におきつ

つ，企業的林業の限界についてのピジ豆ンを確立するこ

とである。このためにほ,.木材の需給というよりは木材

価格の動態と非木質代替材価格との均衡を見いだし，そ

れぞれの時代の社会経済の動態に即応した対策が樹立さ

れて行かねばならないのではないか。

このよ.うな林業あるいは森林に対する基本的な対策を

進める場合，林業の生産性を高めるための林業技術の振

興に一層の努力を傾注しなければならないのはいうまで

もないが，林道その他公共投資の充実はもちろん，健山
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対からの労働力流出に即応する強力な労働力対策は，経

過的な当面対策として，即急に進めらるべきで憾なかろ

うか。

しかも.，大面積森林所有者と中小の森林所有者とで

〃ま，林業に対する考え方に本質的に異なるものがあり，

日本林業の特質である中小森林所有者の絶体的な多数を

対象とす:る施策と大林業家に対する対策では当然異なっ

た施策が取られねばならないであろう。林業施策から森

林政策への転換は，この場合にも「人」から「物」－

「森林」への転換を意味する。当面，組合ないし協業へ

の移行も一つの対策ではあろうが，根本的には山林の

「所有」と，林業の「経営」とを明確に分離する方策

も，検討されねばならないのではなかろうか。

この「所有」と「経営」との分離は，現行の国有林経

営形態において「行政」と「経営」とを分離すべきであ

るという考え方とも合致する理念であって，す-でに論議

がくり返されてきた「国有林公社」論の出発点でもあ

る。森林政策とは林業経営とを同一機構の下に行なわん

とするところに，混乱が避けがたいのはいうまでもある
篝1,､。

いずれにしても，日本林業は，それが本質的に持って

いる生産性の劣弱さと，これに対する施策の面でｰ人」

に結びついた林業施策と「森」を対象とする森林政策と

の混用から生まれた対策の不徹底から，今や，その企業

的な性絡を急激に斜陽化してきている。したがって，当

面の課題である木材需給を重点とす為林業施紫を経過的

に進めるとしても，基本的には公益的林莱を中心とする

森林政策の推進に目標を置き，両者を明確に区分して，

その混乱を避けつつ，急速に進展する社会経済の動向に

対処して行かねばならないのではなかろうか。

森林を失った民族が滅びて行った事実はすでに歴史の

教えるとおりである。森林の社会的価値は単に林産物の

供源としての象でばない。しかも，企業的林業の危機ば

放置すれば森林それ自体の危機につながる。今ほど，本

当の意味での「森林政策」の確立が要請されるときはな

いのではなかろうか。

以上，筆者は，ここに日本林業についての率直な，幾

つかの疑問を提出した。論拠の不明確なものもあるし，

論証の不十分なものも多い。それは他日，機を見て補足

したいと思うが，これらの疑問をもっと明瞭にすること

こそが，技術的な根拠に立脚した，筆者の希望する「森

林施策の実施」につながってくるものだと考えられる。

それこそが，これからの日本林業のゆくえを左右する重

大な指針となるものではないであろうか。
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＜日本林業のゆくえ＞

日本林業と木材工業

堀池清

(林業試験場・林産化学部）

●

1まえがき

現在日本が指向している豊かな産業社会を基盤とする

高次福祉国家を建設するには，今後も大過の木材が日本

で消費されるであろうし，また世界の後進地域から日本

が木材を輸入することは，後進地域の近代化のために必

要なことであり，日本の繁栄と地球の平和が木材の消斐

を通じて実現されてくるものと考えております。

最近の社会・経済は国際的にも国内的にも激しく流動

しており，この中で正しく位澄づけられる林業・木材工

業とはどのようなものか，浅学非才をかえり承ず，つれ

日ごろ考えていることを記述させていただきます。

本文に引用した統計は，断わり．のないものは艇林省そ

の他政府機関の統計から引用しました。

％）であり（外材51％)，そのうち製材用5,953万m3

（同100.9％)，パルプ用2,197"m3(同108.6%)(工

場廃材チップ563万m3),合板用1,060万ms(同118.9

％)，その他347万m3(同94.1%)となっている。

木材の消費は増加しているが，鉄・非鉄・セメント・

プラスチックス製品など木材の代替品が逐年大幅に増加

し，各種用途における木材の消費が占める比率は減少し

てきている。たとえば，造船・車両・電柱・坑丸太・枕

木・包装用などの需要が激減し，代わりにパルプ・合板

用が箸増し需要構造の変化を示している。

国産材についての用途別生産量の推移を第1表，第2

表に示す。針葉樹材の生産は減少してきている。一方広

葉樹材は41,42年は増大したが，43年は減少している。

ブナ・ナラが前年に比べそれぞれ10.0％，6.4％と減少

し，その他の樹種は横ばいである。

合板用の需要は41年以降20％近い伸び率を示してい

第1表針葉樹材用途別生産量の推移

寺
巳

一

2木材需要の増大

2．1木材需要の現状と将来’

44年の日本のGNP(国民総生産）は約60兆円，

1,660億ドルに達した。このような国民経済の高度成長

に伴い，木材の需要は年々急速な伸長を示した。薪炭材

を除くと35年5,655万m3,40年7,053万m3,44年

9,557万|]n3と最近10年に約1.7倍に墹加している。さ

らに，今後も日本経済は高度成長を持続すると考えられ

ており，日本経済研究センターの予測では，50年にはG

NPは4,400億ドルになると予測している。木材の需要

の予測としては，「林政群議会の答申」と「森林資源総

合対策協議会の報告書」の数字に若干の食い違いがある

が，林総協報告書は50年の木材総需要型を13,300万nl3

と予測し，これに対する国産材供給鐙を5,600万Xn3"外

材輸入は針葉樹3,700万"rn31広葉樹4,000万Xn3という

数字を示し，日本の木材自給率は42％となる。

2．2木材需要の動向

戦前わが国の国民一人当たりの木材消澱通は米と同じ

く約1石①､3m3)であるといわれた。事実11～15年の

消費ば平均約1石であった。しかるに，高度経済成長を

打ち出した35年には2石(0.6m3)となり,40～45年の

5年間の平均は約3石(0.84m8)と増加している。

44年における木材需要総数は9,557万m8(前年比104.1
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る。一例をあげれば昔はコンクリート型枠はマツなどの

比較的安い製材で作られていたが，41年からコンクリー

トパネル用合板が製造され，41年には約1万枚の牛産景

が，44年には3,700万枚に急増している。また，43年の

合板用材809万Xn3中，外材は94%,国産材は6%であ
る。

パルプ用の需要は，35年には1,019万m3で針葉樹が

63.0%,うち丸太46.5%,チップ16.5%,広葉樹が36.3

％，うち丸太29.8％，チップ6.5％，その他0.7％で針

葉樹の使用麓が過半を占めていたが，外材チップの輸入
が本格化した40年には1,434万nl3で針葉樹46.8%,5

ち丸太21.6％，チップ25.2％，広葉樹は52.8％，うち

丸太2762%,チップ25.6%となって針葉樹と広葉樹の

比率が逆転するとともに，丸太とチップの比率も逆転し

た。44年になると，2,197万In3で針葉樹42.2%,うち

丸太10‘1％，チップ32.1％，広調封は5768%,うち丸

太19.1％，チップ38.7％となって，広葉樹の増加，チ

ップの増加はさらに進んでいるが，バルラ認用材中に占め

る外材の割合は33％である。

製材用素材は“年度5,683万XnSで，そのうち外材臓

49.1％を占めている。

木材の主要用途である建築について見ると，44年の建

築着工面稜18,275万rn2の内木造建築は43%であるの

に対し．非木造建築は57％と年盈柳曽の傾向にある。

全建築面讃の51％を占める住宅建築においては依然木

造が多く，これが木材需要の大きな支柱となっている。

日本経済新聞（45.10.5）の調査によると，住宅建築

において国産材の不足と価額の高騰のため，建築面積

80m2程度の注文住宅で,3.3m2当たりの単価から外材・

国産材の使用比率をゑると，10万円クラスではオール外

材，12万円クラスになると外材が80～90％になる。一

般向きである13～15万円クラスになるとほぼ5分5分

挺なる。18～20万円クラスの上の部になると，国産材の

比率はぐんと高まり外材は30％ぐらい。25～30万円ク

ラスになると侭とんどにわたって国産材を使用し，土台

はヒノキ,柱は木曽ヒノキ,秋田杉といった銘木,応接間

の壁も北海道産のタモ材といった高級品が使用される。

国産材の方が性質がよいことがわかっていても，価格

と供給の不足を考えると，やはり今後外材使用の比率は

ますます高まっていくと考えている。

その他13億Xnaと推定されている｡(第3表参照）その

林分椛成は悪く，人工造林は全体の約1/3（793万ha)

を示しているが，そのうち67％は戦後植林の20年未

満の幼II冷林である。また，全体の62%を占める天然林

もその約40％が20年以下の幼齢林であり，その約35

％を占める61年以上の老齢林はおおむね奥地にある。

このような悪条件のため，国産材の生産は42年の

5,274万InSをピークとして，毎年減少し44年は4,682万

nl8であった。このような国産材の供給の悪さの原因は，

林業白書が指摘するように，資源の不足･労働力の不足・

林道の不足など林業経営基盤の未整備によるものであ

る。

さらに，農林省が実施した「43年度林業経営者意識調

査」によると，今すぐ用材として販売できる立木をもっ

ている林家のうち，75.5％が1～2年中に販売する意志

がなく，また55.8％の林家は木材価格が上昇しても伐採

しないという財産保持的傾向をはっきりと示している。

今後の国産材の供給は森林資源の内容から承て，当分

の間木材伐採避の増大を期待できず，その上優良材は針

葉樹・広葉樹とも少なくなり，製材品はひき角材が主力

となり，間伐材その他の低位利用材の供給が増大してく

るものと考えている。

2．1章で記述した林総協報告書の50年の国産材供給量

の予測として5,600万Xn3という数字を呈示しているが，

その実施はむずかしく5,000万Xn3程度で日本の木材自

給率ば38％程度になるのではないかという意見もある。

3．2木材の価格

日本における木材の価格は，国際的に見れば高水準で

あり，外材も日本市場では異常に高い。たとえば，繁沢

元林野庁林産課長は「42年10月のヨーロッパ諸国の針

葉樹製材の価格は，だいたい1nl3当たり16,000円前

後であり，国内需要の大部分を輸入している英国でも

17,000円程度である。これに対して，日本では米栂小角

25,000円，杉は35,000円」である。「これでは木材工業

の成立はだんだん困難になる」（｢森林計画研究会報」

157号）と異常な高値を指摘されている。

日本市場の木材は商品の性格から考えて，次の二種類

に区別できると考えている。一つは日本の特産物である

ヒノキ・スギに代表される優良材であり，価格も高く，

供給の弾力性が少ないので価格の変動も激しく，今後も

価格は上昇すると考えられる。もう一つは外材である米

栂・米杉・ラワンで代表される国際商品である木材であ

り，供給力も強く，品質も均一であり，価絡の変動も少

なく，工業原料として使用しやすい木材である。国産材

の中・下級品の価格は，国際商品である外材の影響を受

卓

ご
釘

－

一

dp

、3国産材の供給

3．1林業生産の動向

わが国の森林面讃は国土の約68％(2,510万ha)で森

林総蓄蔵は約19"m3,そのうち人工林6億Xn8y天然林
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け，外材の価格によりその価格は形成される。

この性格の異なる木材のうち，どちらを主原料として

生産活動をするかにより，日本の木材工業の工場はその

性格をはっきり異にしてきている。外材を使用している

工場妹，輸入港の近くに移転し，新規設備を増強して工

場は大型化し，自動化・省力化に努力を重ねている。こ

の事実は外材専門の製材工場と国産材専門の製材工場の

差，またラワン専門の合板工場と北海道産材の合板工場

の差を見れば，一目瞭然である。

このように原料としての木材の安定供給，大量供給と

いうことが，木材工業の性格を大きく支配することは明

らかである。今後の国産材の安定供給ということを木材

工業が切望しているのはこの点にある。たとえば，現在

のような少鐙の木材を対象とした入札制度ではなく，森

林組合と木材工業の企業との間に長期契約が成立するよ

うになればよいと考えている。

木材の卸売物価指数は40年を100とすると，43年に

は製材で132.9である。ヒノキ中丸太は44年末で223と

高鵬している。しかし，合板の価格は，43年普通合板

110.3特殊合板91.7,郷隆板101.9と国際商品である

新建材の卸売物価はほとんど変化していない。

ここに新建材の需要の増加する大きな原因があり，こ

れらを製造している木材工業は生産の合理化で，原木価

絡の上昇をカバーしている。また，外材の値上がりは国

産材より少ないことも外材の使用を増加させている。外

赫の日本における価格は国際的にゑて割高であるので，

輸入関係のシステムが今後整備されたら，価格は低下す

るか，もしくはインフレ傾向の日本においてもひどい値

上がりはないと考えている。

材チップを原料とする工業，たとえばパルプエ業などは

玖在でも外材使用の比率が他の分野に比べ低いが，今後

間伐材や低質広葉樹材から木材チップへの生産体制が整

備されたら，外材への依存度は高くならないのではない

かと思う。

木材チップ工場の数は40年に5,820あったものが,．

43年には7,173と急増し，製材と兼莱しているものが

85.3％である。一工場当たりのチップ生産愛は年を増加

傾向をたどり，43年には1,650m8である。

低質広葉樹というが，パルプ工業にとっては優良な原

料である。木材チップを原料とした木材工業は今後ます

ます盛んになると考えているが，現在の技術だけでは困

難な点があるので，そのための研究が強力に実施されて

行くと考えている。木材工業は今後ますます工場は大型

化し，装置工業化して行く。この傾向に対し木材チップ

の使用の利点が多い。国産木材チップの生産・流通につ

いて，計画的かつ大量の供給を行ないうるよう体制を整

える努力がな:されるこ‘とを強く望んでいる。

今後の木材工業を考える時，第3章で述べたように日

本の森林資源は幼齢林が多く，針葉樹・広葉樹とも優良・

林が非常に少なくなったため，木目を生かした工芸的な

製品を多量に大衆価格で作ることは困難になってきた。

そのため，大型化・装置工業化した工場で，合板・ハー

ドボード・バーチクルポードのような木目を考えない木

質材料が大量に製造され，装飾的な表面性は印刷・オー

バーレイ技術などで解決せざるをえない状態になってい

る。木材と他材料を組承合わせた各種の性能を持つ複合

材料が開発されていくだろう。

『

巳

一

5日本林業への期待

日本経済の戦後の復興に日本林業の果たした役割は非

常に大きかった。しかし，現在の日本経済が要求する需

要を十分に満足させることはむずかしいし，また日本林

業はジリ貧状態に入りつつある危機が存在し，林政の転

換を望む声も大きい。日本林業の進むべき目標をわたく

しなりに次のように考えておりますので，林業の専門家

でもない者の出過ぎた発言かもしれませんが，述べさせ

ていただき蛍す。

（1）経済中心主義ないし物質偏重から転換し，人間性

を尊重し，わが国の経済と社会の発展に資するよう国民

的姿勢を確立する。

（2）森林に木材生産という機能を十分に発揮させ，さ

らに大気汚染防止，水源かん義，風致，国土保全だど環

境保全に威力を発揮する公益機能をもつ林業を確立する

必要がある。また，日本の国土をいかに利用するのが一

4木材エ業の動向

紙面の関係上，個盈について詳述できないが，日本木

刺加工技術協会発行の雑誌「木材工業」では本年の編築

方針として，木材工業の諸分野の動向について，逐次紹

介して行く予定になっているので，ご関心がおありの方

女は是非お読象いただきたい。

第2章で述べたように，日本経済の木質材料に対する

需要は増加する。この激しい需要の増加にささえられ

て，日本の木材工業は日を発展をとげているが，自由化

が実施され，また国内企業間の競争も激しく，各企業は

合理化・省力化・大愛生産方式の採用・新製品の開発な

ど，激しい競争に明け募れている。

木質材料への需要の増大に対し，国産材の供給が頭打

ちのため，日本の木材工業はますます外材への依存度を

潤めて行くことはいたし方ないところである。ただ，木

《
》
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第3表主要国の森林面積および森林蓄積

隅一
1人当たり
木材消蟹量

(ma)

単位面積
当たり
森林蓄積
(m3/ha)

57．7

64．9

84．3

138.4

89．1

53．9

66‘1

10．5

86．9

75．5

96．71

1人
当たり
森林蓄積
(m3)

人口

(千人）

国名

'3,033,0001 1，20

4．69

0．23’

0．121

2．40

3．00

0.031
22.221
1．56

17．95

3．90

0．25

0．40

世界総計

フィンランド

フランス

西ドイツ

ノルウェー

スウェーデン

イギリス

カナダ

アメリ力

オーストラリア

ソ連邦

日本

ブイリピン

4''鯛｜
if:6661
7,1541
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、’

1，760
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20,000

190,000
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：
資料:FAO｢YearbookofForestProductsStatisticsl968年版」より
（注)：人口1人当たり森林面積は1966年人口によって算出

番よいか，総合的な見地から考える必要がある。

（3）第3表に示すごとき,FAOの主要国の森林面積

および森林蓄積の統計がある。また44年の林業白書に

よると，日本の森林蓄積の総平均75.3m3/ha,人工林

66.7ms/ha,天然林88.7m8/haであり；国有林の平

均は110.7ma/ha,人工林72.1m3/ha,天然林140.5

m8/ha,民有林で平均58.8m8/ha,人工林65.3m3/ha,

天然林59．3ms/haである。

まず日本の森林の蓄積を増加させる努力がもっとも大

切だと考えている。高蓄積・高成長量の森林を作る必要

がある。日本における代表的な優良林業地である，吉

野・川上村森林組合の資料によると，もっとも蓄積の多

いスギの人工林では851m3/haとなっている。また村の

平均では人工林でスギ315m3/ha訂ヒノキ221ms/ha,

平均306m3/ha,天然林では針葉樹459m3/ha,広葉樹

163m3/ha,平均182m3/haとなっている。

日本全体をこのような森林にすることは不可能として

も，もし日本における木材消費量が0.8m8より増加し，

1.5m3となり，自給率を7割とすれば人口1億人として

年間10,500万Zn8の木材が必要となり，この木材を日本

の森術菌積の7割で60年伐期で生産すると考えると，

伐採時に251m3/haの蓄積が必要となり，現在の75.3

m3/haとはひどくかけはなれた数字が出る。

しかし，川上村森林組合の資料に.よると，ある標準的

な一例として，スギ60年伐斯で1haの生産量ば，間

伐材として329m3,皆伐の時431m3,合計760ms生産

していると報告している。このような高生産性の森林ば

かりになると，日本の木材自給率100％はもちろん，輸

出も可能な生産量となる。しかし，現在東北地方の民有

林の蓄積は32ms/haといわれ，現実はこの理想にほど

遠いが，このような目標をかかげ日本に優良な森林が出

現し，林業と木材工業が共存共栄できる日のくることを

望んでいる。

（4）高蓄積・高成長量・高品質。高収益の木材生産を

めざしての施業体系を確立するため,目先の需要対策と，

長期目標とをはっきり分離して考え，このための林政の

確立・税制の改正・国家財政資金の投入・経営規模の拡

大など強力な施策を要望したい。

（5）目先の問題としては，低位利用材･の利用技術開発

が必要です。前述したように，このような木材の価格の

形成は，国際商品としての外材の価格により形成される

が，日本の木材工業にとって国際商品としての日本の木

材が市場に大量に供給されることが是非必要であると考

えられ，このことは日本林業にとっても必要なことであ

りますから，これまた強力な施策がなされることを望ん

でいる。

一
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''1ⅢIlII1111lI111ll1Ⅲ'111111'11Ⅱ111ⅢlnI畦 の師藤樹を進んで批判したごとく，自らの学問に対して

も批判を求め，これを越えて新しい学問，思想の出現を

希望して，「予が後の人も又予が学の未熟を柿ひ，子が

言行の後の時に不叶をぱあらたむくし｡」（築競和醤）と

述べ，さらに「日新の学者は，今日は昨日の非を知とい

へり。愚は先生の志と，徳行とを見て，其の時の学を常

とせず。其の時の学問を常とする者は，先生の非を認て

是とするなり｡」(集義外瞥）と述べ，「極りなき所」を学

ぶことをもって其の学問とした。

蕃山は江戸時代前期にあって，まことに「自由の人」

であり，「意志の人」であったと考えざるをえない。こ

のことは彼の著書の承ならず，肖像画に現われた彼の風

貌にもうかがわれる。

判ⅡMlIlllⅡlM111川llIII111111ⅢM11IIlⅢMⅢ'1Ⅲ111ⅡⅡ11ⅢMⅢ】1Ⅲ1WⅡI1IlⅢ''11ⅢOIIⅡ1111Ⅱ''111
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2 生涯

蕃山は元和5年(1619）から元禄4年(1691）にわたる

およそ73年の生涯を送った。将軍では，二代秀忠，三

代家光，四代家綱，五代綱吉の各治下に当たる。すなわ

ち，17世紀の大半に当たり，欧州では新大陸を発見し，

優位に立ったスペイン，ポルトガル両国が衰退し始め，

フランス，イギリス，オランダが興り，中国では満州族

が漢民族を抑えて清国が興隆した時代である。

蕃山が生きた時代はいわゆる幕藩体制の基礎が確立強

化され，社会の安定とともにいわゆる元禄文化の開化す

る時代であった。すなわちこの期間に，徳川幕府は朝廷

および大名に対する抑圧策を識じ，慶安御触書の名で有

名な農民統制令を発布し，慶安2年(1649)，あるいは朱

子学による思想統制，寛永鎖国令をもって徳川幕藩体制

の強化維持に努めた。一方生産力の発展とともに，自給

経済より流通経済が発達し，都市の発達とともに町人階

級が勃興し，武士階級の経済に圧迫を加えるに至った。

蕃山自ら述べているとおり，「町人財用の権を取って，

武家を困窮せしめ，遊民多く生じて，仏氏ますます沢山

に成行也」(宇佐問答）というありさまであった。蕃山は

このような時代を背景として，現実を見つめ，思索して

注目すべき政治経済論を「大学或間」等の著述として童

とめた。

蕃山の生涯は便宜上次の4期に分けて考えられる。す

なわち，第1期，幼少流転の時代（出生-20才)，第2

期，研学時代（20-27才)，第3期，岡山在住時代（27

-39才)，第4期，隠生時代，以上4期であり，この間

に京都，水戸，岡山，桐原（第1期)，桐原（第2期)，岡
シケヤマ力七

山（第3期)，備前蕃山村，京都，吉野，山城鹿背山，明

石，大和矢田山，古河等を転住した。

蕃山が京都に生まれ，生涯の重要な時期を近磯，中国

罰lIIIlI1Ⅲ冊ⅡllIlⅢ''1Ⅲ肺IⅢIII1MIiⅡ111ⅧMMI#IⅢ1111Ⅱ111ⅡⅡⅡⅡ11111Ⅲ1111M川IⅡ111Ⅱ1111ⅢIⅡ'1111Ⅲ111Ⅲ肩

1はしがき

熊沢蕃山は中江藤樹(1608-1648）の門下生として，い

わゆる陽明学派に属する江戸時代前期の著名な儒学者で

あり，彼の政治経済論には注目すべきものが多い。もち

ろん儒学者として中国思想の研究を中心とした学者であ

るが，源氏物語等国文学にも関心を示した。しかし彼は

書物に書いてある内容をその叢まうの承にすることな

く，進んで目を現実に向けようとした。彼は従来の学説

に拘束されず，もちろん儒学者として一定の限界はあり

ながら，当時の日本の現実に強く迫ろうとする姿勢を示

した。このような姿勢は「儒所の日本化」への努力とも

評価された。

蕃山は「何程よき事にても，聖人の法にても，時所位

にあはざる事はあし｡」とか，「時処位の至善に叶はざれ

ぱ道にはあらず」蝶義外書）と述べて，時間，場所，身

分制度の三要素を重視し，現実の社会を歴史的，地理

的，社会的に観察しようとした。蕃山はこの「時所位」

論と並んで，さらに「ただ日本の水土により，今の時に

応じ，わが身の位をはかりて，実儀を立んと思うの承な

り｡」(集義ﾀ}書）と述べていわゆる「水土論」を唱えて，

「時所位」論と並んで，日本の歴史，地理等を重んじ，

彼の実生活から得た知識とあいまって，彼の政治経済

論ひいては彼の林業論もこれに伴って出現したと考え

られる。

蕃山の学問は彼の人格を反映して，仮借なく師藤樹を

も批判して，「中江氏は生付て気質に君子の風あり，徳

業を備へたる所ある人なりき。学は未熟にして，異学の

ついゑもありき。五年命のびたらましぱ，学も至所に至

べき所ありしなり｡」（集義ﾀ鱈）と述べた。蕃山は自ら

一

，
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腱て過ごし，江戸等東国の思想文化と直接接触がなかつわれ，吉野に隠れた。寛文7年，山城国相楽郡鹿背山に

たことは，後の幕政批判に至る蕃山の思想形成になんら移る。門人である老中板倉重矩の斡旋により，明石雄
、

かの影響があったのではなかろうか。松平信之の庇護の下に置かれ，明石に移った。山鹿素行

蕃山は元和5年(1619)，貧しい一介の浪人，野尻一利（1622-1685）が赤穂に幽閉されたのも，同じころであつ

の長子として京都に生まれた。貧窮のため，蕃山8才た。(寛文6年1666)，

のおり，一家離散の不幸が訪れ，彼は外祖父である水戸蕃山は信之の大和郡山移封とともに，郡山近郊矢田山

藩士熊沢守久のもとで菱われることとなった。寛永11に移った。貞享2年(1685)，蕃山は幕命によって下総国

年(1634)，板倉重昌と京極高通の推薦で，備前の池田光古河に移され，同年12月同所に禁固せられた。「大学

政に仕えたが，寛永15年(1638)，20才のおり，二二一＝＝＝=＝=＝=＝＝＝＝或問」等に示された幕政批

致仕して祖母（伊原氏）の郷里である近江国桐原

に移住した。島原の乱のおり，従軍のため無断江

戸詰より帰藩したためという。かくて蕃山は浪人

の身となり，家族を抱えて貧困に苦しんだ。（以

上第1期）しかし蕃山は20才から数年の間は刻苦

勉励して，27才ふたたび池田候に仕えるまでは，

短期間ながら中江藤樹に直接指灘を受ける機会を

得て，将来の活勤の基礎を作り，人間形成の面で

重要な時期であった。彼自ら「衣食共にむかしを

わすれて，書をたのし承て居たり｡」(集職外霞)と

当時を回想している。（第2期）

蕃山は22才のおり（寛永17年）初めて四書集注

を読んで儒学に志し，2年の後中江藤樹の教えを

受け，翌年(寛永20年)，桐原に帰って独力勉学に

励んだ。しかしかかる生活はいつまでも許され－－－－－－－－－－一
ず，正保2年(1645)，京極高通の推瀧にてふたた3林業技術論

び池田光政候に仕えて300石を与えられた。およそ10熊沢蕃山は儒学者であるが，「吾寧為一介武夫,不願為

年にわたる岡山藩における蕃山の治績については，開墾儒家者流也」とあるように，（悪突文編第二，14頁)彼自ら

のほか疑問が持たれているが（尾崎正英氏，日本封建思想は一介の武士たる．ことに任じていた。このような蕃山は

史)，蕃山の著書に山林に関する記事が多数見えるとこむろん現代のいわゆる林学者でもなければ林業の実践家

ろから，蕃山が岡山藩における政治実践の面において，でもない。したがって彼に対して，現代のいわゆる林業

山林，特に治山治水の問題に全然関連がなかったとは考技術論を求めることは無理であり，不可能である。しか

えられぬ。し蕃山は江戸時代前期において，山林の重要性を認識し

さて蕃山は明暦3年（1657)，岡山藩を辞任した。致仕た珍しい学者である。彼は「はしがき」で述べたとお

の原因としてはいろいろな説があるが，尾崎正英氏は岡り，「時所位」を重んじ，「水土論」を唱えて，書物の上

山藩政上周囲の入念との違和感があり，それに不慮のけから進んで現実に目を向けた学者であり，政治経済論の

がが加わり絶望感におそわれたと述べておられる。（同一環として山林の問題を捕えたのである。

氏，日本封建思想史）（以上雛3期）当時の山林の状況を見るに，いわゆる幕藩体制の基礎

江戸時代において，学者にして政治に関与した蕃山のが確立するとともに，各地に城下町の建設が行なわれ

ほか，土佐藩の野中兼山（1615-1663)，6代家宣に仕えて，城郭や家屋の建設のために，莫大な木材が各地から

た新井白石(1657ー1725)，はいずれも不幸な晩年を迎え切り出された。これとともに木材商業の発達も見られ

たことは注目すべき聯実である。た。「徳川実紀」慶長9年の項を見ると，江戸城築城の

さて岡山藩を致仕した蕃山は数年の後京都に移住したため，「また諸国に課せて大材を伐出さしむ.」とか，玄

が，ここでも学名を慕って多くの公卿が彼の教えを受けた駿府裁の築城の「御用材」が土佐藩から送られ（日本

た。由比正雪の変の後浪人は警戒されていたが，蕃山も林制史資料高知藩)，「徳川実紀」にも「富士山中に分いり

京都所司代牧野親成の注目するところとなり，京都を追材木を伐りとり云を」とある。土木工頚のほか当時にあ

、

？
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、

つては火災が木材の消費に拍車をかけた。山林の問題ほ

次第に重要性を増してきた。

上述のような情勢にあって，すでに早く秋田藩の重臣

渋江政光(1574-16ぬほ江戸時代初期において，「国は

宝也」とか「山の衰は則国の衰也」と述べ(政光遺言,黒

沢道家覚書),森林の経済性を認識した。また土佐藩の重

臣野中兼山は，藩財政の一環として輪伐法の制定等一連

の林業政策を打ち出し,蕃山と同時代の儒者,山鹿素行
は林政機関，山林の取締法等独自の林政論を展開した。

農学者宮崎安貞（1623-1697）も艇民のための農林業の

指導書「農業全書」を元禄10年(1697)刊行しで，林業

技術に対して具体的説明を加えた。

「我が国における育林は全国的にみて，大体寛文一享

保期に開始された｡」といわれ（西川善介氏,広文社,経済

史入門,林業の項)，その限りにおいては，蕃山の時代に

は，ほんとうの意味での育林，林業経営は存在しなかっ

たとI"､ってよいだろう。

上述のような山林を取り巻く諸情勢の下に，蕃山はそ

の林業観を「集義外書｣，「大学或問｣，「宇佐問答」等の

著作の中で発表した。

蕃山の林業技術論と考えられるものは，彼の林政論の

一部として現われる。

蕃山の林政論は(1)山林の重要性の認識，(2)山林荒廃

論，(3)山林復興論の三部から成り立っている。蕃山の林

業技術論ば，第三の山林復興論の中に示され，それは

(1)木材の伐採停止，(2)造林（杉，桧，松，雑木等）(3)計

画的伐採，以上の三項目に要約される。林業技術を山林

の生産技術と経営技術の二つに分けて考える場合，(1)お

よび(3)ば経営技術，⑫)は生産技術に当たるであろう。

蕃山はまず第一に，「それ山林臓国の本なり｡」蝶義外

雷)，「山川は天下＠本なり｡」存佐問答）と上記の著作の

中で随所に述べている。しかし蕃山は山林の重要性を主

として治山治水の面から認識しており，その経済性は付

随的に取り扱っている。

次に蕃山は当時の山林の荒廃の状況を嘆いて次のよう

に述べている。すなわち，「今は山林つき川沢埋れたる

は五行かけ五臓破れたるがごとし｡」鐸佐問答）と述べ，

さらに「むかしは天下の山を斯のごとくあれざりしゆえ

に，木曽路など通りしに，日の目見ぬ所侍し。吉野熊野

などは大なる深山にてありき｡」（宇佐問答）と往時を回

想している。

蕃山は上述の山林荒廃の原因につき，火災のために土

木建築資材として山林が乱伐され，山林の荒廃を将来し

たことを述べている。（宇佐問答）しかし彼の著作を読む

と次の三項目が特に山林の荒廃の有力な原因としてあげ

られている。

0)製塩,製陶の増加による木材の消雛，@)仏教の興隆
に伴う堂塔建築の増加による木材の消磯，(3)民衆の経済

的困窮と山林の荒廃。第三の民衆の経済的困窮と山林の

荒廃との関係については,｢今明日の食だにともしきもの

ども，何として薪をかひてたくべきか。明日首をきらる

るまでも，今日はいすまでかなはず｡」喋装外譜）と述

べて，蕃山は民衆の経済的困窮を理由に山林盗伐も止む

なくとした。また第二の仏教興隆と山林荒廃の関係は，

「天下の山林の費へ十にして七つ坊主にかかり候・」（宇

佐問答）と仏教の堂塔建築による山林荒廃を非難してい

るが，これは山林問題を通じて彼の排仏思想を述べたと

も考えられる。第一については「集義外番」および「宇

佐問答」において論ぜられている。

蕃山ば山林の重要性を説き，山林の荒廃の状況を蕊え

て，その原因についても考察したが，簸後にこの山林の

復興について述べて､､る。以下蕃山の山林復興論の大要

を述べ，山林復興の方法としてのいわば山林の技術論に

ついて述べることとする。藩山は独自の山林復興論を述

べている。

（第一）まず「乱世に伴う山林復興論」を唱え，「乱世

と成ぬれ鵺軍国の用兵糧に難儀することなれば，家屋

の美堂塔の箸をなすべきちからなし。其の間に山を本の

ごとく繁り，川にむかしのごとく深く成率也｡」（集義外

勤と述べて，舌泄になれば堂塔を始め一般に建築が止

蕊，山林が復興すると考えた。（第二)に「戦国にて昔の

山川とならんは，百五十年，二百年成くし。仁政にては

百年の間に本の山川に帰るべし｡」（大学或問）と説き，

「仁政」は（第一）の方法より復興速やか也と考えた。

（第三）に，蕃山は仁政論を基礎として，山林復興の方

法を山林技術論とも称すべき具体的方法として述べてい，
る。

(1)伐木の停止。蕃山は山林復興の方法として,｢伐木の，

停止」という徹底的方法を採り上げている。伐木の停止

によって起こるいろいろの問題，たとえば杣の問題，一

般農民の燃料問題，山林による租税の処侭，建蕊資材の

供給問題等に対して，彼独自の解決策を述べてい為。そ

の具体策は「大学或問」において述べられているが，紙

面のつごう上省略する。(2)に最も林業技術らしく思われ

る造林についても，山林復興の一方法として取り上げら

れている。

蕃山は「山は雑木にしくはなし」（集義外鋤と述べて

いるが，これは当時にあっては一般民衆は地回りの木材

の使用が妥当とされ，杉桧の使用は考えられなかった。

宮崎安貞も農民の日常の生活に竹木の類の重要性を説い
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ている。(段9健全信〉雑木の造林訟としては，山谷に稗を

掃き，食した烏のおとしにまじった木の実によって造林

する ， ー績の烏による矯種造林をWllr~ している。〈大学或

問〕次に僚の造林については.r舷は浦浜などに相応の木
也。Jc~駐車島外\l})と述べ， むしろ雑木の造林を推奨して

いる。杉桧の造林については.i吉野金剛山，其の他の太

山共の伐あらしたるさ長谷には杉桧の突をまかすべし。」

(大学湖町と述べ，機種造林たるべく簡単に説明して

いる。 (3)に務01は伐木停止，造林とともに立木の適時の

計臨伐採を11lJ，えている。 i時を以てIl.i;休に入の政は今も

行なはれずして不IInJ~也。J cm義外1!:l)と述べているが，
との考えは「詠子」の梁恕王線中の「斧斤以時入山林，

材木不可勝JH也。」からlおていることにまちがし、なし、。

しかし務山はとの方法を形式的に用いず.r其の本あり。
其勢出来て後は，をこなはるベし。J C集益外む〉とし，
.r薪材木をきりて米にかへ，其日其日に妻子を主主ふJcm 
義外~)民衆の生活難を解決して始めて ， 計画的伐採の

型II怨を迷することができるとした。

以上務山の林業鋭術論と称して，まことに要領を得な

い文章をi'f¥，、たが，務iJJは山林の荒廃を憂え，これを回

復する手段としての技術論を唱えたのであり，務山の心

は現在になお生き統けているといえよう。 i山川は天下

の源なり。山又川の本なり，古人の心ありてたて置し山

沢をきりあらし，一旦の利を貧るものは子孫亡るといへ

り。Jc熊沢務111.~~銭外f!l.巻三より〉

た美しいやっこの奈は見られなくなった。森の娘たち

森山のや っこ の自rJIの場がと・こにでもあるようになったからであろ

うが，泌を伏せてつつましやかな美しい娘のやっ こが

苛は庄内(山形県〉では写真のような石仏をどこで みられなくなったのは寂しい。

も見かけたものだ。特に鶴岡の森の山付近が多かった (沼田 立花みよし〉

ょうだ。綴の山は 120mほどで，古くから死震の山と

いわれ，石仏や訟が統き，山で無縁の亡霊につかれる

と意識を失い死んでしまうと信じられていたが，近ご

ろでは人Illlが思くなり死人もとっつきにく くなったた

め，そんな訴は少なくなったと村の人はいう。

森の山の然りを森供誌とし、 う。 旧の八月下旬で，こ

の日は近郷近在の人々が朝陥いうちから続く ，八つの

堂にはロウソタの灯と線香の1mりが立ちこめ，大勢の

(的の読経と道者の念仏の戸がiiiiれまさに荘厳である。
この日には "ゃっこ"と称するにわか乞食が現われ

て，参詣をすませて山を下る人々に米や銭をせびる奇

習がある。ゃっこは年ごろの娘や若妻がなる。もらっ

たものは全部自分のもので.米は嫁入先きに売る。 1

日20kgくらL、はもらえるとしづ。若い女が顔を赤ら

めて恥じらいながらお盆を出すのは風情がある。なぜ

このような風習が生まれたかはつまびらかではない

が，普は農家のBまには休みはなく毎日の苦しい段作業
であった，その労働からの解放と.婚家から余分のづ

使い鍛をもらえなかったかわりに，この日の稼ぎは大

きな魅-カだったと思う。また若い娘には嫁入りの仕度

金にもなったという穏だ。

しかし， 近年では子供たちゃ，恥ずかしさをかくし

(山の

〔皆さんのこの仙 の寄稿をお待ちしております] i 
500字以内の説明に写真を1枚そえて下さい J 一

生 活)一一一一一一一一一一-J
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しかしその後に浮き沈承が承られる。すなわちゆえあ

って任を辞し，民間に下って農業に従事することになっ

たのである。その間実に40年にも及ぶのであるが,「承

ずから心力を尽し手足を労して農事をいとなゑ，試承知

る事多し」と「農業全書」の自序にも番いている。また

その間に諸州を歴遊して，各地の農業の実際を学び，老

農からその経験や知識を吸収して，大きな収穫を得た。

その人となりは謙遜で，才能を誇らず，武士としての

栄達を図るよりも，農民の立場で物を考え，その福利に
心を配ったのであった。

彼は自ら実践するほか，村民を誘導して殖産興業に努

めた実績も大きい。筑前国志摩郡女原村，恰土郡（イト

グン）徳永村（いずれも福岡市西方）に東開（ヒガシビ

ラキ)，西開と称する4町4反8畝の開墾地（後に近村

の人盈は宮崎開という）も彼の力に成ったし，荒地に竹

木を植栽して，森林を造成したところも少なくない。

彼は60才を過ぎたころ，ふたたび黒田侯に召し抱え

られたのであるが，心中常に農事を思い案ずることでは

変わらなかった。そして死の前年の元禄9年に至って，

わが国最初の体系的農書である「農業全書」を完成し

た。わが国農学（林学も含めた広い意味）発達史上，実

に偉大なる足跡を残したのである。

後世江戸時代の3大農学者として，彼とともに佐藤信

淵，大蔵永常の名があげられる。しかし銘記されなけれ

ばならないのは，あとの2人が江戸時代後期の人で，そ

の仕事は主として19世紀になされたのに対し，安貞は

すでに前期にその大業を成し逐げたことである。17世紀

末にはこの世にいなかった人である。

彼の生涯の大半は筑前国で送られたことになる。元禄

10年7月23日（1697年)，彼は病のため没した。行年

75才。「真如院休閑清道居士」と，女原にある墓碑の表
面に刻まれている。
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宮崎安貞といえば｢幾業全書」が浮かんでくるし,「農
業全書」は宮崎安貞の代名詞のようなものである。その
「農業全書」がわれわれの身近に参照できるのは，岩波

文庫版の土屋喬雄校訂「農業全書」（昭和11年）のおか
げであろう。

日本経済史の土屋博士は，昭和10年の初夏，福岡市西

方約10kmの周船寺村（スセンジムラ）女原（ミョウバ

ル）という片田舎に，宮崎安貞の墓に詣で，またほど近

くにある大頌徳碑を仰いだ。彼はそのことを同書の「解

説」に書いている。実はわたくしも昭和18年の晩秋，

徳川宗敬先生のお供をして宮崎安貞の墓前にぬかずい

た。その27年前のことを，この稿をしたためるに当た

って，なつかしく思い出すのである。

土屋博士をして「わたくしは深き尊敬の念を抱いてい

る」（同書）といわせ，また「わが国農学の最高峯」（古

島敏雄「日本農学史」第1巻）とも称される宮崎安貞で

あるから，彼の生涯とその業繊についての史資料も，決

して少ないとはいえないようである。ここにはなるべく

その林業的な部分に璽み、をおいて紹介する。恒例に従っ

て，その略歴から述べることにしよう。

J－

2「農業全書」

「農業全書」はさきにも述べたように，いわば宮崎安

貞の凝縮したものである。本書が出た背景として三つの

ことにふれておく必要がある。

1）徳川300年の基礎も固まり，世は泰平ムード，都

市には貨幣経済が発展し，武士階級の華美化と商人階級

の進出とが目立ってきた。しかし農村にはそのような社

会を十分にささえるにたる技術の進歩も，生産力の目ぽ

しい増大もなかった。農民は貢納に苦しゑながらも，一

方ではジリジリとやってくる貨幣経済の浸透と戦わねば

ならなかった。農民は疲弊し，農村は衰微の傾向にあっ

たのである。

す

1略歴

宮崎家は，広島藩の浅野氏に仕えて200石を領してい

た。安貞（ヤスサダ）は山奉行宮崎儀右術門の次男とし

て，1623（元和9）年広島に生まれている。通称を文太
夫という。

父はあることによって家禄を失った。安貞は筑前国に

来て，福岡藩主黒田忠之挺仕え，広島におけると同じ禄

高200石をはむことになる。時に25才であった。
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貝原益軒をして「此の書の本邦におけるや，古来絶えて

無くして今始めて在るものなり」と激賞させ，水戸光圀

に「是人生不可一日無之之書也」といわせた。

こうして本書はその内容の卓越性と有用性から，江戸

時代を通じて200年近くも広く読まれ，佐藤信淵も大蔵

永常も，その影響を受けることになるのである。

ただ注意したいのは，安貞の遊歴したのは，「山陽道

より始め，議内，伊勢，紀州の諸国」と「農業全書」の

「凡例」にもあるように，東日本には及んでいないらし

いことである。その集録する作目の数やその耕種栽培の

方法の点で，若干東国，寒国に手薄なところもあるので

はないかと思われる。「凡例」のなかにも「或は国によ

り所により気運たがひ地味ことなりというとも，必ず十

にして七八はあたらずといふ事なからんか」という一節

がある。しかし山林のことでは別に差しつかえもないよ

うである。

彼は「農は天下の大本なり」を信条とし，物資の自給

のためには「農術を知りて農功を勤む」ることが肝要で

あるとした。そのために一般農民に理解しうる幾番の出

版を思いたったのである。童た農業技術の指導，向上を

通じて，農民の経済生活の改善を図ろうとしたのであ

る。

2）安貞はまた，中国の災密をひもとき，本草方面を

研究したのであるが,そこで「艇政全識」（90巻)を閲読

することになった。この本は明（ミン）の徐光啓（1562

～1633）の著になるもので，明代の農業および農家を研

究するうえの重要な史料とされる。彼が中国の典籍に

親し承，特にこの「農政全書」に接したことは，まとま

った農書とて皆無であった当時の日本の実情に照らし，

「農業全書」刊行への大きな刺激になったものと考えら

れる。

3）安貞の親友に貝原楽軒磁軒の兄）がいたことも

大いに幸いした。元来安貞は，必ずしも文錐に巧みで書

くことを得意とするというタイプではなかったようであ

る。だから「農業全書」は，確かに大著には違いない

が，彼にとって唯一の書であり，しかもギリギリ晩年の

書である。

ｌ
》

－

3「山林之総論」

「艇業全書」全10巻のうち林業に関しては，童ず｢巻

之一農事総論」の最後に「山林之総論第十」がある。

この部分ほあまり長くない。森林立地論から説いてい

《
。

楽軒は'安貞が耕種育林牧畜にわたって詳述した全10るが，「凡木をうゆる所は深山幽谷の土地厚く深く，尤
巻に’数回にわたって添削をほどこし，また付録1巻を肥えたるをよしとす。高き岡は是に次げり｡」というよ
書いて全11巻とした。またそれに，楽軒の長子で益軒うに，森林の立地としては平地や平原をあまり賞めてい
の養子になった貝原好古が，最後に「後序」を添えたうない。その代わり山地の傾斜の緩急陣問題にしない。ま
えで,元禄10年に出版されたのである。そんな訳で，た人里遠い山に雑木ばかり立てておくよりも，有用樹木
安貞の成稿憾元録9年であったけれども，同10年の逝を植えておいた方がよい。川流しで運送もできることで
去のときにはまだ出版が間に合わなかったのではないかあるからと，今でいう林種転換の要を力説する。「民富
といわれている。象国ゆたかなるはかりごと，田畠に続きて山林を専らに
さて以上のような背景から「農業全番」は生まれた。すべしと見えたり」という考え方が基本になっているの
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である。

杉，桧，松，桐，カシそのほか太りやすい木を肥地に

植えておけば，10年内外で必ず小材にはなる。薪にする

雑木は4～5年で用に立つなどといっている。やはり暖
地が標準のように思われる。

屋敷林にも言及するが，山中に穀物を作っても鹿や鳥
に食われてしまうことが多いから，土地をよく見て，四

木などを初めとして利の多い草木を植えるようにと勧め
ている。四木とは，桑，漆，茶，楮である。

4儲木の類」

これは「農業全書巻之九」の題名である。稲にはじま

る巻之二から，延々 百以上の作目を解説したあと，ここ
でいよいよ林業各論に入るのである。

最初にあげられているのが「松」である。その訳は

l｢松は百木の長とて，木偏(ヘン）に公の字を書きたり」
とあるので分ろう。松の特質，造林法を述べ，切り倒し
て久しくおくと夏に必ず虫がつくから，皮を剥いでおく
ようにと注意する。しかし田畠に近く植えておくと，「落
葉田畠に入り，松の雫落ちかかれば，土地たちまち涛す
る物なり」などとも書いている。

しかし2番目に，何といっても「杉は諸木に勝れたる

良木なり」という。また｢国所に良材多しといへども,杉
絵にまさる木なし」ともいう。種子をとって苗を作り，
林を仕立てていく方法を書いているが，特にさし木につ
いて詳しく，その穂ごしらえからさし方など解説する。
なお種子の選択の重要性を述べているが，よい種子の
出る所として,上野,丹波,吉野などをあげているのは当
時すでにそのあたりに杉の美林があったことを物語る。
次に「桧，是杉にをとらぬ良木なり。その性強くして

他木の及ぶ所にあらず」とある。「さし木の法杉に同じ」
はわかるとして，「杉よりは盛長早く．…農とあるのは，
､､ささか解しかねる。
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そのほかに登場する樹木は，桐，しゅろ，橿（カシ)，

椎，桜，柳，はんのき，竹などである。柳を「大木とな

りては棟梁ともなる物あり」として，その植え方まで書

いている。

また生垣を作る方法，育林一般の細かい技術などに説

き及ぶが，特に接木については十二分のうん蓄を傾けて
いる。

5「四木之類」陣木之類」など

安貞が主要林木と考えたのは以上のとおりであるが，

特用樹種，特用林産にわたるものとして，巻之七の「四

木之類」の楮や漆，巻之八の「菓木之類」の栗,銀杏,榧

（カヤ)，楊梅（ヤマモモ）など少なからずとり上げられ

ている。童た他の個所では山菜や薬草類など，山林の副

産物と考えられるものにも及んでいる。しかし一方油

桐，はぜの木やシイタケのようなものには手が届かなか

ったようである。

以上安貞が説くところは,林業に関しても,為政者の政

策理想とか経営計画の理論といったものではなく，きわ

めて具体的であり実践的である。また文章表現について

も「衆民のさとしやすからん事を思い，皆俗語にうつせ

り」としている。しかし当時は文盲が多く，また出版事

情その他からして，本書が各農家にまで行きわたったと

は考えられない。ただ指導層の人たちへのまことによき

指針となり，やがて末端にも浸透していったであろう。

徳川宗敬氏の箸「江戸時代に於ける造林技術の史的研

究」が多くの資料を「農業全書」に求め，狩野亨二氏の

「江戸時代の林業思想」が，宮崎安貞を第一番にとりあ

げたこともゆえなしとしない。わたくしも1967年アメ

リカのアカデミック・プレス社から出した共著本の中の

「東アジア林業林学発展小史」（英文）に，宮崎安貞を

紹介しておいた。

宮崎安貞翁が逝って，はや273年になる。

募集･oDIllll'00卿lO'00IUO$jIDO110011$Qmlll600118110'0011I11'0ollllll!O'111111dill
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員
の投稿によって誌面が賑うことを期待しております。

函技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか
りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表ほなるべく
省いて下さい。〔400字詰原稿用紙'5枚以内（刷り上がり3ページ以内)〕
‘園林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に
ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

〔400字詰原稿用紙10枚（刷り上がり2ページ)〕
口上記についての投稿は会員に限り重す。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
’口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名および職名（または勤務先）を明記して下さい。
口原稿の採否，掲載の時期については，編集室にお任かせ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲戦できませ
んので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。
口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。
口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
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近代林業の先覚者・その一生と技術的業績

察 温

天野鉄夫

(元・琉球政府林務課長）

1はじめに
し.kうしようけん

琉球の歴史上，向象賢羽地朝秀・察温・宜湾朝保

を三大政治家といい，教育界の偉人程順則，産業界の恩

人儀間真常を加えて，琉球の五偉人といわれている。

琉球が慶長14年（1609）薩摩に敗れたことは，実に

未曽有の大打撃であった。そのため，財政・経済が逼迫

し，民心も極度に萎縮し，政治・経済の根本的立て直し

が必要であった｡その基礎工作,「いわゆる琉球に黄金の
たが

蕊をはめる」ために登場したのが敗戦後56年（1666）に

摂政になった向象賢羽地朝秀であり，向象賢が築いた基

盤の上に陽明学派の実学を応用し，あらゆる対策を講

じ，その大成を図った人物が向象畳の没後53年（172の

目に三司官腱任ぜられ，引き続き25年間も尚敬王（在

位1713～1751）を補佐した蕊温である。

尚敬王の時代は，今から約500年前，海外貿易による

富の蓄積によって栄えた尚真王C在位1477～1526）時代

に次ぐ第二黄金時代といわれている。程順則・玉城朝薫

（組踊りの創始者）・股元良（有名な画家）・平敷屋朝敏

（文学者)・恩納ナベ（女詩人）などの人物が輩出し，

琉球史上にさん然と文化が輝いた時代である。その時代

を代表する偉大な人物が蕊温であった。

さいをん

2藥温の略歴

薬温（1682～1761）は，具志頭親方文若と称し，琉球

王庁の外国との往復文書の作成，通訳あるいは海外交通

の案内などのために，1392年中国の福州から帰化した蕊

氏の後畜で,天和2年(1682〕9月25日那覇久米村に生ま

れた｡父は,中山世譜や歴代宝案を編集した蕊鐸である。

藥温は27才の時，中国福州へ渡り，29才の時帰国し

た。福州に滞在中，陽明学者から，文章がいかに上手で

も，書物をいくらたくさん読んでも，実際に世の中のた

めになることを窮めなければ，無学と同じでなんにも役

に立たないというようなことを教わり，それ以後人生観

を一変させられ，河川の改修や殖産興業というような実

学を修め，その後の琉球経営に大変役立つこ・ととなつ
しふ

た。30才の時，世子尚敬の師伝となり，尚敬の即位とと

もに政務の後見役となり，その間，非凡なる政治的才能

を発揮し，釘才のとき三司官に任ぜられた。Ⅳ51年に尚
こうきよ

敬王が蕊去されたので，その翌年71才で三司官を辞し，

政務の第一線より引退したが，なお間接的に政務に参与

し，宝歴11年（1761）12月29日80才で逝去した。

当時は，中国・薩摩の強大な両国にはさまれた両属時

代で，政治の困難さを，察温は「政治とは朽ちた手綱で

暴れ馬を走らせるようなものだ」と表現している。この

ようにむずかしい政治を，禦温は若い時代に学んだ朱子

学（儒舗の学理と陽明学の実学を麩にして，政治・教

育・経済・産業等にあらゆる施策を行なって，王庁の安

泰と民生の安定を図った。その大政治家としての菜繊の

大項をあげると次のとおりである。

1琉球の現状を検討分析し，長期的な視野で王庁の

安泰と民生の安定方法を広く全人民に周知させたこと。

2中国および薩摩とのむずかしい交渉の中で琉球の

立場を保持して行なったこと。

3自由企業の原則を応用して首里・那覇の商工業を

興したこと。

4河川の改修，かんがい施設・港湾の整備ならびに

国士保全事業を実施したこと。

5農林業の基本方針を示し，幾業の発達と林業の保

護育成を図ったこと。

蒙温は学識深く，経験豊富で，文才もあったため，次

のようなたくさんの著述を残し，後世まで諸施策の参考

として広く用いられた。

1図治要覧2要務彙編3実学真秘4治家捷径

5居家必覧6簔翁片言7醒夢要論8客間録9

－言録10家言録11山林真秘12独物語13家内物

語14自叙伝15教条16艇務帳17俗習要諭18林

政八書

薬温以後その政策が継承され，3人の三司官に蕊温の

遣策をも加え4人の三司官がいたといわれている。

3林業の技術的業績

琉球における造林は，文亀元年（1501）円覚寺建立に

零カットは1951年2月19日植樹祭のおり発行された察温記
念切手
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際し琉球松1,000株を植栽したことが初めであるといわ

れ，総山奉行（最高森林行政官）が置かれたのが寛永5

年(1628)であった。向象賢の時代(1666年ごろ）に至つ

て森林に関する令達が発布されるようになったが，国土

計画の一環として積極的に森林の保誰育成のため強力な

政策が実施され，森林・林業を林政。林業技術的に取り

扱ったのは蕊温の時代からであった。その内容は，「林

政八書」を主とし，「山林真秘」・「独物語」に示されて

いる。「林政八書」には次のような規程がある。

径木が必要である。木材が不足すると，やむなく薩摩に

発注しなければならず，高い木材代と高い運賀を支払

い，そのため王庁の財政と人民の生活が困窮することは

決定的である。」と，孤島琉球における木材の必要性と

財政・経済的見地から林業の重要性を述べている。さら

に「独物語」に「国土経営は前もって万事企画しておか

なければならないことが多い｡」と述べ，その一説項と

して「琉球は大海の中に孤立しているから，台風や干害

を防ぐ手段を識じておかなければならない｡」といい，

国土保全の面からも防風林や水源林等の重要性を力説し

ている。

蕊温は，以上のように林業の重要性を猫感した結果，

前述の諸規程を制定発布したのである。

林業経営の基本方針として「杣山惣計條を」・｢独物

語」に次のような地域別（島別）森林造成方針が示され
ている。

一､､沖縄本島（国頭・中頭）は，人民の需要ならびに

王城の改築や貿易船の建造に要する用材を生産しなけれ

ばならないから，特に森林の保謹育成には力を入れなけ

ればならない。

一、粟国島・渡名喜島・伊江島は山林が少ないから，

沖綱本島から用材を供給する。

一、伊平屋島・久米島・慶良間島は，山林があるか

ら，大いに努力して造林し，自給自足を図らなければな

らない。

一、宮古島は，これまで山林の区別がなかったが，現

に広大な原野があるので，今から造林地を設定して，大

いに造林を奨励すること。

一、八重山は，人口が少ないうえに広大な山林を有す

るので，自給はできるが，将来必ず沖縄本島の不足をき

たす陶醐がくるので，同島内で供給して余りは沖縄本島

の補給材にする必要があるから,-1-分森林の保謹育成に

努めなければならない。

このような方針は，蕊温が初めて策定し実施したもの

で，後世室で長く守られ，宮古島でばその遺制として広
おおの

大な大野山林が大東亜戦争当時まで残っていた。

蕊温は，林政上多くの業斌を残しているが，これを詳

述することをはぶいて，林業技術上とくにどういう業縦

があったかについて「林政八番」を基にして述べて承た

い◎

まず「杣山法式帳」に"杣山見様之副I平〃という題目で，

森林立地の鑑定心得ともいうべき蕊項が令達されてい

る。その大要は次のとおりである。

杣山注1）法式帳元文2年（1737）制定
森林立地鑑定心得,森林の育成方法林相の遠方からの見
方の3編（28項）からなる。

山奉行所注2)規摸帳元文2年（1737）制定
森林行政庁の職務規定，杣山の管理方法・罰則の31項から
なる。

杣山法式仕次延享4年（1747）制定

杣山法式帳の追加ともいうべきもので，造林樹種の取り扱
いについて示し，18項からなる。

樹木播植方法延享4年（1747）示達

スギ。支那油桐･琉球松・沖繩ガシ．イヌマキ・モツコク

・イジュ．竹の造林方法,荒廃林ならびに広天な原野の造
林方法等30項からなる。

杣山惣計條為寛延元年（1748）

杣山の重要性と基本方針等8項からなる。
山奉行所規模仕次帳宝歴元年（1751）制定

山奉行所規模帳に罰則規定を追加したもので，13項からな
る。

山奉行所公割罐宝歴元年(175D制定

山奉行以下の森林吏員の定員およびその権限，山林の管理
等87項からなる。

御差図扣明治2年（1869）示達

森林関係の令達集で14項からなる。

曲

／

一

1

一
・

前述の「林政八書」のうち，前七つの規程は蕊温時代

に制定。実施され，明治12年（1879）の廃藩置県まで

その方針が継承された。明治18年（1885）に最後の

「御差図扣」を加えて「林政八書」と題し，一冊にまと

められた。明治30年代までは「林政八書」にそって森
林の保護管理が行なわれた。

蕊温ばなぜ林業に最も力を注いだか。「独物語」・「杣

山惣計條灸」で，「衣食は年為各自の働きで需要を満た

すことができる。現在20万の人口が将来30万．40万

に増えても，耕作法を改善し精出せば，その不足をきた

す心配はない。しかし樹木は農作物と異なり，数十年の

後でなければ用材として役に立たない。特に大径木は

70～80年あるいぼ100年の長年月を要するのである。こ

れから家普請．船作り・器具材の用途は増える一方であ

る。特に王城の改築や中国貿易船の建造にはぜひとも大

！

そ叢やま

注1)杣山とは王庁が悩理した森林のこと
性2）山奉行所とは森林行政庁のこと
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位

車

「造林地を地形（傾斜）上より，峰地・嶺地・潤地の

三つに区分し，嶺地を1等地とし，峰地は2等地，潤地
ぼおご

ほ3等地とした。さらに地形によるこの区分に，抱護

注3)．対時注4)．祖山注4)．相対時注4)の森林保護の役目

を果たす山々の配置を加味して，3区分を各灸上敷・中

敷・下敷と9段階に分けている。（この分け方を徳川宗

敬博士の著書を基にしてわかりやすく説明すると次のと

おりである)。

｜#…#識識驚鴬嶺地

｜撫灘灘
(約45･未満）

】等地

擬鰯･-‘簑蕊:M蔑驫"笙襲峰

蝋::二墓熱麓愚隷髄《鱗“
(約65。~4
2等

瀞『潤
3等

抱護の山が左右より入り合った所を〃抱誰之閉〃とい

うが，そこは台風に弱く，十分植樹してうっ閉を保たし

めないと林内の湿度・温度・光線の均衡が破れ，樹木は

次第に枯損し，全山林におよびついに荒廃林になる。そ

れで抱護の閉口は林業家の最も留意すべきところであ

る。さらに樹木は農作物と異なり，土壌の肥涛よりも山

の地形を検討することが必要である。樹木には日当たり

を好む陽樹があり，あまり日光を好董ない陰樹もある。

したがって造林に際しては，樹木の特質を考慮して混交

林を造り，密植することがよい。大木よりも小木で素生

のよい林分は繁盛の徴であるが，これに反し小木で素生

の悪い林分は荒廃の徴である。さらに抱護の山は堅く密

閉された所が最上で，東東南・西西北・北北東・南南西

の方向に台風の吹き抜ける所があるとこれを"四維の病〃

といってとうてい樹木は生育しない｡」と述べている。

年数回の台風・潮害や毎年の季節風に悩まされている

孤島琉球の立地より生糸出された森林保護育成上の基本

的事項が述べられている。

山地の傾斜・地形に抱護・対時等を配慮して造林地を

区分するということは，実に蕊温の実地調査の結果生じ

た卓見で，蕊温時代から現在までも継承されている森林

立地学上の林業技術である。

蕊温時代の林業技術を，徳川博士は江戸時代の諸藩に

おける造林技術との比較において幾多の蝋項を引用し，

多くの意見を述べられたが，〃杣山見様之郡〃にふれて，

「蕊温は江戸時代中期の初めのころ既に植立地選定に当

って，その山の地形に着眼したのである」といい，さら

に「既に中期（徳川の）に於て植立地選定の条件として

叙上の如き立地学的観察が琉球のやうな孤島においてな

されて居ったことは造林技術史上特記すべきものであっ

て，爾後に於ても此の如き傾斜度に関する資料は殆ど何

処にも見当らないのである」と賞讃された。

寺崎渡博士は「高山地帯の森林施業概説」において，

「地貌によって林相に相当の影響がある事が知れる。此

の如き逮ひのある事は，既に1737年に，琉球の林業先

覚者の蕊文若氏が之を高調し，琉球の林業指導原則とし

て採用して居る，（中略)，筆者は蕊文若氏の卓見に今更

ながら追従しなければならなくなったのである｡」とし，

「杣山法式帳」中の〃杣山見様之事〃（1～16項).の全文

を掲げ，次に．｢上記の記事を玩味せぱ，蕊文若氏は，恐

らく森林生態学的素要あって，之に立脚して森林立地学

的に，森林施業法を説明しているものと調うも，決して

過言ではあるまいと思ふ，しかも，其の森林立地学的所

説たるや，筆者の見開せる範囲内では，恐らく森林立地

学者，紗なくとも，独逸式の学者の，未だ述べざる所で

はあるまいかと思う」と述べ，さらに「局部地形の類

別と，そこの林の収穫学的所見と，その林に対する取り

扱いに関する所見とに至っては，筆者未だ薬文若氏以外

に，これを聞知しないのである｡」と蕊温の学門的業績

を絶讃している。

山奉行は，山林を巡視する時いちいち実地に踏査でき

ない場合もあるので，目的の森林を遠望して，その林相

の見分け方を「杣山法式帳」に〃遠山見様之事〃（20～

26頁）として「第1図のように樹木の梢がよく整って筆

尖状になっている林相は幼齢林である。第2図のように

龍球状になり，樹形がほぼ定った林相は成長盛んな林分

である。第3図のように，魚鱗状になっている林相は盛

りきわまった林分である。第4図のように，ところどこ

ろ魚鱗状が脱けたように見える所は伐採した跡である。

第5図のように樹枝が見える林相は，良木がなお残って

注3）抱護とは，林内の湿度・温度・光線の均衡を保ち，か
つ防風・防潮の役目を果たしている林地の周囲にあって，
林分を保護するものを意味し，それが山の場合は抱謹の山

といい，林分の場合は抱護林といい防風林に相当する。
注4）対時とは嶺地の前にある高山をいい，祖山とは徹地の
後にある高山をいい，相対時とは徹地の左右に相対してい
る高山をいう。実際上は三者がそろった理想の山形はほと
んどなb､。
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いるが大径木は伐採された林分である。第6図のよう

に，枯枝・曲技が多い林相は，良木まれで荒廃林へと移

行する林分である。第7図のように枯れた枝が見える林

相は荒廃林分である。第8図のように，樹木の枝菜とス

スキ等が生えている所は，森林ではなく薮山である。」

のごとく素人にもわかるように図説されている。

1

第9図

4～5間にすること。チガヤの繁茂した所は，抱護帯を

2尺ぐらい残し，林地の径を1間ぐらいにすること｡」

と指示されている。

以上蕊温時代の林業技術を重点的に取り上げて述べた

が，そのうちの〃杣山見様之事〃は，徳川・寺崎両博士

が賞讃したとおり森林立地学上，他に例を見ない卓見で

あり，筆者も林業技術に及ぼした蕊温の功紙を高く評価

するものである。

薬温は，琉球の自然的・地理的・経済的条件に立脚

し，森林の保護育成の必要僅を十分認識のうえ，森林行

政機構の整備，林業の基本方針，森林立地の見方，造林

方法および林木の利用方法，森林の施業方法，保謹樹な

らびに伐採禁止木の指定，森林刑罰等の諸規程を制定発

布して，強力にその施策を実施したのである。その施策

の実施に当たって，違反者に対する罰則の一つとして

「山奉行所規摸帳」第11項に，「大船の帆柱になる木を

盗伐した者は島流しの刑にする。ただし担当区の森林吏

員は寺に20日間監禁したうえ罰金50貫文を科する｡」

と，苛酷窮まるものであるが，国土保全と木材の自給自

足という見地からぜひもないことであった。林業技術の

組象立ても，大海中の孤島琉球の島令を，台風等の気象

災害から守ることと，当時としては他地域から補給困難

な用材の需要を満たすという，血の出るような苦しみの

中から生まれたものであり，そのため他地域では生承出

すことができなかった技術を孤島琉球で紐承立てられた

ものと考えられる。

蕊温時代の制度・技術は，琉球の立地条件に即したも

のであったため，明治中期まで継承され，その技術の骨

子は現在までも踏襲されている‘のである。その結果，今

世紀初頭まで琉球の島盈は，海岸線は防風林に守られ，

道路並木が青凌と連なり，山は樹木がうっそうと茂り，

全島緑に包まれたのどかな島,々であった。これすなわ

一

撫薊 縦節

声
岡
｝

第1図～第8図

さらに同書（杣山養生之事第18項）ならびに「山奉

行所公事帳」（5項）等に，シイ・カシ類を中心とした

天然混交林における択伐作業林地保育の一般的原則とし

て，「防風林ならびに風当たりの激しい場所の樹木は特

誕保護すること。素生のよい樹木は小木であっても保謹

し，素生の悪い樹木および倒木・伐木の枝条等は早目に

切り除いて，小木の生育を助けること。しかし，素生の

悪い樹木の多い林分でも一度にたくさん伐採すると，植

生の均衡を破壊するおそれがあるから，その緩急を考慮

すること。素生のよい樹木でもすり合うような場合なら

びに小径木を被圧する大木の枝は切り除くこと｡」と指

示している。

「樹木播植方法には，スギ・支那油桐・琉球松・琉球

ガシ・イヌマキ・モッコク・イジュ・マダケの造林方法

が組拳立てられ，さらに同書20項に荒廃林分の施業方

法として「樹勢が衰退した荒廃林分は魚鱗形（第9図）

漣抱護帯を残して，他はすべて伐採して適木を植栽する

ならば，環境がよくなり，樹木の生育がよくなる｡」と

いい，同書21～22項に広い原野内の植林法として「5

～6尺ぐらいの高さのススキ原は，ススキそのものが抱

謹となるから，幅3尺ぐらい抱護帯を残し，林地の径を

《
』
。

廿
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ち,薬温が残した制度,技術のたまものであると考える。

4おわりに

蕊温は，琉球における古今独歩の大政治家といわれ，

あらゆる分野に業績を残し，その遺制は後世まで受け継

がれてきた。

蕊温の業績は，今世紀において特に高く評価されて，

大正天皇の御即位の御大典に際し，内閣より向象賢・宜

湾朝保とともに琉球で初めて正五位を追贈された。ま

た，県民の産業の恩人に対する感謝の現われとして，昭

和12年11月10日薬温・儀間真常・野国総管を祭神と

する「世持神社」が建立された。

戦前，琉球が政治・経済等各分野において，行き詰ま

り，〃蘇鉄地獄の琉球〃または"瀕死の琉球〃といわれた

崎期に，なんとかその打開策を講じなければならないと

いう気運が高まり，端的に"蕊温に還れ"〃仰げ蕊温〃と

いう合い言葉さえ生まれたのである。

大東亜戦争漣おいて，琉球の大部分は一木一草も残さ

ないほどの戦災をこうむり，それに加えて戦後の乱伐に

より山は荒廃した。焦土から始まった琉球の林業は，

1950年苗畑設置に際し〃蕊温苗圃〃と名付け，1951年

植樹祭のおりに〃薬温記念切手〃を発行し，政府は林業

関係の刊行物に〃蕊温叢書〃と銘打っている。蕊温の没

後200年を経た今日でも，県民の心に薬温を追蕪する情

が残っているのである。

I
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曾根原六蔵言"ｰ

三
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－庄内砂丘砂防林史より－

曽根原六蔵の業績

飽海郡西浜一帯の地，現在，国道7号線が秋田に通じ．

ている日本海沿いは，みごとな松林になっている。寛文

年間には暴風のたびごとに,飛砂の害はひどく，田畑の作

物は育たず，農民の難苦は想像できぬくらいであった｡‘

付近の聚落は亡村ともなるありさまといわれている。こ

れを見た曽根原六蔵は，私費を投じて西浜山植林を図り

たいと藩庁に願い出た。時に安永9年(1780),年37才

の時である。

さてその曽根原家であるが，もともとは名家であった

らしく，酒田の中町に住し酒造を業としていた。六蔵の，

父ば正助といい寛文年間に死したが，遺志を受け継いで

西浜一帯の砂防事業に従事することを決意した。そして

安永8年（1779）11月，酒田中町の居屋敷，住居，およ

び土蔵二つ，酒造道具類を末家庄右エ門に百三十両で譲

渡し，遊佐郷下江地村大宮田村肝煎六郎右エ門方に身を

寄せ，藤崎村から吹浦室での間を調査し，翌9年2月意

見書を江地組大庄屋石山平内に提出した。

六蔵の植え付けは菅野谷地蟻塚から吉出川筋の地へ始

められた。

三
三

三
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酒井忠治言

一
一
一
一
百
一
一
一
一
一
一
一
壷
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
一
一
一
一
一
一
一
・
一

8

一

三 三

言 （鶴岡市・致道博物館）舅
＝ 二言

罰ⅡI肌II1lIl肌11ⅡlIl01IIII111iIⅢ111111Ⅱ11川lII1Iｳ01川III11III11川lllil'illllIIIoIIIIIIIllllllll'1lilllinllllll''llllllO'IE

庄内砂丘は鶴岡市大字加茂から遊佐町に沿う日本海岸

延長約40kmにおよぶ。この砂丘における被害は，江

戸時代から地元民が悩まされ，その砂防林の植え付けに

は，庄内藩の援助もあって，酒田。本間光丘，坂野辺・

佐藤太郎左エ門，藤崎・佐藤藤蔵，西荒瀬・堀善蔵，

それに酒田。曽根原六蔵等の人為が身命をなげうって植

林に従事したのである。 乍恐以口上書申上侯

今度吉出川水吐不宜候付菅野谷地蟻塚と申所より新ﾉ1M

卸

十頭騨工
齢両tx顕騨l+云麓凶型

一

繋半f
《羊斗羊浮蔀乎
時や半等fW竿拳
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堀切被仰付被下腫度旨，北目組並水下吹浦村に而奉願候

由処，拙者植付御預地之内堀割不仕候ては川筋難渋相成

候に休植付地林之内嚥迷惑に可有之候得共願方村を申

合川敷地替可指巡候間新川為堀呉候様厚頼申聞候右場所

は廿八年以前引越の節植付始の場所にて当時繁茂就中成

木仕実生木木苗配場し仕腫迷惑至極一中略一右場所新川

に相成候而は木苗場所に差間候間地替申受度奉願候名子

､共之門細1Iに掛而屋敷替仕候者も御座候云点

安永9年春，直ちに近くの者を集め，飯料，小屋掛代

遼給し，その上手当を与えて植え付けに着手し，茶萸，

合歓木十万本を所盈に手ずるを求めて買い入れ，植え付

けを試承たが，暴風のために飛散してこの砂漠と化すあ

りさまであった。

六蔵は海風が吹けば，夜でも起き出て神に祈り，あく

瀧でも初一念を貫徹せんと志した。それより両三年，よ

･うやく草木の根付いたのを見て，餐垣を延長し，能登国

‘より黒松の種子一斗，合歓木の実二斗ずつを十カ年間取

'り寄せて蒔き付け，合歓木は高さ4尺の時砂地に，松は

。尺4寸～1尺5寸で草生地に植え付けることにした。

,こうして安永9年（1780）から寛政元年（1789）の10カ

年間，

諸木総数582,175本

内257,975〃合歓木

〃193,150〃茱萸

〃113,000〃藤（天明2年より植え付け〕”

"20,050〃松（天明3年より〃）

この間，天明5年（1785）には，郡奉行の命によって

植え付け状況を報告している。

覚

一．本数弐十七万七千九百弐拾五本子年より辰年迄

植付木（安永9～天明4）

外四万本当年植付申候

但長千四百間幅六百間の場所植付申候

右之通六年以前子年より只今迄植付申候植木

員数書上申候

巳八月（天明5年）六蔵

石山平内殿

寛政元年（1789)，家老水野内職丞，郡代中田七郎兵

エ，郡奉行大瀬元右エ門らは，その植え付け場を見分，

功を賞して米5俵を与えた。しかし当時はまだ全般の植

え付けが行き届かず，ことに藤崎村植え付け場はずれか

ら二千間ほどの場所を藩庁では，何とか5カ年中に全部

植え付けするようにと大庄屋を通して仰せ付けたが，相

談の結果，1カ年米10表ずつの御手擬を頂きたいと願

い出たので，藩庁は出精を励ますため5カ年銭50貫文

ずつを助成することにした。（50貫文は，大体8両2歩

に相当し，米20俵の価になる）

そして藤崎村には諸木が植え付けられ，六蔵は吹浦渡

場向から植え付けたので砂防は次第に効果が見られるよ

うになった。ただ藤崎村植え付け場はずれから丸子村西

向まで約820間ほどのところ十分でなかったので，寛政

9年（1797）2月，江地組村を肝煎，大組頭連名で，

植え付け巧者の者5，6軒見立てその場所に住居させ植

え付けさせたい。このことは自分らだけでなく，宮野内

組の村凌も大助かりであるし，六蔵も十分力添えする了

解をえていると大庄屋川俣治五兵エに依頼した。間もな

く藩庁の許も得，藤崎村伝吉，八助，半七，大宮間村六

兵エ，善助，五平の六人が新植付人として仰せ付けられ

た。そして寛政11年(1799)彼らの願によって丸子村分

の未植地全部を任せられ，西口二重擬垣の見職もりを承

認してもらい，家作に際しても藤崎村の例にならって，

松木，ならびに建築饗，飯料米，苗木代の助成を得て，

植え付けに着手した。

新植付六人の者江松木被下事

一．松木六十本元口廻二尺五寸より七寸迄

一人に付十本づつ

一．金二十八両二歩一人に付四両二歩づつ

覚

一．米三十俵飯料米一人五俵宛

t
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一．銭九十貫文木苗代一人に付十五貫文づつ

右之通年を被下置候

寛政十一未年より十ケ年間右の通被下置候

筈にて引越同一'一二申年引越申候

六蔵を中心とする菅野の植え付けは，長い間の経験と

熱意により，また藩庁の援助によって，ようやく砂除成

就の曙光も見え，郡代白井矢太夫から村銘願の内意もあ

った。これは六蔵が酒田の地を離れて遊佐郷大宮田村六

郎右エ門に引き移ってから24年目の享和2年（1801）

である。

この時，江地組大庄屋今野喜七から村銘願の覚書が出

されたが，当時の植え付け状況を知る好資料であるので

次に掲げて置く。

覚

．支配地形の内西浜山先年砂吹敷船通者勿論御田畑共一

門の砂埋水湛と相成無拠其節三組掛御普請被仰付年禽毎

iこ取防候得共如何共難得処二十三年以前六蔵儀酒田より

居家引越共上名子三軒自分物入以仕立右場所へ樹木植付

致出糖候二付当時格別長茂仕連を名子数相増六蔵共都合

九軒の居家結藤崎同容の村立相成申候依之飴通又は御田

地畑を左迄の憂無御座候是等の儀も畢寛六蔵無比類出精

故と奉存候殊に六蔵儀も二十年余の長病にて露命の程も

難計奉存候何卒以御憐慰六蔵奉願村銘今般被仰付被下置

度奉存候様奉願候通被仰付被下置候はば此上出精為仕度

奉存候何分宜御沙汰被成下度奉存候為其以覚書申上げ候

以上

戊二月（享和2年）

御郡奉行所今野喜七

御代官所

そして同年3月7日「菅野村と新村銘被仰付猶亦植付

畿精仕候様仰渡候」と藩庁の正式の許可があり，なお，

篭え付け地を永御預け申付称誉として西浜山植え付け人

に任命し御普請米の中から年燕米5俵と，苗字，帯刀を

賜わったのである。この永御預地となった面積は，明治

14年に，東京山林共進会出品録によれば，山林反別244

町余という広大なものであった。六蔵は，曽根原家中興

の人である。31年間，西浜山砂防植林に精魂を尽くし

た。その業績を右記の表によっても知られよう。

かくして六蔵は，32年間，苦難の連続であったが，と

にかく，飛砂吹越の難所の植え付けに成功し，郷民の農

耕に一方ならぬ功績をあげたのである。文化7年(1810）

中風の病を得，68才にて没した。

曽根原家は，六蔵の桑でなく，代盈が，砂防に力を尽

くした家であるので，次に家伝によってそれを見よう。

初代六蔵（前述のとおり）

植え付け表（寛政2年以降）
一
般
一 葱藪T愚r際箪｢藤｜松’ 桜

本
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2代伝蔵天明3年に生まれた。

文化7年跡式植え付け人並手擬5俵

〃9年大庄屋格に仰せ付けられた。

〃14年34才にて没した。

家督8カ年中植え付け28万6千余本。

3代安蔵寛政9年に生まる。伝蔵に子なきため，

文化14年家督を継いだ。

文政4年六蔵以来の功をもって5人扶

持となり，手擬5俵

天保元年菅野村創立碑を建つ。

元治元年眼病にて隠居となる。

安永9年以来85年になり元治元年まで

の間，452万余本。祖業興隆し慶応2年

大庄屋格申し付けられた。

明治3年74才にて病没。

4代永蔵文政元年に生まる。安蔵に子なく，押野

村加藤安治次男で義子となる。

天保4年諸木植え付け見習父子動とな

る。

明治3年鋤農掛となる。

〃15年64才にて没す。

安永9年から明治3年まで植え付け届出

の本数，474万1240本。

〔引用書目・地主範士葉「庄内砂丘砂防林史｣〕

《
。
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長木沢から1カ年に保太木10万挺（約5万m3)を伐出

してこれを米代川によって野代港に下し，海路遠く大坂

に輸送し1,000貫の多大な収入をあげたとのことであ

る。しかしながら，かように伐採利用が盛んに行なわれ

ても，繁殖がこれに伴わなかったので，ようやく随所に

荒廃のしるしが現われ，何とか改革しなければとうてい

森林の保続を困難とするまでに至ったので，正徳3年
よしただ

(1713）に藩主義格は第1期の林政改革を行なった。こ

れば湊伊兵衛，豊田弥右エ門の手によって行なわれ，相

当の実績をあげたがまだ十分というまでに至らず，享保

元年（1716)，2人とも老齢のため引退するに至ってか

らは，林政がふたたび弛緩し，乱伐がしきりに行なわれ

林力にわかに衰え，宝暦年代（元年1751）に至って第2

期の林政改革の断行を必要とするに至った。この第2期

の林政改革は，吟味役安間正兵衛，田崎助之丞両人の手

によったものであるが，長年の宿弊はいかんともなしが

たく，これまた遺憾ながら十分の効を奏することができ

ず，林相ようやく荒涼たる状態を呈し，出材額も年を減

じて昔のおもかげを忍ぶによしない状況となった。この
よしまさ

時にあたって，佐竹中興の名主と仰がれた義和が藩主と

なられたのである。公は遷封以来の藩是たる林政が日と

ともに萎微して振わないのを嘆かれ，この回興の計を

樹立せられたのである。公はこの計画の実現を期する適

材として，賀藤景林を抜擢して木山方吟味役に登用し，

木山の政をあげてその手にゆだねたのであるが，氏の努

力は着をとしてその効を奏し，綱紀の粛正，制度の革

新，日に日にその実績をあげ，ついに佐竹林政の基礎を

作り，美林を構成する主因となったのである。これすな

わち第3期の林政改革である。

2
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1佐竹林政のあらまし

織田，豊臣両氏の時代にほ，管内の秋田氏もその他の

豪族も，森林の保護利用についてはまったく無関心とは

いえないにしても，特別の施策を講じなかったものらし

く，記録も見当たらない。しいて求めるならば，秀吉の

築城に秋田実季が用命に応じて長木沢（大館市）の杉大

木を切り,巌某(杉丸太を二つ割りにしたもの)に製
材して米代川を下し野代港（能代市）から送り出したく

らいのものであろう。

本格的に秋田の林政を行なったのは，やはり関ヶ原の
よしの鐸

戦いによる成敗によって佐竹義宜が，常陸から秋田に国

替えされて入封（慶長7年1602）した以後のことであ

ろう。佐竹氏の秋田入封以前は，常陸の水戸で50余万石

を有する雄藩であったが，その半ばにも達しないしかも

開発の遅れている秋田20余万石に転封され，さらに移

転による諸経費で藩の財政唯窮乏の状態であったことは

察せられることである。したがって藩主義宜も重臣も，

豊富な森林資源の開発に意を止めないはずはなく，さっ

そく杉材を伐採して海路によって，越中その他の遠国に

移出して藩財政の建て直しに努めた。さらにこの資源を

培養し，利用することも藩是として将来に備えようとし

たことも，あまねく世の知るところである。

当時ばいたる所に杉の美林が繁茂していたことは，旧

記録につまびらかである。佐竹藩がこの森林をいかに利

用したかを考えるに，慶長9年には藩行の斫伐を開始

し，同16年にはすでに相当の数量に上り，元和年代

（元年1615）にはもはや過伐気味となって，一部に伐木

禁止の制札を掲示するまでになったが，その利用はます

ます増大して止まるところなく，延宝5年（1677）には

一

2賀蕊景林の一生

1）幼年時代

景林は幼名を駒之助，長ずるに及んで通称を清右エ門

雷を景林（かげしげ）と称した。明和5年（1768）2月

19日秋田市中島本町に生まれた。父は八郎兵エ景親とい

い，母は「きん」といった。幼時はきわめて不遇で，生

後間もなく母を失い，継母「すへ」の手によって保育さ

れた。

また，7才の時父親景親がわずか33才で他界した。

後に取り残された者朧，継母と異母弟妹に当たる「おつ

い」と「金太」の4人であった。これは安永3年(1774）

10月のことであって，これからの賀藤家は若くて寡婦と

なった，継母1人の手によって，家政上の切り盛りがつ

つましやかに行なわれたのであった。しかしこの継母は

非常に慈愛に富んだ人であったため，景林を愛撫するこ

■
》
》

、
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と実子となんら変わることがなく，いわゆる「継子」と

しての卑屈な根性を植えつけられることなく成長したの

である。しかもこの母は非常に勤倹な人であったと承

え，平常の家政を節約して貯蓄した銀4メ文を藩の財用

方に献じ,その賞によって10石の加増を得,賀藤家をし

て先代の俸禄に立ち返らしめたのである。この母は景林

が49才になるまで存命し,賀藤家のいよいよ隆昌するあ

りさまを象て安心して往生されたのであるが，この継母

を徳として終生変わらざる孝養を尽くしたのであった。

天明3年（1783）12月8日満15才に達したので，元

服して名を清右エ門と改め，大御番勤務を命ぜられよう
日

やく奉公の人となった。しかるにその翌年は非常に凶作

な年で，一家も母一人の手で

その生涯を秋田の林政に打ち込ましめる機縁となったQ

この時齢38才，藩主義和公は佐竹藩中興の名主と讃

仰せらるほどの英遡の方で，文教の興隆にまた産業の発

達にも非常に心を用い，鋭意藩政の改革に向かって努力

せられたのである。ことに藩祖義宜公以来力を注いだ山

林が漸次荒廃に帰し，山相が年とともに衰亡するのあり

さまをながめられぜひともこれが回興を図らねばならぬ

と決心されたが，この衝に当たるべき木山役所に適材を

得ることが至難とされていた。ここにおいて藩公の鑑識

は景林を抜擢してこの大役につかしめ，林政回興の重任

をその双肩にになわしめたのである。文化2年の木山方

の改革は，いかに人材の登用に意を用いたかがうかがわ

れるところであって，その人

＊

し

の切り盛りはとうていできな

いので，やむなく親類一同協

儀の結果，一家4人を一時離

散させて親類に分托すること

となり，父祖伝来の家屋敷を

売り払い当座の資淀供したの

である。離散すること2カ年

天明6年3月に至り，母およ

び妹を托した叔父那呵隼太方

も貧困に陥り一家を維持する

ことができなくなったので，

一家を集合するほかなくな

り，2間に3間の小屋同然の

家を建て2年振りでなつかし

い家庭団らんを営むことがで

きた。

2）青年時代

天明6年（1786）より文化

2年〔1805）までの19才か

ら38才に至る19カ年間は，

勤務の面から承ればまったく

材の中で景林は「適材適所」

を得，爾来30年間その心身

を消磨し尽くすまで木山方に

専属したのである。

文化2年木山方勤務を命ぜ

られて以来，わずか数カ月酒

造方兼務を仰せ付けられたの

と，藩士一代一度の勤めたる

江戸藩邸抵役1カ年を除く幟

かは，終始一貫あえてその志

を変えず，他の顕栄なる職務

も自らさけて，孜盈として林

政の改革と森林の造成に当た

ったのである。

丹心をこめて血誠を注いだ

結果は，さすが困難としたこ

の事業も天保5年（1834）3

月24日67才の生涯を閉じる

日までには，すでにその実を

結び始め，藩の林政を確然た

る基礎の上に固め得たのはも

一

輝
輔 鋒

§錨|識

縦
｣

■

唱常

唾

=

潔睡

一

の試金石時代ともいうべきであった。その当時ば時勢がちろん秋田6郡の林相も自ら改まってきたのである。

まだ青年の重用せられぬ気運にあったばかりでなく，わ4）老年時代

けても下級の藩士であれば,その階級を乗り越して頭角文化2年38才で木山方勤務を命ぜられ，天保5年67
を現わすことは至難とされていた。すなわち天明6年に才で逝去せらるるまで，木山方吟味役をもって終始した
萱刈御検使を命じられたのを始めとし，年を臨時の端役のであるが，その間30年の長きにわたり深山幽谷を駁
を仰せ付けられたにすぎない。文化2年4月に至って銅渉したのであるから，身体にはずいぶん無理があったよ
山吟味役加勢（助手）を命ぜられ初めて臨時の職務でなうである。それが50才前後から足痛となって現われ，
い，当時のいわゆる定役を割り当てられたのであった。 死ぬまで持病として苦しめられたようであった。しかし

3）壮年時代精神的にはなんら衰えをみせず，一糸乱れざる木山方の

文化2年閏8月12日，時の藩主佐竹義和は，景林を抜統制をなしたのであった。かの有名な「木山方以来覚」
擢して御財用吟味役に任じ木山方勤務を命じた。これが（30冊)，「能代木山方以来覚」（20冊）等浩淋なる著書

－38－
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もこの時代の執筆にかかわるものである。

したがってその功労はますます一般の認めるところと

なり，藩においても数次にわたって彼に対する表彰を行

なったのである。

実を図ったのであって，藩内の枢要のほかに御材木場の

増設をなすとともに，林取立役，御山守等の制度を旧に

復しこれを適当の箇所に配置した。その最高調に達した

時には木山方全吏員が180名内外にも達したということ

である。

木山方掛勘定奉行瀬谷小太郎が，林取立役に対して訓

示した要旨によっても，当時の様相がうかがわれる。

(1)山林は重要にして，その盛衰は国土の盛衰に関係する

ところであるが，この成否は一にかかって林取立役の勤

怠にあるので，怠りなく回山すべきこと。②回山ほ春秋

2回を定期とするも，その向き寄りについである場合は

必ず不時回山をなすべきこと。(3)回山した場合は，その

字名，林相のいかん，成長の良否等を図面に記載して復

命すること。(4)山守の勤務を十分監督してその成績を上

申すること。等，部下の監督を最重にしたばかりでばな

く，自らも深山幽谷を践渉して林相図を作製し，これに

地形，地味，立木の状況等をつまびらかに記載しもって

部下に範を示したのである。これら図面が集積して六郡

木山絵図となり施業方針の根幹となった。

2）文化第2次の改革

文化10年（1813）第2次改革の主眼とするところは，

能代木山方の支配を，木山方（秋田市所在）の管下にれ

い属せしめることであった。秋田の林業といえば米代川

流域が主なる部分を占めているので，能代木山方を分立

せしめたのでは木山方統一の根本を乱すものである。し

かしながら能代木山方は従来からの慣行によって能代奉

行の支配下に属し，したがって木山方の権力外となり，

そこには林政統一上の大欠陥が存在していたといわねば

ならない。これば当然第1次で改正されねばならないの

であったが，能代奉行の権限に多大の消長を与える重要

問題なので，容易にこれが実現を期することができない

が，彼の手腕はみごとに能代木山方の権限着木山方に集

らんすることができたのである。

かくて彼は能代木山方の兼務を命ぜられ，本庁たる木

山方と，支庁たる能代木山方とを交互に在勤したので，

米代川流域の隅から隅まで巡回審査をなし，詳細にその

状況を探査し，これに適応するように森林の取り扱いを

改革したのである。すなわち従来のように斫伐一方の弊

をためて造林の保護に全力を尽くしたの承ならず，伐採

運搬等利用の方法をも改善して森林事業の合理化を図っ

たのである。

3）著述

(1)木山方以来覚（本篇30冊，追加14冊）

この著述は木山方役所設置以来の沿革，事務取り扱い

の変遷，諸規則の制定等を詳細に記録し，これを林政の

3技術的業績

1）文化第1次の改革

景林が第一に着手した改革ほ，木山方の権限を拡張す

ることである。従来の森林行政ば郡方の支配に属し，し

たがってその実権は各郡の郡奉行の手中に掌握されてい

た。木山方の威令はおおむれ技術上のことの象に行なわ

れ，とかくその根本にふれえない恨象があった。こんな

ことでは林相の興隆は到底期し得るところではない。こ

の宿弊を看破し，その病根をせん除することを企てたの

である。すなわちこれが文化2年9月21日に藩主の御触

れとして発せられた木山方御改正の大旨である。

■
９
画

‐

木山方御改正大旨被仰渡’

六郡木山之儀は，是迄郡支配に候得共御吟味之訳有

之御直山並郷山，符人林（私有林）共一統木山方

支配に被成置候旨被仰渡候

尚追盈林取立役も被仰付候事に被仰含候

上の文書はその文意に明りょうなとおり，従来郡方の

権限であった林政を，大英断をもって独立機関たる木山

方に移した根本法令であって，後年国有林の管理を地方

I庁の手から離し，林区制をしいたと同じようなことであ

る。

また，この法令と同時に，藩内一般に対して山林の治

水上，産業上きわめて必要なゆえんをさとし，植林をな

すべきことを命じ，なお山守制度を改革し，山守服務の

注意事項を発布し，これが実行に努められたのである。

この文書の大要は，(1)山林の盛衰が治水上，産業上密接

に関係あること。(2)従来郡奉行支配の林政を，御財用奉

行一手の取り扱’に改めること。(3)種苗の配付をなすこ

と。(4)各種造林なした場合はその報告を行なうこと。

I(5)青木（針葉樹）の成育の状況を1カ年ごとに林帳に書
き上げ，これを報告すべきこと。(6)藩で任用の山守を設

置すること。(7)新林を仕立てた時は，その収益を村方に

交付し，もって一般の造林を奨励すること。(8)栗，柿，

漆，胡桃，竹等の特殊樹種の造林を奨励すること。(9)根

株の掘取を禁止すること。⑩野火除けの施設を誰ずるこ

と。⑪母樹,稚樹をいたわり，跡地更新に注意すること。

“・薪炭林中の樺，桂等の用材を残さしめること，等を

詳細に提示して一般住民のよるべき大綱を示している。

なお第2段階の事業として，極力「木山方」役所の充

,一

8

●
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基本とする目的で編纂されたものである。したがって内

容ほ藩祖佐竹義宜公入部以来の秋田六郡の木山の盛衰を

論じ，さらに林政の興隆弛廃の状を明らかにしたもので

ある。

(2)能代木山方以来覚（20冊）

能代木山方役所設置以来の諸政を詳述したもので木山

方以来覚とその趣旨を一にしている。

(3)各種山林絵図帳

（ア）木山絵図帳1冊，（イ）能代川上木山絵図帳2

冊，（ウ）御城近山御札絵図帳1冊，（エ）御札絵図帳

（冊数不明）（オ）運上山絵図帳（冊数不明）

(4)六郡留山御札控8冊

これは伐採の禁止，制限をなした山林の台帳ともいう

べきものである。

(5)能代川上旧記1冊

これは米代川森林地帯の林政関係旧記録を編纂したも

のである。

(6)安間正兵衛日記之内取纒1冊

これは佐竹藩正徳年代の林役たる安間氏の日記中，山

林関係の記事を取りまとめたものである。

(7)御財用御繰合次第1冊

これは佐竹藩の財政の差繰りを詳述したものである。

(8)景林記録1冊

これは彼の出生より終焉に至る一代の記録を，年次脚

に記入したものである。

(9)景林廻山記録（冊数不明）

4むすび

以上のように,30年間にわたる大事業は，さらに嗣子
かげきよ

景琴によって受け継がれ，秋田杉が日本三大美林の一

つとして，天下にその名声をとどろかした基盤を作り明！

治年代へと移行したのである。

父子は意を杉林の増殖に注いだの象ではなく，海岸林

の造成にも多大の力を尽くし，ついに能代市民を日本海

の飛砂から完全に守り得たのは，これまた遺業の一つと

して讃辞を惜しまぬものである。

宜なるかな，大正7年ついにその功が天聴に達し，従

五位を追贈せられ，また能代市民によって景林神社とし‘

て神に祭られたのである。
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森林の生産する物を利用し，採取に見合う育成をしていくのが林業というものである
ならば，健全の造成が欠くべからざるものとなる。それには，生きている森林の真の
姿を知ることが先決であろう。

著者自身が，「此小冊子でも，日夜，日本の森林の経営にたずさわっている方々に何
かの手助けにもなれば」と語っている。
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1その一生

大蔵永常は，1768（明和5）年豊後国日田郡隈〈現大
分県日田市隈2丁目）に大蔵伊助の次男として生まれ，
1860（万延元）年江戸に没した。昭和43年ほ生誕二百

年にあたり，その記念行事が日田市で行なわれた。

大蔵氏は，大同年間に豊後介に任ぜられた中井王の子
で，日田郡司に補任された大蔵永弘（大蔵鬼蔵太夫）の

末えいだとされている。永弘七世の孫永季憾日田鬼太夫
と号し，特に体躯偉大で相撲にたけ，相撲の神としてあ
がめられて､､るが，永常もその血脈をひいたものか，す
ぐれて偉大な体格の持主であったと伝えられている。ま

た永常が好んで日田喜太夫または時として鬼太夫と自称

したのは，祖先の永季にあやかつたものと思われる。

永常の生家は，昔は非常な金持ちで，町人たちから
やかた

"大蔵館〃と呼ばれる大きな屋敷に住んでいたが，数代
まえの先祖が商売に失敗して落ちぶれ，彼が生誉れたこ

ろには，祖父の伝兵衛は綿商いのがたわらワタノキの栽

熔をやり，父の伊助は町の製蝋工場で働いていた。つま

り彼の家は艇業と商売と職人と三つを一緒に兼泡ていた

わけである。永常は子供のころから祖父伝兵衛のワタ栽

培の手伝いをさせられたが，後年の著書〃棉圃要務〃の
中で，祖父から教えられたものは，単に栽培技術だけで

なく，農の精神であって，「農の道は勤めと思っては大

義である。わが子を育てる心持でなければならぬ」と教

えられたとある。11才のとき祖父がなくなってからは，

父の命に従って，父の働く製蝋工場に勤務することにな

り，ここで初めて，永常のハゼや木蝋との関係が結ばれ

ることになる。彼の処女出版がハゼや製蝋に関するもの

となったのは，おそらくこれが機縁となったものと恩わ

大蔵永常（1768～1860）

れる。

さて，父の伊助は一徹な製鍾技術屋で，子供を自分の

後継者に仕立てようと鞭燵これ努めたが，永常の方は読

書好きで父の意に反することが多かった。ために，父は

ついにた蓑りかねて読書禁止を宣言し，子はいたたまら

なくなって家出を決行することになってしまった。その

ころ，永常に何がそうさせたかは，後でふれることにす

る。

郷里日田を飛び出した20才（？）の青年永常は，熊本

の細川藩へもぐり込んではハゼや製蝋についての知見を

広め，薩摩藩へ行ってはサトウキビや製糖技術を身につ

け，その得られた知識を農民に普及しながら，九州各地

を遊歴したようである。詳細は不明であるが日向の延

岡，高千穂，肥後の大津，豊後の竹田などを訪れたこと

はわかっている。最後には佐賀から長崎にかけての海岸

地帯でクジラの研究をしているが，これは水田の害虫駆

除に用いる鯨油の利用開発のためであった。

1796（寛政8）年，29才になった永常ほ，長崎から船

で下関を経由し，大阪に到着して腰を落ちつけた。大阪

における彼は昼はアルバイト，夜は著述に専念したよう

で，5年数カ月後には〃農家益〃天地人3冊を公けにし

て．一鵬有名人となった。1802（享和2）年のことであ

る。この雷物は8年後の文化7年には再版を要するほど

の好評を博し，さらに後編2冊，続編2冊と集大成され

て，重版また霞版，ベストセラーの先駆となるの盛況を

－
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享和2(1802)年出版の「農家益」天の巻の表紙見返えし

呈した。ハゼと木蝋の大著として珍重される。

これらの著書によって農学者としての地歩を固めた永

常が，出版の便宜を得るため，幕府要路の士に知己を得

るため，また関東各地の艇林業視察によって一層広範な

知識を盤得するために，江戸に出たのが1810（文化7）

年，彼が43才の時である。江戸で一応の仕事を終えた

のち，5年後にはふたたび大阪へ郷いもどって残されて

いた近畿地方の調査を始めることになる。1817(文化

14）年には吉野林業や尾鷲林業についても実地調査を行

なったが，のちの著書〃広益国産考〃の中に出てくる林

業上の記述ほ，この調査結果に負うところが多いようで

ある。

1825（文政8）年にはふたたび江戸へ上るが，58才に

達した彼はその後著述のかたわら，当時知名の士との交

際を通じて，諸藩の産業開鐺旨導者として縦横の活動を

続ける。たとえば，1833（天保4）年には駿河の田中藩

におもむいて殖産興業に従事し，翌1834年には渡辺華

山の斡旋で三河の田原藩に〃産物取立方〃として招か

れ，1842（天保13）年には水野忠邦の要請を入れて浜松

藩の〃興産方〃に就任するなどである。

大農学者大蔵永常の活動は，このようにして，93才の

死に至るまで，著述に，普及に，指導に寧日なく続けら

れたのであった。

2その指導原理

大蔵永常の学風というか，指導原理というか，それば

何よりもまず底辺にあえぐ農民の窮状を救うことであっ

た。その目は常に農民のうえに向けられてﾙ､た。貧しさ

からの奪却である。農家に直接踏み込んでともにくふう

をこらすことである。単なる知識の切り売りでもなけれ

ば，上からの説教でもない。理論よりも実践であり，体

栽よりも実益をねらうものである。

彼は幼くして，創鐘（ききん）のために餓死する者を

見た。挫村から流出する多数の浮浪者を見た。また貧し

くして空しく病死する人食をも目のあたりに見た。他人

､ごとではなく．，自分の家庭においても11人の子供を抱

えて四苦八苦する父を見，母を見ている。封建治下にあ

って食うや食わずのどん底生活をしいられる農民の苦労

幟いやというぼど見せつけられている。自らも体験して
いたのだ。

さてそれを，どうすればよいのか。どうすれば救済で

きるか。自問自答をくり返すうちに，たまたま目にふれ

たのがほかならぬ高橋善蔵著わすところの"窮民夜光珠〃
であった。その論旨は，農民が稲作だけに頼っていては

所詮浮かばれない。ハゼ栽培によって農業外の現金収入

をあげ，農家所得の安定を図らなければ，凶作時には餓

死するほかはない，というのである。この発想は，永常

の心にしん底まで食い込んでしまって，脈煮と生きつづ

け，確固不動の根をおろすに至った。

彼は考えた。父のもとで父と同じようにこのまま製蝋

工場で一介の技術者として身を終わるべきか，また，凶

作のたびに餓死に追い込まれる窮民を救済するために立

ち上がるべきか，後者こそ男子の一生を賭けて悔いない

道であるとの決心が，彼をして父のもとを去り，郷里を

離れしめる動機となったもののようである。

永常は20才にして家郷を出で，93才にして世を去る

まで，70有余年の間，頑健な体力と強固な意志をもって

終始一貫，まったく他からの援助に頼ることなく，悪戦

苦闘，常に自らの生活の資をかせぎながら，農林技術の

改善と普及に努め，かたわら36種の膨大な著述を続け

た。その内容はきわめて広範多岐にわたっていて，農林

業そのものよりは，広く農家，農民の生活を対象として

おり，一般技術に関するものから，経営を初め，消費の

合理化，精神的教養にまで及んでいる。

い蓑，それらの著書を内容によって分類して承ると，

1）稲作を中心とする一般耕種農業に関するもの

耕作便覧，豊稼録，農具便利論，再種方，除磐録，農

家肥培論，老農茶話，門田之栄等

2）特用作物，特用樹，林木および各種の製造・加工

技術に関するもの

農家益各編，製蔦録，油菜録，甘蔬大成，広益国産
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考，琉藺百方，抄紙必要，農稼業事後編等して説明するなど，興味深いものがある。また普及奨励

3）物質・精神両面にわたる生活指導，救荒策に関すに至ってば，苗木の斡旋や自家養成苗の配布など，その
るもの 徹底ぶりに敬服させられる。

民家育草，田家茶話，農家心得草，勧善夜話各編，徳また，採蝋原木としてナンキンハゼにも言及し，尾鷲

用食鑑，食用能毒集，山家薬方集，救荒必覧，文章早の土井家でこれを実見しているが，ハゼとは別種である

引，文章かなづかい，日用助食かまどの賑等。とし，蝋質の良否についてもふれている。

以上を要するに，永常の農林学を貫ぬく指導原理は， 特用樹種としてはハゼのほかにコウゾ，ミツマタ，シ

日の当たらない農家の生活に深い理解と同悩を寄せ,坐ユロ，ウルシ，キリ，油洞竹,ヘラノキ，ニッケイ，
家経済の向上のために，営農の改善によって雄走性を高梅，クリ（丸太利用を兼ねた）などを取りあげ，各論的

めるとともに，換金作物を普及奨励して，農家所得の増に,増殖法や栽培法とあわせて利用法までを述べているα

大を図ることに，全心全霊の情熱を傾け，またこん身の山野の遣利として五培子，キクラケ，ワラビ，ゼンマ

努力を注いだ。「それ，国を富ましむるの経済は，まずイ，ワサビ，竹の皮，ぶくりょうなどの採取や利用を説

●

●

下民を賑わし，しかる後に領

主の益となるべき事を図るべ

し」というのが，彼の指導原

理であった。

なお，彼の著書の特色は，

文章が平易で読象やすく，実

証的かつ具体的で抽象論をな

るべく避け，挿絵を多く.して

漢字にかなをふり，庶民にわ

かりやすく説明する点にあ

る。したがって全体として説

得力に富承，迫力がある。

いているのは，農家経済の向

上をねらう主旨からであろ

う。

シイタケ栽培の有利性はそ

のころも今と変わりはなかつ・

たらしく，栽培法から乾燥法

に至るまでを述べながら，こ

れが奨励を怠らない。

主要造林樹種1859（安政

6）年，永常死去の前年に最

後の著述として書き残した広

益国産考の中で，スギ，ヒノ

キ，マツの三つを，有利な造

林樹種としてあげ，まず育繭

すなわち種子の採取から，播

種肥培，管理について論

じ，適地適木の選定，地栫

え，植え付け，下刈り，年々

の成長，伐木時期，伐採木の

価格にまで及んでいて，まこ

－

3その林業技術的業綴

特用樹種最も力を入れて

いるのがハゼ栽培と木蝋製造

についてである。当時として

は，木蝋は唯一の灯火原料で

あり，男女に共通の必需品び

ん付油の原料であって，商品

価値の高いものであったから

一句

Ｅ
Ｐ

価 値の高いものであったからとに実際的であり，用意周到
広益国産考巻二8丁杉苗植付け

である。農家益8冊がそれにである。全8巻中の第2巻筆

あてられている。ハゼの国産としての地位，ヤマハゼと頭に〃杉木仕立方〃を掲げ，順次桧，松とならべて，ほ

の区別，品種の選択，苗木の仕立法，適地の選定，植栽とんどこの巻全部を造林に当てているほかに，第8巻の

法，肥培，管理，病虫害駆除，剪定，寒害防止法，ハゼ終わりの方に〃松山を急に仕立てる心得'を加えて，マ

かぶれの治療法，年次別収量，価格，新式製蝋法，漂白ツの造林法の補いとしている。スギ，ヒノキ，マツに関

法，大阪市場における木蝋の商取引慣行，蝋燭屋・びんする造林技術についての草分け的役割をなす重要な文献

付油屋の状況など，およそ栽培から商品販売に至るまといえる。

で，関係の全分野を網羅して，あますところがない。後世の文献にしばしば引用される，「百五六十年ほど

品種の増殖については，多くの品種の特性を説明する以前，吉野へ薩摩の屋久島から杉の実を取来って蒔きつ

とともに，松山ハゼを推奨し，接木によるクローンの増け苗を栫え，谷凌の山へ植え広めた」という重要記録や

殖法を詳述している。接木法の各種に関しては特に細か「杉は平地で打開けたる所はよろしからず」とか，「朝

く説明し，接木理論としてオーラソダ医学の原理を参考と霧の深く立ち覆う土地なれば必ず生育よるし」とか野ざ

－43－
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らに「谷間の日中二三時間ぼど日のあたる所」「俗に箱

根でヤネグサというヒアオギの葉に似た草の多く繁茂し

ている所」がスギの適地であるというような適地判定の

具体的指針を，自轆に与えていることは敬服に値する。
また，苗木の養成についても，徒長苗は山出し後の活

着が悪いから，施肥には十分注意すべきこと，植え付け

には一度に50本程度ずつ苗木を水桶につけて山腹を持

ち歩き，根を絶対に乾かさないようにしなければならな

いこと，スギは密植して時期を失せず間引きを行ない良

材を仕立てるよう心がけなければならないこと等煮，今

日いわれていることと同じことを100年以上も前にすで

に述べている。松林を早く仕立てるには，優勢木の葉の

大きな母樹から，大きな球果を採集して種子をとり，筋

播きにして間引きを行ない，油粕を施して丈夫に育て，

2月中に山出しして，きゅう肥を与えるがよいとしてい

る。なかなかおもしろい示唆である。

すべて永常の著述は，当時としては非常に困難な諸国

歴訪によって得られた資料のうえに組象立てられてお

り，足で歩き自分の目で確かめた事実を基礎としている

たあ，記事がいきいきとして，実際的である。その論調

はあく蓑で農家経済の向上，農家所得の増大を目標とし

た換金作物の普及奨励であって，〃豊後日田郡産物のこ

と〃と題する当時の日田地方の林野産物の統計表（広益

国産考巻7）のごときも,著者の意図するところは,捨て

て省ゑられられない山野も利用のやり方によっては日田

郡だけでもこれほどの産額が上がるので，他の諸地方で

も国産(今でいう特産地形”を興せば，私経済の上に，

また社会経済の上に大きな利益がもたらされることを実

証する点にあったようである。この意味で，広益国産考

という書名が生かされてくることになるわけである。

9
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はじめに

日本林業技術協会は，1921年に林業技術者を包括する

技術者団体として，興林会の名のもとに発足して以来，

1971年をもって，あたかも満50周年を迎えることにな

る。いわば半世紀という歴史のひと区切りを迎えるにあ

たり，過去に歩んだ道をふりかえり，その上にたって将

来の発展に備えることは，まことに意義あることといわ

ねばならない。その記念事業の一つとして，とりあげら

れたのが，さきに創立30周年を記念して，1961年4月に

刊行された林業百科事典の新版刊行のことである。

ここで，この企てがとりあげられた由来に一言ふれて

おきたい。1961年に，この林業百科事典が刊行されたと

ころ，林業界はいうまでもなく，社会全般にわたって広

くその声価を博し，初版は日ならずして絶版となった。

その後，増版の要望が少なくなかったが，初版刊行後，

時の経過とともに科･学技術の進歩はもちろんのこと，一

般文化の進展もめざましく，本事典は当然大幅な増補，

改訂を必要とするとの談があった。本協会前理事長，故

石谷憲男氏は生前深くこのことを懸案とし，これが達成

を期しておられたのである。氏の突然の逝去にあい1967

年2月，関係者として片山正英，小滝武夫，斎藤美鴬，

徳本孝彦，成松俊夫，橋谷昊，藤本和平，松川恭佐，水

野金一郎，蓑輪満夫諸氏（五十音順）があい図り，氏の

これが遺志達成は現下の要請にそうきわめて有意義なも

のとして本事典の増補改訂に関する識がまとめられた。

この議案は，1967年本協会第3回理事会に図られ，全

理事の総意によって本協会50周年の記念事業の一環とし

て本事典新版を刊行することが決定されたものである。

時に1967年6月28日のことである。

新版の刊行経過

林業百科事典刊行の意義については，1961年3月旧版

の序文に，当時の協会理事長，松川恭佐氏が詳しく述べ

ておられるとおりで，改めて述べるまでもないが，時の

農林省林業試験場長，斎藤美篤博士は蝋林業にたずさわ

る人々への，もっとも身近な助言者〃と，時の森林資源

総合対策協議会長，千金良宗三郎氏は唱然科学と人文

科学とを兼ねそなえた事典・辞典〃と，時の林野庁長官，

山崎斉氏は蝋広い範囲にわたる林業の知識を巧義に解

説〃と，時の文部省大学学術局長，小林行雄氏は蝋林業

知識の普及に役立つこと多大〃と推薦の辞を惜しまれな

かった。

以来約10年，わが国は経済的に大きく成長し，林業の

近代化，外材の輸入を始め，林業施策も激動を続け，い

まや工業化と文化の進展に伴って，森林の果たす社会機

能の役割ばいっそう重要性を加えており，科学技術の進

歩とあいまって，本事典の内容も大幅な増補改訂を必要

とすることは当然のことといえよう。

かくて，1967年7月6日，大矢寿氏（前林野庁研究普

及課長)，坂口勝美（前林業試験場長)，佐藤大七郎氏

(東大教授)，竹原秀雄氏（前林試土壌調査部長)，平井

信二氏(東大教授）と協会の蓑輪満夫理事長，橋谷芙氏，

故岡本亘氏が集まり，編集方針などに関する打ち合わせ

が行なわれた。その結果，編集は旧版同様委員制による

運営を原則とし，項目の選定は同じく12専門部門にわけ

て部門担当の編集委員を委嘱する方針が議せられた。引

き続き7月10日諦坂の編集にあたり，旧版の編集にあた

られた吉田正男委員長，伊藤清三・猪熊泰三・今関六

也・植杉哲夫・大政正隆・荻原貞夫・小倉武夫・小幡

進・故加藤誠平・斉藤美燃・芝本武夫・島田錦蔵・千家

哲麿・田窪健次郎・徳本孝彦・中村贋太郎・原忠平・平

井信二・松川恭佐・右田仲彦・嶺一三諸委員に協会蓑輪

濡芙蓮華長と坂口勝美が加わり，事業の完遂を図るた

めの側面的指導と援助が懇請された。ついで，新版の編

集委員会が正式に発足したのは1967年7月17日で，委員

は次のとおり構成された（職務の異動などに伴って，そ

の後にご参画をいただいた方を含む。五十音順，敬称

略)。

委員長：坂口勝美，委員：伊瀧一雄，伊藤達次郎，池

ノ上容，梅田三樹男，大矢寿，木村晴吉，倉沢博，倉田

悟，佐藤大七郎，竹原秀雄，辻良四郎，手束兼一，中村

英碩，奈良英二，日塔正俊，野口陽一，原敬造，平田種

男，平井信二，福田省一，松本守雄，蓑輪満夫，米沢保

正，故米田幸武，参与：伊藤清三,斉藤美蝋,徳本孝彦，

部門担当委員：（林政)倉沢博，（林業経営)原敬造，（森

林立地）竹原秀雄，（造林）佐藤大七郎，（森林保謹）伊

藤一雄,（防災）野口陽一,（森林土木ならびに伐木運材）
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故米田幸武・中村英碩，（木材加工）平井信二,qﾎ産化

学）米沢保正，（特殊林産）伊藤達吹郎，（森林植物）倉

田悟，（造園）池ノ上容，編集事務局：故岡村亘，八木

沢宏司，林郁子，渡辺誠子。

なお，委員の海外出張中，あるいは病気引きこもり中

は，浅川澄彦，上村武，根岸賢一郎，本田収，山口伊佐
剰

夫諸氏が特にあたられた。

第’回の編集委員会の基本方針に従って，具体的に編

集業務が進められたのであるが，その過程はおおよそ，

次の三段階に分けられる。

1収録項目の選定期間（1967年7月～1968年5月）

a造本企画

形式はB5判，全1冊，上製本で，本文。凡例．索引

などを含め約1,200頁，横組25字詰50行，2段組。

b増補改訂の要領

この期間は，たまたま社会，学界，教育界にけわしい

道があったにもかかわらず，編集委員，執筆者各位に

は，きわめて繁忙中の時をさいてご執筆とご協力をいた

だいた。また，一部の項目については，法規の改正に伴

う解説内容の変更や補足を行なう一方，用語・体裁の統

一に意外の日時を費やし，ようやく1970年3月，項目の

五十音順による配列編成を了して，丸善株式会社の手に

渡すことができた。

3印刷・校正期間（1970年3月～1970年12月）

執筆者が200余名の多数にわたったことと，事務局長

として当初より尽力せられた故岡村亘氏の健康すぐれ

ず,事務局長の代替のこともあって，困難をきわめたが，

引き続き後任八木沢宏司事務局長のもとに精力的に業務

が進められ，森川幸一，成沢英一，小野陽太郎，松岡黙

道，林郁子，渡辺誠子諸氏のたゆまざる尽力を得て，用

車~L

分区 項目末尾の執筆者記載

[A]旧版執筆者と新版執筆者が同一の場合

I)旧版の内容を全面書き改めた場合

I)旧版に大改訂を加えた場合

Ⅱ）旧版に小改訂を加えた場合

Ⅳ）旧版のままとした場合

[B]旧版執筆者と新版執筆者が異なる場合

D新執筆者が旧版内容を全面書き改めた
場合

I)新執筆者が旧版に大改訂を加えた場合

Ⅲ）新執筆者が旧版に小改訂を加えた場合

[C]新版でとりあげた新項目

旧版執筆者＝新版執筆者

〃＝〃

〃＝＝〃

〃＝＝〃

新版執筆者

新版執筆者・旧版執筆者

旧版執筆者・新版執筆者

新版執筆者

この方針に従い，各部門担当委員の並をならぬ検討に

よって項目の整理統合，部門間調整，新項目の採択，項

目内容改訂の検討などが次のとおり決定し，権威ある

200余名の執筆者に原稿依頼の確定したのは，1968年5

月25日であった。

c執筆項目の数ならびに異動

語・体裁統一のよりいっそうの完壁を期し，1970年10月

本文1,108頁にのぼる初校を完了，引き続き再校ケラ刷

りによる索引用語の選定を終え，さらに3校・念校の校

正を終了し，刷了にこぎつけた。 《
●

新版の内容

部門|f鶚溌曾|蕊譜離新項目||部門県誤藩腎|蕊譜難|新填目

#溝；警蚤;;|蕊灌::i:':
造林128315特殊林産131505
森林保護4410419森林植物13611510

防災364915造 園8673
森林土木なら

22180
びに伐木運材計1,100684147

（注）この項目は見出し項目と一致していないが，傾向を譲るため参考として掲げたものである。

手

、

2解説文の執筆と原稿編集期間

年3月）

(1968年5月～1970執筆にあたっては，執筆者が200余名の多きにわたる

ため，あらかじめ、執筆の手ぴき〃を作製し，可及的用
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弓

語・体裁の統一を図った。しかし,執筆の方針は,性格と

して広義の林業および林学。林産学に関する高級常識の

百科事典とし，対象を林業の第一線現場業務に従事する

林業技術者，木材商社の職員ほもとより，広く社会一般

の要請に答えることとし，程度朧新制大学卒業程度の学

力の者が理解できる解説内容とすることを目途とし，よ

りいっそうの徹底を期することとした。なかでも，術語

以外はなるべく当用漢字を用い，かなは新かなづかいと

することとしたが，これだけでも意外に困難なものの少

なくないことを，改めて痛感した。ここに，その2～3

を例示し参考といたしたい。

a1946年11月政府は「当用漢字表」と「現代かなづ

かい」を告示し，文部省は1947年2月，当時の学術研究

会議に学術文献調査特別委員会学術用語制定科会を設け

て，新学術用語制定のための調査審議に着手した。これ

を受けて，林学用語については日本林学会が主体とな

り，林学と関連のある他学会もそれぞれの成案を得たの

である。その後，1949年7月以降は，文部省学術奨励審

議会学術用語分科審議会によって，引き続き審議にあた

り今日に及んでいる。しかし，各学会で得た成案も，ま

だ関連学会と調整されたとはいえず，最近ふたたび検討

の機運がある。学術用語の制定といっても，一般にその

使用を強制しうるものでないから，多くの学術用語が定

着していることも事実であるが，個人によって異なる用

語を用いられていることも否めない。

b林野庁では，1963年2月19日，行政上使用される

林業用語について統一を図り，法律,政令,省令,告示，

訓令または通達に使用される用語はこれによることとし

ている。しかし，これまた学術用語と符号しないものが

ある。

c新たに急速な進展を見せている，たとえば林木育

種，森林統計などには新しい用語が加わり，また外来語

は訳者によって，いろいろな訳語がつけられる場合が珍

しくない。

d慣用語はもちろん，術語と思われるものにも，当

用漢字にないものが使われていることが少なくない。こ

の場合術語にはかなを付し，慣用語はかな書きとして漢

字を添えることとしたが，慣用語のなかで普遍的に使わ

れているものば原則としてかな書きとした。しかし，元

来漢字は読ませるほかに視覚をもって初めて理解される

ものが少なくない。これをすべてかな書きとする場合

は，言葉直しをしなければ判断に苦しむものが少なくな

い。術語，慣用語かな書きとして理解されるものの範

囲も，明確なもののほかに中間的なものがあり，結局ケ

ース．パイ．ケースに考えざるをえない場合が少なくな

かつた。これらに関し，執筆者ならびに部門担当委員に

大きなご負担をおかげしたことと，百科事典という性格

上執筆者が多数にわたったため，時には個人のご主義を

曲げていただかねばならなかったことをお詫びするとと

もに，深いご理解をお願いする次第である。

増補，改訂の内容については，いずれ各部門担当委員

から，その動向をうかがえるはずであるが，各部門とも

約10カ年間の学術の進歩と激動する社会経済の背景から

大I隔な改訂が行なわれた。また新項目としては，各種法

規の制定，森林の果たす社会機能のいっそうの展開，外

材輸入の増大，加工部門における新技術の開発に伴うも

のが少なくなかった。

おわりに

1967年7月より1970年12月に至る約3カ年半にわた

り，本事業の完遂のため繁忙な時をさいてご尽力いただ

いた編集委員・部門担当委員ならびに執錐者各位のな承

な象ならぬご労苦に対し深甚の謝意を表するものであ

る。さらに，編集期間中いろいろとご指導をいただいた

日本林業技術協会蓑輪満夫理事長，小田蒲専務理事に厚

く感謝の意を表する。また，編集事務局にて騎根を尽く

された故岡村亘，八木沢宏司両事務局長と，繁雑，困難

な業務によく協力し，補助にあたられた林郁子，渡辺誠

子，森川幸一，成沢英一，小野陽太郎，松岡黙道諸氏の

ご労苦を心から感謝する。

ここに，本事業の達成を念願しておられた日本林業技

術協会前理事長，故石谷憲男氏の象霊に，本書を捧げる

とともに，本事業の完遂をまたず不幸病魔におそわれ他

界された故米田幸武氏と故岡村亘氏のご尽力が本事典の

礎石となっていることを特記するものである。

おわりに，本事典の出版にあたっては，丸善株式会社

の理解あるご好意にまつところが多大であった。心から

なる謝意を表する.ものである。

、

－47－



I

』
三
二
三
三
三
三
二
三
一
章
三
一
三
言
ロ
ニ
ー
ニ
ミ
二
三
三
二
一
二
一
三
一
コ
一
三
雲
二
二
一
言
二
一
二
壱
・
“
一
二
宮
言
一
二
三
こ
二
一
』
一
二
一
三
一
三
二
一
二
一
言
一
二
三
二
一
三
一
二
一
三
一
一
二
一
三
官
二
二
三
一
一
一
．
言
二
一
二
二
三
一
言
二
一
二
弓
二
三
一
三
二
三
垂
三
冒
苣
』
侭１１

１

１

８

ｈ

ｊ

ｕ
・
ｍ

ｌｌ

ｕ

ｌ

ｌ

８Ⅱ８
．

１１

１

肌

１

１

冊
叩

謹
賀
新
年
伽

■
９日ＯＱ

Ｊ
Ｏ
９
ｌｎｌｌｕ８

口
ｑ
Ｆ
１１９

１

Ｕ
Ⅱ

ｔ

ｊ

１

ｎ
町

邸
“
Ⅲ

ｌ

昭
和
四
十
六
年
元
旦
岬

１１１
ｈ

卯
棚

１１

１ｌ

１

ｉ
Ｏ

ｈ

ｌ９

蝿
掴
日
本
林
業
技
術
協
会
恥

ｕｌｈⅡＩ１

，
叩
Ⅱ
畑

１

１

１１

理
事
長
蓑
輪
満
夫
総
務
課
長
士
江
昭
吉
恥

ＩＵ１

１

、
州

１

１１１

ｌ

専
務
理
事
小
田
精
事
業
課
長
三
谷
貞
雄
州

Ｉ１１１１ｌｈ

ｌｌ

ＩＩ

常
務
理
事
伽

ｌ

堀
正
之
経
理
課
長
藤
田
雅
市

１１

調
査
部
長
‐

ｌｌ

ｈ
ｌ

ｌ

ｌｌ

ｌ

ｌｌＯ

常
任
顧
問
松
川
恭
佐
編
集
室
長
八
木
沢
宏
司
恥

８ｈｌｌｌｕＯ

ｎ
岬

Ｉ８

ｈ

ｌ

測
量
部
叩

１１

常
任
顧
問
坂
口
勝
美
宍
倉
和
夫
‐

１

課
長
‐

４〃１１ｌ

ｊｌ

ｌ

ｌ

ｆ８

１１１

１

鐸
務
部
霊
吉
岡
薫
謝
長
林
初
太
郎
叩

ｌｎｆ８８ＧＪ●８
△
ｌ

ｎ
ひ
Ⅱ

＃０

，

１

叩
岬

６

企
画
部
長
韮
蓑
輪
満
夫
〃
秋
山
讓
治
恥

ｈｌ８

室
長
肌

ｌｕｌ

ｎ
ｍ
１

理
事
仙

０１ｌ

調
査
部

ｌ

航
測
業
成
松
俊
男
渡
辺
宏
汕

ｈ

霊
課
長
艸

仙０１

部

りり●
６

１

塞
中
曽
根
武
夫
識
測
業
識
部
土
屋
金
一
酬

理

ｌ１ｈＯ伽

開
発
部

１
口
■
い

△
■
ｑ
ｌ
Ｏ

ｎ
Ⅶ

８

，

１１

１

理
事
卜
叩

８８

田
ノ
本
栄
タ
職
員
一
同
爪

ｈ洲

測
量
部
長
Ⅲ

Ｏｕｔ８

代
”
１

８

ｕ
Ⅷ

８

理
事
‐
正
岬

００

九
山
肌

０４

検
査
部
長
ｕ

８ｕｌＷ１

１

↓

１

８

１

８

岨
岬

１豐
言
三
三
一
二
三
一
三
言
三
一
色
言
二
言
皇
二
言
二
一
言
一
二
一
三
二
号
言
二
一
言
・
一
二
与
呈
二
言
二
二
言
三
二
壷
三
一
言
二
二
一
言
三
三
言
一
二
一
言
二
言
一
言
三
三
一
言
言
三
三
二
一
言
二
二
言
三
一
三
』
冒
苅

、

＝

ロー白亜蛍b､こい酷●勺写uPpDCb－mP●句いぶ▼い●匂Qqg◆･賑●qb刺P，〆口や､“U町唖掩猛櫨●恥鈩､誼｡舛設、jbwPq嘩町口叙q耳飼迫額恥鈩配りや凶税Qbd~Jα妃◆冗凹ﾜ･西●~子玲d4bご?々い●■､辛い〆句諒bb◆函曙●｡“Fb沙b…蛇●々bぷむ鐸殉ぶり“■､ヱゥヒ号GPE嵐●、

ぐ編集室からレ

ロ富た，新しい年がやってきました。お互いに年賀状

をとり交わし，生きていることを確認し合い，餅を食べ

て年をとる。ただそれだけなら空である。

日林協も50回目の正月を迎えた。ケーテ曰く「人は

年をとればとるほどよい仕事をしなければならない」

と。編集室も年ごとによりよい雑誌を送り出したいと念

願しています。

口正月の街盈から門松が姿を消したことは，理屈なし

に子供のころへの郷愁をさそう。承すぽらしい門松の絵

札など門柱にはらぬ方がよい。ここらで，堂盈と門松を

復活してみてはどうだろう。

その昔，木材をなるべく使わないように，という運動

が官民あげて展開されたことも，いまでほこつけ↓､にす

ら思える。観ずれば，これも朧史の一堂マといえよう。

未来が，必ずしも過去の延長にはならないところに，歴

史の歴史たるゆえんがある。それはその時なりに政治の

力が働くからであろう。

□だとすると，般近，新聞で承る政治の内容には失望

を感じる。すぐにでも解決してほしい物価問題，公害問

題に，政治家たちは一体真剣にとり組む気があるのだろ

うか。政治の貧困を科学者や技術者の責任にすり換えら

れてはやり切れない。こんなことでは，赤羽裕氏のい

う「賎民資本主義」の所産としての物価上昇や環境破壊

が未来も現在の延長となりかねない。年頭に当たって，

こんなおぞましい歴史が造られないことを祈る。(O生）

一

一
毛

、

昭和46年1月10日発行

林業技術第346号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所合同印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
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B16A型(25人乗）
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技術と信頼の

冨霧
三菱目エ･三菱昼姫

セミ､そう中型少定ス

B620B型(52人乗）
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高 知営林局＝一

高知市丸の内九TEL高知(75)1111

菫 事経総局薑＝

三野奈魚馬安大本高須窪大川中清宿宇松西高徳!_i業営務＝＝＝

1管i鑿鑿鑿長臺
三 ＝＝

言半梁和＝‘＝＝
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Be肌酬&F
3つの新しい‘‘心臓，が

ベレットを変える.ノ

フローリアンを変える.,′

よりスポーティに，よりジェントルに

高性能のゆとりが，高速ドライブのい
っそうの安全をお約束します。

口
いすyは無個性な車はつくらない

iSUZU
●

②いすず自動車■轍OJW62-伽IⅡ大代》

’

謹賀新年 昭和46年元旦 ＝

⑬マルリン･スーパー製造元三井東圧化学(株）

⑩固形肥料製造元日本肥糧(株）0

日本林業肥料株式会社
代表取締役大久保恭

東京都港区芝琴平町35－4
〒105電話（501）9223.9226.9556|－
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賀 新年謹
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謹賀新年
1971年元旦

愚 館営林局
、

局長辻良四郎

総務部長小川次郎吉

経営部長石崎沢

事業部長川端功治
｜’

1

賀 正

旭川営林局
局長大塚武行

総務部長原頴男
経営部長長岡亮一

事業部長堀部勝
旭川市神楽町電話旭川（61）1271（代表）

一

謹 賀新年
一

山を造り人をつくる ＠

昭和46年元旦

福島県林業
Ａ
酒 議

長沢田源次
今
云

福島市中町5番18号TEL(22)0368

｜’

〃
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輸 入……南洋材

……米材丸太

・・……米材製品

………インドネシア材

……ソ連材

輸出生産……吋材

山林

新旭閑I株式会社
'1

東京都千代田区丸ノ内

1丁目2番1号東京海上ビル

TEL東京213-4151(代表）

旭ﾉI怖

小樽市，マニラ，センドン，
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ラワン平割製材

4m/m×4×8プリント合板

12m/m．ンパネ

プレハブ部材

新旭川製材株式会社

工場埼玉県八潮町

TELO489-96-0231(代表）

東京，深川
‐

P

株式会社薄物合板太平ベニヤ2.7m/m

本社・工場東京，足立

TEL東京605-2191(代表）
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証券投資を

興
證
券

日
東
京
・
千
代
田
区
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ノ
内
３
の
３
の
１
（
〒
１
０
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）
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村
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券

東
京
・
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止
《
区
日
本
橋
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り
１
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１
《
Ｔ
１
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３
）

大
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券
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田
区
大
手
町
２
の
６
１
４
（
〒
１
０
０
）

山
一
證
券
》

癒
告
妙
中
央
区
日
本
橘
兜
町
１
の
３
（
〒
１
０
３
）

－

株式･公社債｡投資信託

…
証券貯蓄のことならお気軽に
ご相談ください。

■

あなたの経済秘書

日本勧業角丸証券
有楽町支店手蛎瀦W:T¥

本店東京都中央区日本橘通2丁目3謝也
TEL東京(272)5211

’
。

コンピュータから最新の銘柄情報

鰄鋤，耐翻り鵬圏･'鰭:認
お近くの支店でご利用ください

1坪

！3
財産 づくりの 一

最高顧問
新日本証券本店･束京･･日本播

籍 謹篝 本店／東京・日本橋江戸橋容(273）
2311(大代表）

資本金70億円全国68のサービス網

一・
品

－

証券投資の御相談は
株式・投信・公社債

’
本店東京都中央区日本橋兜町2－30

TEL(669)3211全国営業網44店’ ’

§
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瞳

届き一恥＝弓…酉＝丑一窪一一屯＝＝面忘E一面毎戸－－m華諏審寧
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謹
賀
新
年

大
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商
事
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式
会
社

取
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本
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大
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一
』
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番
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（
花
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ル
）

電
話
（
二
三
一
）
二
八
一
九
・
七
○
四
二
番

札
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札
幌
市
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五
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三
（
北
一
条
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○
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電
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一
）
八
二
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○
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林
地
除
草
剤
ク
サ
ト
ー
ル
・
イ
ク
リ
ン

林
業
用
各
種
資
材
・
測
量
器
具
各
種

朝日測量設計株式会社
△

地上測量・航空写真測量

区画整理業務全般。土木設計
編集・製図。印刷

忍

－

本 社

千葉営業所

神奈川営業所

長野営業所

青森営業所

東京都中野区中野六丁目32番18号

繋掃溺伽』36詮雄鶏鰕
M",,騨徴灘鱸篝溌
TELO463(22)6930
長野県小諸市乙女
TELO2672(2)0974番
青森市橋本三丁目1番4号
TEL青森(7)4144

誤
》
庖
邑
日
叫
０
用
１
ｒ
印
Ｉ
‐
ｒ
‐
１

嘔
哩
凱
綱
‐
壷
，
咄
‐
‐
。
‐
離
職
嫁
‐
・

師
乙
穿
わ
己
嘩
竃
圭
一
Ｕ
叩
１
口
叱
り
一
一
二
国
國
唖
画
二
二
二
一
函
｝
『
騨
一
壷
輌
図
画
画
国
一
二
画
函
密
画
一
二
・
ｑ
Ｆ
浬
畑

T-50形ロギングトラクタ

重量：5．9t出力:73PS

q
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集材用として

規用履帯式

トラクタに代る

革命的な

ホイル式トラクタ

P

口

、 岩手薑士産業様式衾赦
本社：東京都新宿区西新宿1－7－2（スバルビル）

TELo東京(342)2281(大代表）

営業所・エ場

｜札幌・岩手・東京・群馬･大阪‘熊本
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謹賀新年

昭和46年元旦

子

。
《大阪営林局

局長稲垣元

総務部長関

経営部長奥薗

事業部長秋葉

宣
守
栄
公

卜P

象 《
●

合板建材

住宅器材

冬

あなたの住まいづくりは東洋プライウッドの象印合板建材におまかぜ下さい。
壁材から床材、天井板までなんでも揃います。

本社／名古屋市熱田区六野町1の3

東洋プライウツド蕊営業所/札幌.仙台.関東.名古屋
TEL(871)4161

大阪。広島・福岡・高松

ノ
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銘木市場連合会ﾘ111I九
■
》

戸

長 桑原三良

本1丁目27号電話0963(62)3514番

会

熊本市南

福岡市木材蕊福岡銘木市場
理事長黒岩箆吾
福岡市那の津1丁目5観8号砺話092(77)3372番

き
め
ぶ
じ
り
ら
す
や
お

ぎ

や
ず
ほ
く
し

り

け
み
た
し
は
さ
く
ち
ほ

熊本木材株式会社
取締役社長桑原三良
熊本市南熊本1丁目9番27号髄話0963(64)5111番リ

麓

場株式会社
上妻進

電話09662②5135番

人吉木材市
取締役社長
人吉市中青井町404の1

Z

大分県木材協同組合連合会

理事長井上律之助
大分市王子町3丁目電話0975(2)7151番

＝

宮崎県木材協同組合連合会
理蕊長島津久厚
宮崎市橘通1丁目1職1号髄諦0985(4)3400番

凸

都城地区製材業協同組合
理事長島津久厚
都城市jll東字南原4938の2耐話0986(2)3755番

巻

鹿児島県木材銘木市場協同組合
組合長横小路喜代治
鹿児島市東開町3樋諦0992(68)5131番

九州銘木市場連合会事務局長
東正人
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《社団法人日本林業経営者協会

宗
貞
栄
直
孝
光

会長徳

副会長石

井

由

専務理事平
事務局長樋

川
谷
部
井
野
口

敬
彦
治
人
二
男

東京都港区赤坂1－9－13三会堂ピル9階
電話03－584－7657
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八 洲測量株式会社

パシフィック航業株式会社

日本航業株式会社

型
■
８
Ｆ
１
０
■
。

Ｉ

１

Ｍ

１

Ｈ

Ｉ

Ｍ

‐

ｌ

Ｈ

Ｎ

Ⅲ

刺

Ⅱ

則

川

’

Ｉ

Ｊ

ｎ

Ｉ

Ｉ

Ｎ

Ⅷ

卯

’

’

１

１

’

１

Ｊ

守

刎

ｌ

即

ｌ

到

頭

刷

産

配

小

■

ｇ

ｑ

Ｄ

ｂ

■

日

日

”

ｇ

Ｈ

ｂ

も

イ

中 庭測量株式会
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薑 ＝

＝シリーズー最近の林業技術(日林協編） No. 円〒円薑臺 ＝
三17伊藤一雄カラマツ造林木の重要病＝＝

g No.円〒円目＝室150実費皇

壹3石田正次サンプリングの考え方150実費18岡田幸郎林木における量的形質の二言三
＝ 一主として森林調査について一遺伝150〃言＝

三山田房男マッカレハの生態と防除＝
三

亨4小山良之助上巻姓態編""2'",総造林地の野鼠被害と防除160〃薑
毫5〃〃下巻〔防除編〕150〃＝
＝

22溌著木材の流逓と価橋1601′言睾6浅川澄彦カラマツの結実促進150〃
＝自

臺 7三宅勇蒸散抑制剤の林業への応二
＝

用150〃24上田実林業用架空索の設計法160〃三＝

言8中野真人最近のパルプと原木150〃 25黒鳥忠森林土壌の生成と地力160〃薑＝

皇9井上楊一郎山地の放牧利用150〃

言皿中村英碩集材機索道用根橡ｱｿｶ26＃嫉懸縫篭鑑160〃菅－の強さ150〃＝

毛13航測研究会編新しい測樹150〃160〃三27鰐騏造林地の寒さの害皇17石崎厚美スギの品種目録・その性 三

薑質一本州のさし木品種－150〃31池田真次郎森林と野生鳥獣170〃三
貴'8嵩橋克己林驚の労働災害とその対＝32野村勇木材需給の動向と問題点180〃三三 200〃＝

皇ｼﾘー ズ-わかりやすい林業研究解説33叢驚鬘子種;天然林の生態皇
冒と取り扱い170〃三一 （元林業科学技術振興所編）＝臺

毫11加納孟森林の取扱いかたによる＝34木立正嗣地質と山地防災罠170〃臺
冒材質230〃林試年報（42年度）450〃三
＝

三
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取鑛嘉鶏職耀店
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中正
刊行物在

ロ
叩 目録

’
石川健康訳：（林木育種叢雷2）外国樹種の導入
岩川盈夫訳：（林木育種叢書3）交雑育種・交配技術
戸田良吉著：（技術解説）選抜編
岩川盈夫箸：倣術解説）交雑編
陣内巌著：（技術解説）倍数性編
林木育種協会編：林木育種用語辞典
林木育種協会編：さしぎ，つぎき，とりき（文献要録）
戸田良吉著：林木育種と次代検定
田中周著：スギ採穂園のしたて方
林木育種協会：スギ採穂園に関載る調査（総論）
林木育種協会:外国樹種の導入成梨に関する調査(ストローブマツ編）
林木育種協会：外国樹種の導入成果に関する調査（テーダマツ編）
林木育種協会：外国樹種の導入成果に関する調査（スラッシニ，リギダ他）
戸田良吉訳：スエーデンの実地林木育種
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東京笥汗代田区大手町2－2－1新大手町ビル522号室
振替口座東京79654電話（211）2673
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■
◇伊藤組木材株式会社

Ｈ
１

取締役社長伊藤義郎

本社札幌市北3条東8丁目5棚電話(代表)261-8341番工場札幌落合置戸

出張所釧路販売所函館事務所鯨営業所イ樽名古屋駐勤所青森，垂…･－－‐＝､.‘。．…－－。－一軍一…-蜜,。…‐＝．｡…--...-=－－．ﾆー ≦ー----一言-.-＝…--J

●

■
庫跨邸6悪6

謹んで新年の御祝詞を申 し上げます
旦

式会
正夫

－

昭和46

後測量
代表取締役工

秋田市楢山
〒010電話秋田

営業種目土地測量の

蓉
株
藤

羽 社

南中
0188（

町9－48

33）2460

土地測量の請負・地籍調査’
立木調査の請負・測量器具器材

の請負
､の販売
の事業斡旋 前各号の附帯する一切

ニーーー財団法人林野 弘済会

、最新刊増補改訂版森林家必携本多静六原著ポケット判830P定価¥1,400(〒とも）

既に65版におよび延発行部数30万，文字通りの超ベストセラー最近の類似品

に御注意。

、最新刊木材経済開発の展開後藤伝一郎著A5判240P定価¥550(〒とも）

日本林業の危機とも云える現代の林材界の姿を適確に捕え，これに対処するに

は如何したらよいかを鋭く説いた異色の書。

＠1970林業統計要覧林野庁篇B6判245P定価¥600円（〒とも）

、国有林野管理処分の精解林野庁監修A5判560P定価¥1,200(〒10D

、鳥獣行政のあゆみ林野庁篇B5判600P箱入美本定価¥2,500(〒とも）

＠1970世界木材年報松尾鬼洋訳.B5判190P定価¥1,200(〒100)

_一一

一
Ｆ

’
東京都港区赤坂1－9－13三会堂ビル（振替口座東京195785番）
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森林開発公団
吐

住まいには

良質な野州材を吉村清英

黒河内修

木田繁

福森友久

松村良伍

長
事
事

事
同
同

理
理
監

』

須一

観光には日光へ

栃木県林務 Ⅲ
立
口

〒102東京都千代田区平河町2－7臨崎ピル内）

電話（262）6206番代表

’

伊藤忠林業サービス株式会社

（
。

海外森林開発事業ノ実行

調査並ビニ関連事業コンサルタント
毎
一

大
牧
山
藤

清
幸
皓
正

隅
野
崎
田

一

取締役社長

取締役

不

１
１

蔵
秀
一

伊藤忠商事

物産本部長

伊藤忠商事
木材部長

ｊ
ｌ

〃

〃
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賀 正

三井物産林業株式会社
型

代表取締役社長佐倉木友
士
ロ

ー■

本店東京都港区芝琴平町26番地

（第二文成ビル）電話（503）4771

支店北海道札幌市，三重県松阪市

出張所（北海道）旭川，帯広，苫小牧，平取

（三重県）津，紀伊長島

I

ザ－－＝一番一二勺一一一一一由■4▼D－Ddローqーや､甲一一一一一r■一●－■一.Lp司一

ABSTRACTSOFIAPANESELITERATURE

INFDRESTGENETICSANDRELATEDFIELDS
Volumel,PartAiv+362pp.,3maps

一

★EditedandabstractedbyDr.RYOOKITITODA,thechiefforestgeneticistoftheGovern-
mentForestExperimentSfatiOn,JapanPublishedbyNoorinSyUppanCo.,Ltd.,Tokyo
★DealtbyJapanPublicationsTradingCo.,Ltd.,P.O.Box5030,Tokyolnternational,
Tokyo,Japan*Price:30US.Dollar,postageincluded.

ThiscompilationofJapaneseliterature,containing2,156articlespublisheduptol930,isedited
intwolanguages,JapaneseandEnglish,inordertoserve,firstofall,asareferencebookforJapanese
scientistsandforestersaswellasforthoseinothercountries・However,theeditorintendedatthe
sametimetointroduceforestersofallovertheworldtoJapaneseforestrywhichtookaspecial
courseofdevelopmentinviewofforestgenetibs,beinglittleknownintheworld.
InsomeregionsinJapan,vegetativepropagationofaconiferousspecies,C7"如加gγjα〃ゆo〃|"z,
hascommonlybeenpractisedforaboutfourhundredyearsandmanycultivarsofthisapecieshave
beendifferentiated,justlikeinUSUalagriculturalcropplantS・Thisfactinfluencedverymuchinthe

撫無謡墓鵬雛駕墨驚競静溌6ふ･辮鍜,朧嘘w溌綴諾躯暴
fordepictingsuchapro61eofJapaneseforestry.
Manuscriptsfortheperiodl931tol945arereadynow,andfurther,laterarticlesarebeing
abstractedandaccumulatedforSilcceedingpublicationS.

日本国内の希望者は下記の出版元または最寄りの書店へご注文下さい価格¥5,000〒110
農林出版株式会社（〒105東京都港区新橋5－33－2．振替東京80543・電話03-431-0609）

一一 一

2

砂

甸観一，一一一L一子ムローーー．一者三て－－4‐亘軋･寺一一一一一里を←←今一一一二一一｡一一■画－．－－面－－－■･■● 一
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森林資源総合対策協議会

本
社

東
京
支
社

大
昭

く

静
岡
県
富
士
市
今
井
一
三
三
番
地

電
話
吉
原
（
三
三
）
○
八
一
一
番
（
代
表
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
二
丁
目
二
番
地

（
朝
日
生
命
館
）

電
話
東
京
（
二
七
二
）
三
七
一
二
番
（
代
表
）

会長川

副会長＝

北
浦
内
藤

禎
辰
信

一

社
長
斎
藤
了
英

雄
男
数

《
竜

一

灘籠武
常務理事遠

和
嘉

製
紙

郵便番号100

東京都千代田区大手町2－2－1

新大手町ビル

電話（211）2671－4

’

迎 春
一

松く い虫その他穿孔性害虫に
．J

駆除予防剤T-7.5乳剤A

強力駆除剤T-7.5油剤2号

誘引剤T-7.5-E

誘殺剤T-7.5-G

6

心
』

|
井筒屋化学商事株式会社

J

熊本市花園町108

電話代表熊本局（52）8121番
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主なる機械設備

,、保有航空機エアロコマンダ－680FX

,、航空写真用カメラRC.8広角普通角

,、精密万能，級図化機．オートグラフA7

500A自社機2機及び
』’

雁
■
ｎ
画
■
胴
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■
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■
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幽
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可
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脾
肘
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１
１

1．精密万能1級図化機．オートグラフA7及びA8

1．光波距離測定機・ジオジメーター6型3台

一

東 北測量彗套
曲
》

。
Ⅱ
ｏ
Ｆ
０
Ｌ
ｄ
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東京営業所東京都千代田区神田佐久間町･2の11小林ビル
電話（861）5079．4647

前橋出張所前橋市表．町2丁目10の11
電話（5の8262

札幌出張所札幌市北4条西20丁目北西ビル内
電話（611）4964

仙台出張所仙台市原町若竹字中原
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印刷株式会社
京都港区芝五丁目19－5
話東京(451局)2181～5
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謹賀新年Ⅲ97,年元旦

＄北海航測株式会社
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代 表取締役矢橋温郎

本社札幌市北4条西20丁目（北一ビル内）

TELO11-611-3225～6番

東京営業所東京都墨田区横網2丁目5番地9号（万栄ビル内）

TEL03-622-2453番



明けましてお目出とうございます

国有林の地図を整備させていただいて23年目の

元旦を迎えることになりました

ますます勉強して林業経営に役立つ

森林図を作る決意でおります

どうか皆様の御指導をお願い申し上げます

昭和46年元旦

何

0

＆

ロ

国 士地図株式会社
本社東京都文京区後楽1丁目5番3号善隣ビル

電話東京（813）3416（代詞～3418
郵便番号112

工場東京都新宿区西落合2丁目12番5号
電話東京（953）5879．5880
郵便番号161

札幌出張所札幌市平岸6条12丁目
電話札幌①11）821－6551
郵便番号062
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北炭農林株式会社
本社東京都中央区日本偶茅場町1-6種東征券ピルTEL東蹴(667)7061IO
分室〈営業藤）中央区霞岸島2-6TEL(553)2271～3
支店札携市北2条西2-15TEL(22)2918

総販売元
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林業安全は
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シモン
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ヤ

リ 株式会社シモン
本社東京都文京区湯島2－4－4利根川ピル

（電）（812）9121番
東京営業所（冠）束京（812）3271番
札幌営業所（近）札幌(24)7017(代）
仙台営業所（電）仙合（86）7ユ61番
検浜営業所（電）横浜（261)4940-1番
潜水営業所（通）辮水（3）110ユ番
名古屋営業所（通）熱田（882)4441番
大阪営業所（電)(322)1313･1450～1番
広島営業所（通）広鴎（47）1934.4867稀
倉販出狼所（電）倉蛭(22)1071番
北九州営業所（髄）小倉（56）2887番
北陸出張所（趣）金沢（61）5501番
千葉出張所（電）千葉（22）8446番
新潟出誕所（趣）新潟（44）9414番
甲府出張所（電）甲府（33）5676審
塞蘭・熊谷・鹿偽・津・岸和田・神戸



測量図面。精密器具・機密文書

の完全保管に
、

鱗 i灘 ケマ瞳号耐火操管庫 ⑳

1
1認広い庫内四強力な耐火力圃確実な二重施錠式

《お問合せ》
一

日本林業技術協会社団法人
一

東京都千代田区6審町~7番地

電話（代表）261－5281

I

東洋最大の金庫メーカー

e熊平金庫
株式会社東京熊平金庫店
東京都中央区日本橋本町1の2・電大代270-4381

零
一

三??…篭

OS-53D型

《JISI時間耐火・耐衝撃》

蘭有効内寸差

,#il331x佃口87lx奥汁500(%)

覗戯515kg 109,000(但し運蔚・湖叶は別途申し受けます）

蕪織嬉繼憾姓能 麹機構本機は、双眼写真特に航空

写真の判読を目的として製

作されたものでく18o7筋×24om|

の写真を一度に実体視し見

られ、附属の視差測定桿を

併用して土地の高低や施設

建物、樹木の高さを測るこ

ともできます。又装脱可能

の双眼鏡(3倍)と常時取付

⑨反射鏡式実体鏡

○大きさ…44×'8×14.6cm

○重量･………．．……2.45ﾙ？

、双眼鏡(3倍）

○大きさ;…………………・

…･…･･･137×127×9．2cm

○重量･…………･…･0.52吟

●マイクロメーター

○大きさ･･･…･…･…････……

雌瀞

駕黙蕊
腰 脚

瀞翻
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■ススキ防除の特効薬

癌剤30
和訓10I ⑳フ陸"ヅク

●イネ科、海ヤツリグサf:｝稚莱に選択的に効鵬があります。
●ズスキには特に有効で僅かの薬趾でもよく効きます。

●仕事の暇な'1非に使用でき、一度の処理で2年以上も右効
です。

●人帝、魚貝顛などに稀雅は隠とんどなく、喪心して仙川
でき、目や皮フを刺激したり、悪奥をMルだ.り、爆発、

火災などの危険性も全くありません。
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マッカラー独創の無振動壬エンソー(cP

チェンソー）はハンドル部分にエンジン

の振動を伝えません、新しいチャンピオ

ンCPチェンソーでお仕事を快適に、も

よりの販売店でどうぞ

、マッカラーコップテストoハンドル部分のコッ
プの水とエンジン部分のコップにご注目下さい。
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